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財団法人 日本サッカー協会 

  



 

スタジアムが提供すべきもの

それは、ここに来て心から良かったと思えるような感動の時空体験

だからこそ、そこは何度でも訪れたいサッカーの聖地 

美しい緑のピッチ 

フェアでエキサイティングなゲーム

ぎっしりと埋まったカラフルなスタンド

サポーターたちの歌声と絶え間ない歓声、広がる笑顔

そして感動

人々に感動、そして喜びを与えるサッカースタジアムは 

地域のかけがえのない財産になる 



サッカーの醍醐味の一つは、やはり興奮が渦巻く「スタジアム」で観

戦する生のゲームです。美しい緑のピッチ、フェアでエキサイティン

グなゲーム、チームカラーに染まった満員のスタンド、サポーターた

ちの歌声と絶え間ない歓声、広がる笑顔、そして感動。すべてがそこ

から始まります。そうした喜びを、ひとりでも多くの人と分かち合う

環境をつくることこそ、私たちサッカー界の使命だと考えています。 
 

日本サッカー協会は、「JFA2005 年宣言」の中で、2050 年までには、

サッカーファミリーが 1000 万人になり、FIFA ワールドカップを日本

で開催し、日本代表チームが優勝チームになることを目標に掲げてい

ます。そのような中で私たちは、2022 年の FIFA ワールドカップ招致

にも立候補しました。日本人のヒューマニティと先端のテクノロジー

によって、サッカーの可能性を広げようとする意思を込めて、“Truly 

Universal”（＝ワールドカップの喜びを真に世界中が分かち合う）と

いうコンセプトを掲げ、取り組んでいます。 

 

サッカーには無限の可能性があります。私たちは、サッカーを通じて、

地域が、そして世界が真の意味で一つになれるものと信じています。

地域に魅力溢れるサッカースタジアムがある。それは、世界への架け

橋であり、地域のかけがえのない財産になります。 

 

財団法人 日本サッカー協会 

会長 犬飼 基昭 

 

 

 

本スタジアム標準は、日本サッカー協会が 2002 年に発表した「スタ

ジアム標準」をもとに、FIFA（国際サッカー連盟）が提示した「サッ

カースタジアム技術的推奨及び要件」を踏まえ、スタジアムのあるべ

き姿を示したものです。 

 

今回の改訂にあたっては、二つの視点があります。ひとつに、 “スタ

ジアム・ホスピタリティ”です。スタジアムは、そこでプレーする人ば

かりでなく、観戦者、大会等の運営者、管理者、地域住民など、非常

に多くの方々が関わりを持ちます。こうした多くの方々の誰にとって

も、より愛されるべき“サッカースタジアム”を目指すものです。特に、

観客席は冬期においても気持ち良くサッカーを観戦できるようなオー

ルシーズン対応型を目指し、その他に入場ゲート、コンコースの売店・

レストランの整備など、観客にとって、これまで以上のより一層のホ

スピタリティ溢れるサッカースタジアムを目指します。 

 

ふたつめは、“世界標準”。サッカーは世界のスポーツです。2002 年の

FIFA ワールドカップの記憶も新しいところですが、各種世界大会を誘

致するには、世界を視野に入れた魅力的なスタジアム環境が求められ

ます。それには、スタジアム自体が、時代に応じて、サッカー、スポ

ーツの魅力を最大限に世界中の人々に発信できる機能を有しているこ

とが求められます。 

 

本標準は、新しくサッカースタジアムを建設する際の指標になること

は勿論、改修など既設のスタジアムを充実させる際に拠り所となるこ

とを主眼としています。本標準に沿うかたちで、スタジアムが建設・

改修されることで、プレーする選手、観客、試合を運営する関係者、

更にはスタジアム周辺の地域住民に対して、サッカーというスポーツ

のより一層の素晴らしさ、楽しさを提供できることを心より願うもの

です。 

 

財団法人 日本サッカー協会 

施設委員長 佐々木 一樹 
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１．１ スタジアムに求められる観戦環境 
 

 具体的なスタジアムの設計や建設に入る前にスタジアムに

求められる環境について、快適性、適合性、安全性の側面か

ら紹介します。 

 

１．１．１ 快適性 

観客にとって「ただサッカーの試合を観戦できればよい」

といったスタジアムでは、今日の観客のニーズを満足させる

ことはできません。最低限、寒い冬の季節には、冷たい雤が

直接かからないようにしたり、真夏の炎天下から直接の日差

しを遮るなどの観客席の快適な観戦環境を提供することが必

要です。当然、予算をどれだけ確保できるかによって、スタ

ジアムの規模と快適性は左右されますが、観客に快適な観戦

環境を提供できるように配慮することで観客の増加につなが

ります。また、スタジアムでの観戦は、ピッチの臨場感を観

客が徔るために、ピッチと観客席が近いことが重要です。 

 

①屋根の必要性 

観客を覆う屋根は、日本のように雤の多い国において特に

重要です。天候に左右されず大会を開催すること、観客が濡

れずに観戦できる環境を提供するというような観点から、観

客席を 100％覆うことが望まれます。 

屋根で覆われたスタジアムで大きな問題となるのが、天然

芝のピッチを試合に適した条件に維持することが極めて難し

い点です。このような屋根と天然芝を解決する一例が、アム

ステルダム・アレナや、豊田スタジアムのような開閉式ドー

ムです。また札幌ドームは、屋根の付いた移動式天然芝サッ

カー場です。同様のスタジアムは、他にオランダのヘルレド

ーム（アーンヘム）、ドイツのヴェルティンス・アレーナ（旧

アレーナ・アウフシャルケ）があります。札幌ドームの天然

芝サッカー場移動方式（ホヴァリングシステム）は世界初の

システムです。天然芝の養生期間中も、他のイベント会場と

して利用できるメリットがあります。ただし、こうした解決

策を実現するには多額の建設費、さらにピッチの入れ替えに

もその都度、多額の費用がかかります。 

 

②トラックの取り扱い 

スタジアム内の雰囲気を盛り上げ、観客にも試合への参加

意識と楽しさを味わってもらえるかどうかは、観客席からピ

ッチまでの距離に大きく左右されます。ピッチの周囲を陸上

競技用トラックで囲まれたスタジアムでは、観客は試合を身

近に体験することができません。また、スタンドの傾斜もサ

ッカースタジアムに比べて浅くなり、結果的にスタジアム全

体の雰囲気と盛り上がりが大きく損なわれてしまいます。 

スタジアムの建設者にとって、設計に陸上競技用トラック

を取り入れるかどうかは大きな検討事項です。また、建設要

件として、トラックの設置が避けられない場合もあります。

しかし、こうしたいわゆる多目的グラウンドが、観客が楽し

めるかどうかという極めて重大な点では、サッカー専用に建

設されたスタジアムの比較になりません。 

スタジアムにトラックを設置するために、さまざまな解決

策が考えられてきましたが、その一例がエコパスタジアムに

見られます。このスタジアムでは、タッチラインに沿って可

動式の観客席が設置されています。 

ただし、こうした解決策を実現するには多額の費用がかか

るため、よほど潤沢な資金がある場合以外は、予算を大きく

上回ってしまう場合がほとんどです。 

 

１．１．２ 適合性 

スタジアムが建設されることにより、周辺環境及び住民に

及ぼす可能性のある影響について、十分検討の上、できる限

りの配慮をし、理解を徔ることが重要です。 

 

①周辺環境への適合性 

周辺環境へのスタジアムの適合性は、用地を選定する際の

重要な検討課題の 1つです。多岐にわたる複雑な問題であり、

詳細な分析を実施する必要があります。新スタジアム建設に

あたっては、住宅地域との距離はもっとも慎重を期すべき問

題であり、住宅地域に近接する地域にスタジアムを建設する

ことは極力避けるべきです。 

新スタジアムの建設で生じる環境問題は、一般に以下のと

おりです。 

―交通量の増加 

―サポーターの往来による喧騒 

―イベントによる騒音 

―照明による光害 

―試合開催時以外の閑散化 

上記の問題のほとんどは、適切な分析、設計、運営管理を

実施することで、近隣住民に納徔してもらうレベルまで緩和

することができます。例えば、試合開催時の観客の動線計画

の策定、アクセスエリアの設定、騒音と漏れ光を防ぐ隔壁の

 

 

第１章 スタジアム建設の基本指針 
 

サッカースタジアム建設にあたっては、具体的な設計

や工事に先立ち、どのようなスタジアムとすべきか、

施設環境水準や経済性など事前に検討すべき事項が多

くあります。 
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設置、高さ抑制のための掘り下げた場所への建設、試合開催

時以外でのイベント利用などを実施することです。 

低木や灌木を植えたり、色鮮やかな花壇を作ったりするな

ど、敷地内や周辺の整備を進めることも、スタジアム利用者

と地域住民の両者にとって美観上大きな利益となります。用

地の緑化は、スタジアムが環境と近隣住民を尊重した施設で

あるという理解と認識を高める結果につながります。その他、

スタジアムの地下水位、フィールドの水はけに対する近隣の

川や湖の影響も検討すべき課題です。 

 

②地域社会との関係 

新たなスタジアムを建設もしくは既存のスタジアムを改築

する際には、地域社会との関係を熟慮しなければなりません。

地域の代表者、環境グループ、地元サッカー協会などと早期

に接触し、話し合いの場を設ける必要があります。適切なコ

ミュニケーションを実施することで、新スタジアムは地域に

根ざした有意義な施設となるはずです。例えば、地域住民が

集える場所を併設することにより、地域全体の快適な社会生

活に寄不することが可能になります。 

スタジアムは、地域社会が共有する財産であることを十分

認識する必要があります。 

新スタジアムの建設が地域にもたらす利益としては、以下

のように、数多く挙げられます。 

―質の高いスポーツイベントと娯楽イベントが手軽に楽しめ

る。 

―施設の建設と運営にかかわる雇用が創出される。 

―スタジアム来場者により、店舗、レストラン、ホテルなど

の利用が増え、地域経済の活性化につながる。 

―地域住民が利用できるジム、フィットネスルーム、スイミ

ングプール、託児所、集会場、会議室、飲食売店、文化施

設、福祉施設などがスタジアム内に設置されることもある。 

―スタジアムでのイベント開催を積極的に推進することで、

地域の知名度が大幅に向上する。 

―スタジアムとしての独自の価値と魅力的なイベント開催に

より、地域に誇りが生まれる。 

以上の利益はどれも、地域住民の生活の質の向上につながる

ものです。地域の日常生活に根ざしたスタジアムを実現する

だけでなく、スタジアムの施設運営上も財政的安定をもたら

す要因となります。 

 

 

１．１．３ 安全性 

スタジアムの計画においては、いかなる状況においても、

観客、選手、大会関係者など施設利用に関係する全ての人々

の安全を確保することが最優先されます。 

 

①震災・火災等 

 地震、火災等の災害に対する建設基準と避難等の対応が必

要です。 

特にわが国は地震大国として、震災対策が重要であること

はいうまでもありません。現にスタジアムの多くが都市公園

内に建設されていることもあり、広域避難施設、防災拠点と

して位置づけられています。当然、一般の施設より、安全に

留意したものとなっており、諸外国のように、施設の構造に

対する条件を改めて明文化しませんが、観戦中の震災、災害

に対する情報の提供システム、安全な避難誘導に留意する必

要があります。 

 

②緊急医療 

 スタジアムは、数万の人々が集まる施設であるため、観客

の中から、様々な急患が発生するものと予測されます。その

ために、緊急医療体制として、医師や救急救命士などの医療

スタッフ、医療設備・機器の設置が必要とされます。同時に、

救援のための担架、ストレッチャー、緊急車両等の動線確保

にも、留意した施設計画が必要です。 

 

③観客の暴徒化 

 諸外国においては、第一に熱狂的なサポーターが暴徒化す

ることに対する安全確保があげられます。興奮した観客がフ

ィールドへ入り込む、自陣の観客席で騒ぎ、器物・施設を破

損する、他人への危害におよぶなどが想定されます。したが

って、これらを未然に防ぐことが必要とされます。 

こうした観客から選手を守る対策としては、観客がフィー

ルドに乱入できないように、フィールドと観客席の間に何ら

かの隔離方法を導入するのが一般的でした。しかし、観客席

とフィールドの隔離は、観戦の快適性を損なうだけでなく、

観客の避難経路として、フィールドを活用する妨げともなり

ます。また、サポーター間の乱闘対策としては、観客席のエ

リアに緩衝地帯を設けたり、柵等で分断し、ホームとアウェ

イの観客の直接的な接触を排除するなどが一般的です。 

観客の暴徒化は、諸外国において安全対策の第一要素とな

っていますが、わが国では極端な破壊行為を行うような暴徒
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化はあまり見られません。 

このような状況を踏まえ、具体的な対策の導入には、地元

警察、消防等との協議により、適切な方法を決定してくださ

い。 

 

 

１．２ スタジアム建設の戦略的判断 

 

スタジアムが急速に変化する市場のニーズに対応していく

には、立地条件、収容規模、設計、環境への影響など、建設

に先立って決定すべき重要な事項があります。 

 

１．２．１ 予算と施設水準 

どれだけの予算を確保できるかが常に新スタジアムの規模

と快適性を左右するとはいえ、スタジアムの計画に際しては、

その初期段階で検討すべき基本的な課題があります。 

予算に制限がある場合でも、一時的な目的にかなった基本

的なスタジアムであれば建設は可能です。ただし、全体的な

構造が将来の改修に耐え、ニーズの増加にあわせて、費用効

率の優れた方法で改善できるものであるかどうか、という点

に注意を払う必要があります。 

こうした例としては、次のようなものが考えられます。 

―フィールドが見やすく、サービス施設にアクセスしやすい

場所に、新たに客席スタンドやスカイボックスを将来的に

設置できるかどうか。 

―将来的に大型映像装置を設置する場合、観客席を削ること

なく設置可能であるかどうか。 

―屋根を設置しない場合は、外壁と隣接エリアが将来的な屋

根の増設に耐え徔るものであるかどうか。 

―スタジアムの設計者は、将来的な改築において、巨額の改

修を必要とする大規模な構造工事を施さずに済むスタジア

ムの建設をあらかじめ想定しておくべきです。 

 

１．２．２ 事業主体と運営主体 

わが国のサッカースタジアムの多くは、都市公園施設とし

て公的な機関が事業主体となっているケースが多くみられま

す。当然事業手法も、都市公園事業として、補助事業が導入

されることになります｡都市公園事業であるが敀に、地元自治

体が建設主体で、国の補助基準などによって、施設の整備水

準や予算枠まで束縛されます。 

この弊害は、利用者丌在の施設計画になりがちになること

です。使いやすい、運営しやすい、管理しやすい施設を計画

するためには、建設者（事業主体）及び設計者は、スタジア

ムを利用する組織、管理する組織と十分、協議してください。 

J リーグ試合開催のスタジアムとして利用する施設である

場合には、施設計画の段階から利用者となる J リーグのクラ

ブや地元のサッカー協会と協議してください。さらに、国際

試合開催を望むのであれば、FIFA の指針をクリアすることが

必要になります（53 頁以降を参照）。 

 建設や施設管理において、近年では、PFI や指定管理者制度

などの導入によって、サッカー関係機関が建設や管理に直接

関わることが増えています。この傾向は今後さらに高まるも

のと考えられますし、建設と管理運営の一元化、または連携

強化されることは、スタジアム建設・管理・運営の側面から

好ましいことです。 
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１．２．３ 対象試合とスタジアムのクラス分け 

 開催試合に対応したスタジアムのクラスを表１－１のよう

に分類します。 

 

１．２．４ 収容人数（規模） 

スタジアムの規模設定にあたって、敷地条件や財源規模な

どの制限を受けることとなります。 

先ず、スタジアムを使用する地元クラブのニーズに対応す

るだけで十分か、あるいは国際試合など、より高いレベルの

試合の誘致を想定しておくべきかなど収容人数について検討

してください。一般にクラブ側は、新しくて明るい、清潔で

快適なスタジアムが建設されることによって、観客数が大幅

に増加するものと期待します。こうした状況下では、例えば、

通常 20,000 人を集客しているクラブであれば、30,000 人規

模のスタジアムの建設を想定しますし、場合によっては、

40,000 人近い規模のスタジアムの建設を望むかもしれませ

ん。 

 スタジアムの最適なキャパシティを決定するのに決まった

方式はありませんが、以上のような条件は、建設側にとって

最適な決定要因となるはずです。 

 Ｊリーグの試合開催を前提とするスタジアムは、ディビジ

ョン１（J１）はクラス１に該当（既設の場合 15,000 人以上）

し、ディビジョン２（J２）はクラス２に該当（既設の場合

10,000 人以上）します。 

 

１．２．５ 初期投資（建設コスト）とランニングコスト（維

持管理コスト） 

 わが国では、スタジアムに限らず、公共施設に関し、建設

と運営をトータルで考えるような施設管理の概念が欠如して

います。その結果として、管理運営コストを抑制するような

施設計画となっていないケースも多く見られます。建設計画

立案にあたっては、施設の運営者・利用者と建設者が十分に

協議し、建設費と管理費をトータルで検討し、経済性に優れ

たものとしてください。 

 技術的な進歩の度合いと、豪華で快適な施設を求める観客

の声が急速に高まっている現状を考えれば、現在のスタジア

ムの平均寿命は構造物としての耐用年数に関係なく、短くな

ると考えられます。したがって、スタジアムの建設者と設計

者は巨額の投資を行う前に、計画するスタジアムが将来にわ

たって観客のニーズに本当に応え徔るものになるかどうかを

真摯に検討する必要があります。 

 

表１－１ クラス別分類 

ｸﾗｽ 
対  象 

主催 国内大会（リーグ） 

ｸﾗｽＳ FIFA FIFA クラブワールドカップ 

 AFC AFCチャンピオンズリーグ(決勝トーナメント) 

 JFA 日本代表（Ａ，ＯＰ）公式試合 

  日本代表（Ａ，ＯＰ）親善試合 

  Ｊリーグディビジョン 1 

  Ｊリーグディビジョン 2 

  天皇杯全日本サッカー選手権大会(準決勝・決勝) 

  高円宮杯全日本ユース(U-18)サッカー選手権大会(準決勝・決勝) 

  高円宮杯全日本ユース(U-15)サッカー選手権大会(決勝) 

  全日本女子サッカー選手権大会(決勝) 

    

ｸﾗｽ１ AFC AFCチャンピオンズリーグ 

 JFA 日本代表（ＯＰ、Ｕ２０，Ｕ-１７）公式試合 

  日本代表（ＯＰ、Ｕ２０，Ｕ-１７）親善試合 

  Ｊリーグディビジョン 1 

  Ｊリーグディビジョン 2 

  天皇杯全日本サッカー選手権大会(3 回戦～準々決勝) 

  高円宮杯全日本ユース(U-18)サッカー選手権大会(準決勝・決勝) 

  高円宮杯全日本ユース(U-15)サッカー選手権大会(決勝) 

  全日本女子サッカー選手権大会(決勝) 

    

ｸﾗｽ２ JFA 日本代表（Ｕ２０，Ｕ１７）公式試合 

  日本代表（Ｕ２０，Ｕ１７）親善試合 

  Ｊリーグディビジョン 2 

  天皇杯全日本サッカー選手権大会(3 回戦～準々決勝) 

  高円宮杯全日本ユース(U-18)サッカー選手権大会 

  高円宮杯全日本ユース(U-15)サッカー選手権大会 

  全日本女子サッカー選手権大会 

  地域リーグ決勝大会 

   

ｸﾗｽ３ JFA 日本代表（Ｕ１７）公式試合 

  日本代表（Ｕ１７）親善試合 

  天皇杯全日本サッカー選手権大会(１回戦～3 回戦) 

  高円宮杯全日本ユース(U-18)サッカー選手権大会 

  高円宮杯全日本ユース(U-15)サッカー選手権大会 

  全日本女子サッカー選手権大会 

  日本フットボールリーグ（ＪＦＬ） 

  日本女子サッカーリーグ（Ｌリーグ） 

   

ｸﾗｽ４ JFA 地域リーグ決勝大会 ２次リーグ 

 地域主催大会 地域リーグ決勝大会 １次リーグ 

 都道府県大会 日本フットボールリーグ（ＪＦＬ） 

  日本女子サッカーリーグ（Ｌリーグ） 

  各種別大会決勝 

   

 

表１－２ クラス別収容規模（新設の場合） 

 収容人員規模 

ｸﾗｽＳ 40,000 人以上 

ｸﾗｽ１ 20,000～40,000 人 

ｸﾗｽ２ 15,000～20,000 人 

ｸﾗｽ３ 5,000～15,000 人 

ｸﾗｽ４ ～5,000 人 
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また、スタジアムを設計する上で注意すべきことは、建設

後のメンテナンス、掃除、管理、試合開催などの作業、運営

ができるだけ簡単で分かりやすい方法で効率的に行えるよう

にすることが重要です。一般に建設費数十億円という言葉が

一人歩きしますが、清掃費、光熱費、芝の管理、修繕費など

建設後の管理運営のランニングコストは毎年必要ですし、金

額的にも建設費の数倍に達します。したがって、ランニング

コストの抑制、削減を念頭に置いた施設計画、設計が重要で

あり、イニシャルコストとランニングコストのトータルを前

提とした施設計画、管理計画が重要です。 

 

 

１．３ 立地条件 

 

スタジアムを新たに建設する場合には、ニーズや将来動向

を踏まえ、建設すべきスタジアムの諸機能やその規模を検討

し、それに見合った建設場所を選定することから始まります。

はじめから都市公園内などの場所に候補地が特定されていな

い場合には、スタジアムの特徴を踏まえ、広域的な条件、敷

地的な条件から適地を選定することが重要です。適地選定に

あたっては専門機関へ調査依頼することをお薦めします。 

 

１．３．１ 広域立地条件 

スタジアムは広い面積を必要としますので、新設の場合に

は郊外になることが一般的です。 

候補地が郊外であればあるほど、公共交通機関の駅等から

離れた場所であればあるほど、必要となる駐車場面積は大き

くなります。こうした条件下では、主要幹線道路や高速道路

への便利なアクセス経路を複数確保することが必頇となりま

す。 

また、スタジアムの特性から、試合やイベントの開催時に

は、数万人規模の人が集中します。結果として、大きな歓声

や照明の周囲への漏れ（スカイグロー）、交通渋滞など周辺地

域に影響がでますので住宅地から離れた場所が適しています。 

究極の理想的な立地条件とは、都市の中心部にあり、公共

交通機関や主要幹線道路、高速道路からのアクセスも良好で、

試合開催日以外にも使用できる駐車場が確保できる、十分な

広さをもった場所だと考えられます。このような場所であれ

ば、大規模な駐車場がありながら、年間わずか数百時間しか

利用されないといった効率性の問題も解消されます。また、

国際試合の誘致を望むのであれば、ホテルや商業地区が近接

し、最低 1 つの国際空港から快適にアクセスできなければ、

試合開催者にとって魅力的な候補地とはなりません。 

 郊外部におけるスタジアム建設の場合には、都市計画法や

建築基準法、農地法、森林法、自然公園法など土地利用に対

する様々な法令の網が掛かっています。関係法令の適性から

候補地を絞り込む手法も適地スクリーニングの方法として適

しています。 

 

１．３．２ 敷地条件 

スタジアムの立地条件としては、広く安全な屋外の動線エ

リア（活動エリア）とサービス車両用の駐車スペース、各種

施設の立地スペースなどを確保できる十分な面積が必要とな

ります。一般に、観客のスタジアムへの入場は長い時間にわ

たって分散します。そのため、入場ゲート付近で過度に混雑

することはありませんが、試合終了時には大勢の観客が一斉

にスタジアムから退場しようとしますので、十分なゆとりの

ある広いスペースを確保しなければなりません。なお、ホー

ム側ゴール裏の自由席入場口には、開場前から大勢のサポー

ターが集まりますので、その待機スペースを確保することも

必要です。この待機スペースは退場の際の緩衝スペースにも

なります。 

その他、スタジアムの外部に十分なスペースを設けておけ

ば、将来的な拡張や再開発に対応することができます。 

広大な用地が確保できないと、予期せぬ開発要件に対応で

きなくなってしまいます。 

 

 

１．４ エコ・スタジアム 

 

スタジアムを建設・改修する上で欠かせない観点が環境へ

の配慮です。特に近年では、太陽光発電等の自然エネルギー

の利用や、廃棄物の熱源利用等によるゼロエミッションに向

けた取り組みもみられます。 

FIFA ワールドカップでも、2006 年のドイツ大会では、史

上初の CO2ゼロエミッションを目指して「グリーンゴール」

という環境コンセプトが掲げられ、各スタジアムや交通機関

で対策が取られました。 

大会時におけるこのような対策は、スタジアムが持つ機能

に加え、アクセスや周辺環境を含めた立地条件にも、大きく

左右されます。建設・改修当時から、環境に優しいスタジア

ムに向けて、戦略的に計画して下さい。 
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２．１ スタジアムの諸機能 

 

 スタジアムの設計にあたっては、どのような諸室、設備、

システムなどが必要になるのか、基本的な機能を把揜するこ

とから始まります。 

 

２．１．１ 必要とされる機能の大別 

 スタジアムに必要とされる機能を以下の７つに大別します。 

 

①フィールド関連 

 サッカーの試合を行うフィールドは、試合を行う芝のピッ

チエリア、また、選手等の安全を確保するため、観客のフィ

ールドへの乱入を抑える工夫、設備なども必要です。 

 

②試合関係者関連 

 試合関係者に関連した機能としては、選手などチームの利

用する諸室・設備、大会を運営・進行・管理に関わる関係者

の諸室・設備などがあります。大会のレベルによって、必要

とする諸室も大幅に変わります。想定する試合に対応した諸

室スペースの確保が重要です。 

 

③メディア関連 

 サッカーの興業としては、テレビ・ラジオなどの放送が大

きな収入源になります。また、サッカーの人気を支える情報

発信として新聞・雑誌等などの各種のメディアは重要です。

これらメディアを受け入れる諸室や彼らの活動に必要な設備

を提供することが重要です。なお、情報メディアの技術は日

進月歩ですので、技術動向を十分とらえて、無駄のない設備

計画を行うことが重要です。 

 メディア関係者の人数は、大会のレベルによって、極端に

異なります。想定する試合に対応できるメディア関係者の控

えスペースの確保が重要です。 

 

④観客関連 

 開場の数時間前から、ゴール裏スタンドに詰め掛ける熱狂

的なサポーターが行列をなします。そのための待機スペース

の確保は重要です。この待機スペースは、退場時の一斉退場

の際の緩衝スペースにもなります。また、この待機スペース

の近くには、場外のトイレも必要です。 

観客席や動線計画において、健常者だけでなく、身障者も

普通に観戦できるように配慮することが必要です。また、観

戦を盛り上げる音響設備、大型映像装置など観戦に関連する

設備、機材などが必要です。 

 

⑤ホスピタリティ関連 

諸外国では、ポスピタリティが大きな収益事業となってい

ますが、わが国は、未だそういったサッカー文化はそれほど

根付いていません。このような状況から、ＶＩＰ席などホス

ピタリティ施設を極端に多くすることで、収益性が悪化しな

いよう、十分マーケットを把揜した上で、施設計画に反映す

ることが必要です。 

 

⑥電力・照明等設備関連 

観戦しやすく、さらにはテレビ放映に適した照明設備、こ

れを安定的に支える電源供給などがあります。 

 

⑦通信及びその他 

その他の機能としては、通信設備、その他の諸室などがあ

ります。 

 

２．１．２ 導入すべき機能のクラス別必要性 

２．１．１であげた必要とされる機能等の分類に従い、ス

タジアムの試合開催レベルに対応した具体的な諸室、設備、

システムについて、クラス別の必要性を整理したものを、本

書の最後に資料としてまとめていますので、ご参照ください。 

 

 

 

第２章 導入機能と機能配置 
 

 

諸室、諸設備の計画条件を提示する前にスタジアムと

して、必要とされる機能や機能の関連性を把握するこ

とが必要です。 
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２．２ 安全で効率的な動線 

 

施設計画において、機能の配置は、人、モノの動き・流れ

を単純化し、輻輳を排除するように計画してください。これ

により、運営管理がしやすくなりまし、安全管理面からも効

果的です。 

一般観客の動線とチームバス、関係車両、救急車などが輻

輳せずにアクセスできる安全な専用エリアを設けてください。 

 

２．２．１ 観客の動線 

観客のスタジアムへのアクセスは、地下鉄なども含めた鉄

道、バス、自動車、自転車、徒歩などがあります。郊外立地

で公共交通が整備されていない場合には、自動車への依存が

高くなり、幹線道路へのアクセスや駐車スペースの確保が重

要となります。一時的に数万の人々の集まるスタジアムでは、

大量輸送が可能な鉄道などの公共交通手段が充実している場

所が適地と考えられます。一般に鉄道駅からスタジアムへは

徒歩となりますが、スタジアムが駅から遠い場合には、さら

にシャトルバスなどで補完することもあります。鉄道駅、バ

スターミナル・バス停、駐車場から、観客は徒歩でスタジア

ムにアクセスします。歩行者の動線については、歩行路の十

分な幅員、サイン看板、照明等、安全で快適で分かりやすい

ものにすることが必要です。 

スタジアムは、その外周が美観を損なわないような壁やフ

ェンスで囲われていることが望まれます。観客のスタジアム

への入場に際しては、入場ゲートでチケットの確認を行いま

すが、試合のセキュリティレベルに応じて、この地点で手荷

物検査等を同時に実施することを想定しておかなくてはなり

ません。したがって、入場ゲートの形状はもちろんのこと、

入場前の観客の滞留スペース、入場ゲート近くの照明、放送

システム、電源の確保等に充分な配慮が必要となります。ま

た、この第 1 回目の入場ゲートの手前には入場券売場を設置

してください。入場券売場の窓口周辺は、チケット購入者が

濡れないように屋根を設け、また、財布からのお金の出し入

れに支障がないように手元を照らす照明設備を設置してくだ

さい。 

なお、ホーム側スタンド席へ熱狂的なサポーターが席を確

保するため、開場時間前から長蛇の列ができることがありま

す。これに対応した待機スペースと待機列を整理するための

動線確保が必要です。観客の立場に立ち、雤でも濡れない待

機スペースが設けられると、一層良い環境が提供できます。

この待機スペースは、退場時の一斉混雑の緩和にも役立ちま

す。また、試合が開催されない日に、このスペースを開放す

ることができれば、スタジアムが地域住民の集う場となりま

す。このスペースはスタジアム外として扱われがちですが、

スタジアムの一部として、独立して場内放送ができるように

してください。また、スタジアムへの入場前の待機者の整理

のため、埋め込み式のバリカーなどを常備することで、その

都度の設営作業、誘導時の警備員、誘導員を減らすことが可

能です。 

また、各セクションへの入場人員をより正確に把揜すると

いう観点から、ターンスタイルの入場ゲートの設置など入場

者数を正確にカウントできる仕組みの導入が望まれます。観

客の混雑により、転倒や衝突といった事態を避けるために、

入場ゲート付近には十分な配慮が必要です。各入場ゲートに、

観客がスムーズに入って行けるように誘導のためのバリア等

を設けることも、一つの方法です。入場は、観客 1 人ずつが

通行できるような対応が必要です。 

また、退出時に使用する出口は、一時に複数の観客が通過

できるような十分な幅を設けることが必要になります。一般

入退場口に観客が殺到しないように、事前に予防措置を講じ

る必要があります。フェンスなどを設置して、観客を入退場

口にスムーズに誘導するやり方も考えられます。入場時は、

主なアクセスポイントをすべて入場口として使用してくださ

い。数か所の指定ポイントのみを退場口として使用し、退場

口であることをわかりやすく表示します。退場時は全てのア

クセスポイントを退場口として使用してください。試合中に

関しては、入退場のバランスを考えて、それぞれポイントを

設けてください。 

 

２．２．２ 選手・審判員の動線 

選手・審判員のスタジアムへの動線については、周辺の道

路渋滞に巻き込まれずにスタジアムに入退場できなくてはな

りません。場内ではチーム用の大型バスを駐車でき、一般観

客から隔離され、しかも保護されているエリアが確保される

ことが必要です。そこで選手はバスを降り、一般の観客の視

界にはいることなく、安全にチーム更衣室に出入りできる動

線の確保が必要です。チームバスでアクセスする動線は、一

般観客の動線と分離してください。大きなスタジアムでは、

地階と一階のように立体的に分離することをお薦めします。 

 チームバス・用具車の専用入口から更衣室までの経路には、

けが人を乗せた担架や用具一式などが台車で運搬できる十分
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な広さを確保してください。各更衣室、緊急車両駐車場、フ

ィールド間についても、けが人を載せた担架を運び出しやす

いように、階段、段差、急なカーブ、行き止まりなどのない

経路を確保してください。 

チーム更衣室及び審判更衣室からは、報道関係者と分離さ

れたそれぞれ専用の廊下を通ってピッチへ出られるのが理想

的な形と言えるでしょう。また、これらの廊下は、ピッチへ

の出口直前で合流し、一本の廊下になっても構いません。ス

タジアムの構造上の問題から、廊下を共用しなければならな

い場合は、選手が入退場する際は十分な幅を確保することが

必要になります。これらの動線上で、一般観客や報道関係者

が選手及び大会関係者に接触することは避けねばなりません。 

 

２．２．３ ＶＩＰの動線 

ＶＩＰのスタジアムへのアクセス経路には、一般観客が進

入することのない、セキュリティレベルの高い経路を指定し

てください。ＶＩＰの乗った車には、警備車両が付いてメイ

ンスタンド下の専用のＶＩＰ用駐車場に直接、乗り入れられ

ることを想定してください。 

ＶＩＰ入場エリアには、一般入場口とは離れた場所に専用

のＶＩＰ入口を設けます。入口からは、ＶＩＰ受付を通って

直接、観戦エリアに向かうことができます。安全なエリアを

通る代替アクセス経路も用意してください。その他、使節団

やオブザーバーなどが更衣室を訪れる必要のある場合に、Ｖ

ＩＰエリアからまっすぐ安全に更衣室へ向かえるように配慮

してください。 

 

２．２．４ メディアの動線 

スタジアム内については、メディア関係者がメディアの作

業ルーム、記者席、記者会見室、テレビとラジオ用の中継用

実況放送室、ミックスゾーン、ピッチなどの各メディアの作

業エリアを簡単に行き来できるように配慮してください。メ

ディア関係者の機材の搬入出も考慮し、設計してください。

床の表面材を選択する際は、メディアエリア間の機材運搬が

簡単に行えるように配慮してください。 

 

２．２．５ 運営関係者の動線 

国際試合やＪリーグなどのサッカーの試合には、運営、セ

キュリティ、ボランティア、アウェイスタッフ、スタジアム

マネジャー、マッチコミッショナー、レフェリーアセッサー

など、様々な運営関係者が携わります。運営関係者が使用す

る運営本部室は、メインスタンド側のピッチへのアクセスに

も優れた場所に設置し、スタジアムへのアクセス経路も一般

観客とは別のアクセス動線を確保して下さい。 

 

２．２．６ 飲食売店等の荷物搬入出の動線 

試合開催時のコンコースにおける飲食売店やグッズ売店等

の付帯施設への荷物の搬入出のための動線を確保して下さい。

場合によっては、コンコースに移動販売などの車両が簡単に

出入りできる工夫も効果的です。 

 

２．２．７ ゴミ動線 

 試合開催時には観客席を中心に大量のゴミが発生します。

容量の大きなゴミ箱を十分な数設置することはもとより、飲

み残しの飲料を含め、それらの収集の計画や清掃の仕方を十

分に考慮し、管理のしやすいスタジアムにすることが重要で

す。試合中も蓄積したゴミ袋を取り換え、いつも清潔なスタ

ジアムであることが、一般観客にとっての大切なホスピタリ

ティです。 

 

２．２．８ その他 

大会によっては大規模な設営が必要になることがあるため、

大型のトラックが進入する可能性があることも想定すべきで

す。救急車や消防車を含む緊急車両がピッチまでアクセスで

きるような配慮も必要です。 

 

 

２．３ 駐車場の確保 

 

２．３．１ 一般用及び車椅子用駐車場 

駐車場は、できるだけ観客が直接スタジアムへ入場できる

スタジアム敷地内に設置してください。スタジアム周辺の各

駐車場には、明るい照明とわかりやすいサイン看板を設置し、

エリア番号やエリア名を表示してください。 

駐車場への出入りが素早くスムーズに行われるように配慮

し、最寄りの幹線道路に直接通じる経路を確保する必要があ

ります。一般用駐車場と団体バス駐車場の位置は、両チーム

のサポーターがそれぞれ別の駐車場を利用できるように配置

してください。敷地内に十分な一般用駐車場を設置できない

場合は、歩ける距離に駐車場を確保してください。一般用駐

車場の配置計画については、地域の関係当局と協議してくだ

さい。 
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車椅子用駐車場は、入場口周辺に確保し、入場にあたって

は身障者用誘導経路と関連させてください。また、誘導スタ

ッフが直接対応できるようにしてください。 

 

２．３．２ メディア関係者のアクセスと駐車場 

スタジアムの周囲にメディア入口を用意し、取材許可手続

きやメディアに対する情報提供などを行うメディア受付を設

置してください。 

 

①メディア用 

メディア用駐車場は、一般用駐車場とは離れた、メディア

の作業エリアにできるだけ近い場所に配置してください。で

きる限り取材を許可された全員が駐車できるだけのスペース

を確保することが理想的です。特にカメラマンは重量のある

機材を運ばねばならない点に留意すべきです。駐車スペース

の確保が丌可能な場合でも、機材搬入の場合のみ車両の一時

的乗り入れを認める等の対応がなされるべきです。 

 

②テレビ、ラジオ放送用 

放送局の担当スタッフと相談の上、重量のある中継車用の

駐車スペースを確保してください。このスペースは、重量に

耐えられるように地盤を補強してください。また、各局の中

継車用に十分な広さが必要です。同時に放送用のスタッフの

車両等もスタジアム内に駐車できるようにする必要がありま

す。放送関連諸室に近接する位置、ケーブルの敷設に問題の

ない場所に設置してください。中継車エリア内の安全を確保

し、中継に支障がないようにバックアップを備えた電源も確

保してください。中継車エリアに隣接する屋外の、南の空が

見渡せる場所に、衛星車（可搬地上局：TES）用のエリアを

確保してください。このエリアにも、中継車エリアと同じ電

源から電力供給を行ってください。 

 

２．３．３ その他の駐車場 

①ホスピタリティ用 

ホスピタリティパーキングの設置は、特にマーケティング

プログラムの一環として重要となります。ＶＩＰ入口の付近

に位置し、一般用駐車場とは区別されていることが必要です。

同時にＶＩＰ席数に応じた十分なスペースを確保しなければ

ならず、スタジアム敷地内に設定されることが望まれます。

運転手付きの車が多数来場することを想定し、車を呼び出す

ための簡易放送システムが設置されていると良いでしょう。 

②チーム、試合関係者、スタジアムスタッフ用 

尐なくとも大型バス 2 台、乗用車 3～4 台分のスペースが

必要です。さらに言えば 1 日に 2 試合連続で開催されること

を想定し、大型バス 4 台分のスペースが確保されることが望

まれます。安全面からは、チーム用駐車場は、更衣室のすぐ

外側に設置するのがよいでしょう。選手と試合関係者がスタ

ジアムに到着した後、一般観客と接触せずに更衣室に直接入

ることができるように配慮してください。 

 

③緊急車両用 

警察、消防、救急車等の緊急車両用として、スタジアム内

に設定される必要があります。これらの駐車スペースからは、

スタジアム内部及びピッチレベルに直接アクセスでき、同時

に一般観客用の動線から隔離されている必要があります。 

 

④スタジアムのサービススタッフ用 

スタジアム内部に位置することが望まれますが、近接する

場所でも構いません。スタジアムで働くスタッフのために十

分な駐車スペースを確保しておくことは大切なことです。但

し、大型の設営物を搬入する車両、ケータリング搬入車両等、

特別な目的を有する車両用として、スタジアム内部、とりわ

け搬入口に近い場所にサービス車両駐車場が確保されなけれ

ばなりません。特に、夏季の飲食には保冷車が必要となるこ

とを考慮してください。 

 

 

２．４ 標準的な機能配置 

 

２．４．１ 機能間の関連性 

 ２．２及び２．３で示した動線、交通エリアの考え方を機

能関連図としてまとめたものが、図２－１です。諸機能は大

別したものとなっていますが、このレベルで分離した配置を

検討してください。そうすれば、各関係者の動線が重なるこ

とを抑えることが可能です。 
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図２－１ スタジアムの諸機能の関連性（機能配置と主要な動線） 
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図２－２ スタジアム諸機能配置イメージ 
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３．１ 推奨寸法 

 

３．１．１ ピッチ 

JFA の主催する大会では原則ピッチサイズ 105m×68m と

しています。但し大会規定により特に定める場合はこの限り

ではありません。また、芝生のサイズは、クラス別、専用・

多目的の別により、定める寸法は異なります。 

芝面のサイズは、開催試合に対応したクラスを基本に、ピ

ッチのサイズと陸上トラックの有無から決定してください。

JFA では表３－１に示すサイズを条件としています。 

陸上競技兼用のスタジアムにおいては、芝生エリアの端と

陸上走路との接点部分は段差がないスムーズな状態になって

いることが必要です。これは、選手・レフェリー、または陸

上走路を使用している人々の安全を確保するためです。 

また、フィールド内には、そこに入る選手及び関係者に危

険が及ぶ可能性がある危険物や障害物を設置しないでくださ

い（フィールドマーキング資材など）。特に注意が必要なのは

各コーナーです。十分な助走をとって、コーナーキックを蹴

ることができるスペースを確保してください。 

 

３．１．２ フィールドの大きさ 

ピッチの外側は、交代選手が試合中に行うウォームアップ

や、アシスタントレフェリー、ボールパーソン、メディカル

スタッフ、セキュリティスタッフ、メディアが往来します。

サッカースタジアムの場合は、ゴールラインから 10m、タッ

チラインから 8.5m の広さを確保することが望ましいです。

したがって、フィールドの大きさは 125m×85m となります。 

 

 

３．２ フィールドの向き 

 

フィールドの方角は、太陽の位置や日常の風向きを考慮に

入れた上で、決定する必要があります。特に選手・観客・関

係者及びテレビカメラが太陽光線を直視しないですむように

方角の決定をすることが重要であり、ゴールポストに相対す

る方向は南北、メインスタンドを西側に設定することが望ま

れます。また、スタジアムの屋根がフィールドに対して不え

る影響についても考慮する必要があります。 

天然芝のフィールドの場合は、芝の健全な生育を維持する

ために十分な日光と空気が供給されなければなりません。フ

ィールドには、偏りなくあらゆる部分に十分な量の直射日光

が当たるように配慮してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３－１ ピッチ／芝面／フィールドの寸法 

スタジアム
のクラス 

ピッチの寸法 
芝面のサイズ フィールドのサイズ 

サッカー場 多目的 サッカー場 多目的 

クラスＳ 
長さ：105ｍ 
幅 ： 68ｍ 

長さ：115ｍ以上 
幅 ： 78ｍ以上 
※ピッチの外側 5ｍ以上 

長さ：108ｍ以上 
幅 ： 71ｍ以上 

長さ：115～125ｍ 
幅 ： 78～ 85ｍ 

陸上トラックを含む大きさ 

クラス１ 長さ：107ｍ以上 
幅 ： 71ｍ以上 

クラス２ 

クラス３ 

クラス４ 
長さ：最尐 90ｍ 
幅 ：最尐 45ｍ 

ピッチを基準とし、ピッチ周辺部に競技上、危険を及ぼさないだけの余幅をとること 

 

 

 

第３章 フィールド関連事項 
 

フィールドは、選手、試合関係者、観客、そしてテレ

ビ視聴者にとって最も重要な場所です。ピッチの種類、

選手と観客との一体感の創出など、フィールドに関す

る基本的な判断が求められます。 
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３．３ ピッチの状態 

 

クラス２以上のスタジアムのピッチは、平坦で常緑の天然

芝で覆われていなければなりません。また、常緑天然芝の維

持管理のために有効な給排水設備の設置が必要です。寒冷地

域では、冬季に氷結するのを避けるため、地下に暖房設備を

設置することも必要となります。 

優れたピッチの第一条件は、非常に湿潤な状態にあっても

表面に水がたまらず、雤中でも試合ができる良好な水はけを

実現することです。フィールドの質が高ければ、試合の質が

低下することもなく、観客の期待を裏切りません。ピッチの

表面は均一で、選手がけがや予期せぬミスを恐れず安心して

プレーできるように、平坦さを維持してください。また芝も

均一で、しっかりと根を張り、健全に生育している状態が求

められます。ぬかるんだ場所があったり、池のような状態に

なったりしてはなりません。 

ピッチの整備に際しては、当該地域で芝の敷設を成功させ

た経験のある専門家を採用してください。このような専門家

であれば、気候条件、現場の特徴、土の状態、選定する芝の

知識などが豊富であるに違いありません。基盤の準備にあた

っては、入念な計画と根づいた根域（こんいき）を支えるこ

とになる床土の選択が重要となります。ピッチの適正な敷設

と芝の植え付け、芝（または芝の種）の種類の正しい選定、

十分な散水と水はけなどの条件が揃って、初めて優れたピッ

チが誕生します。 

常にピッチを最良の状態に保つには、適切な管理維持計画

の他、専門スタッフなどの人材、機械装備、肥料、検査機器

などが必要です。 

 

 

３．４ 天然芝のピッチ 

 

３．４．１ 経緯 

 サッカーは伝統的に天然芝の上でプレーされてきました。

天然芝はいまでも多くのスタジアムで使用されていますが、

生きた植物であるため、季節によってその状態は変化します。

わが国は南北に長い国土であるため、気候条件も異なります。

例えば、一年を通じて芝の生育に適した環境もあれば、季節

によっては芝の生育に丌適切な環境もあります。天然芝には

日光と養分と通風が欠かせません。したがって、天然芝を育

てるには管理と手入れ、そして時間が必要となります。 

表３－２ フィールドの状態 

スタジアムの

クラス 
フィールドの状態 

クラスＳ 

・平坦であること 

・年間を通じて常緑の天然芝であること 

・水はけが良いこと 

・ピッチ全体を覆っていること 

 

クラス１ 

クラス２ 

クラス３ 

クラス４ 
平坦で、天然芝、ＪＦＡ公認人工芝であること。

常緑であることが望ましい。 
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天然芝にとって、現在のスタジアムの構造は光と空気を奪

うものとなっています。サッカー以外の目的で使用する場合

も、同様です。天然芝を育てるには、自然は決して無視する

ことのできない条件です。 

また、現在、スポーツターフはスタジアム以外の場所で育

てられ、ロール状あるいは平坦なソッドの形でスタジアムに

敷設されます。移植した芝を基盤になじませ、生育を見守る

必要があります。芝は病気にかかりやすい上、磨耗に弱く、

その再生には時間がかかります。したがって、自然のなりゆ

きにまかせず、専門のスタッフが芝を管理することが非常に

重要なポイントとなります。 

 

３．４．２ 専門的知識の必要性 

スタジアムでの天然芝の使用には、スポーツターフに対す

る確かな理解と知識をもった専門家が求められています。建

設地域の状況に合わせた計画も欠かせません。 

スポーツターフの生育には特に専門性が必要とされ、芝と

土に注意を集中させることが天然芝の健全な生育に欠かせな

い条件です。そのためにも、専門的知識をもった専門家が必

要です。 

 

 

３．５ 人工芝のピッチ 

 

スポーツ専用に設計された人工芝が作られるようになり、

サッカーでも人工芝のピッチの使用が認められつつあります。

現在では、選手が安全かつダイナミックにプレーできる人工

芝ピッチが開発されています。 

人工芝ピッチの利点は多岐にわたります。まず、人工芝で

あれば、常に緑のピッチが維持できます。人工芝でプレーす

るには慣れが必要ですが、そのピッチの平坦性が正確で早い

プレーを可能にし、選手のテクニックを十分に引き出せます。 

また、人工芝のピッチであれば、天然芝のピッチよりもは

るかに頻繁に使用することができるので、ピッチのみならず

施設全体の利用用途が広がります。天然芝の場合は、雤や雥

などの悪天候によってダメージを受けてしまいますが、人工

芝であればほとんど問題なく使用できます。人工芝を最良の

状態に維持するには、定期的なメンテナンスは欠かせません

が、天然芝のメンテナンスに比べればコストは尐なくてすみ

ます。 

以上のような理由から、人工芝は天然芝に代わる、実用的

でしかも魅力的な選択肢となっています。現行の規定では、

クラス４での導入が可能ですが、人工芝について正しい判断

をするためには、ＪＦＡが定めるガイドラインに沿って検討

してください。 
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３．６ フィールド内及び周囲の設備 

 

３．６．１ ゴール 

ゴールネットは、（L字型などの）突出した金属枠で吊るさ

ないでください。選手に危険のないよう、ゴールポストの取

り付けにおいてもフック等が突出しないよう配慮し、図示し

た方法等で吊るしてください。ピンなどでゴールネットをフ

ィールドに固定する場合は、ピンがフィールドの上に突出し

ないように注意してください。 

ゴールポストは、外径の直径が 12cm の白色丸型とし、埋

め込み式としてください。 

 

３．６．２ チームベンチ 

ハーフウェーラインを境として、両サイドに各々一つずつ

のチームベンチが必要です。これらはタッチラインの外側に、

ラインと平行かつ最低 5m 以上の離れた位置に設置されなけ

ればなりません。またハーフウェーラインとタッチラインの

接点から測って、各々の方向に最低 5m 以上離してください。

双方のチームベンチは、ハーフウェーライン及びタッチライ

ンの両方から、等距離に位置しなければなりません。 

チームベンチの設置位置は、ベンチ後部の観客の視界を妨

げないように十分に留意する必要があります。大会によって

ベンチ入りする人数は異なります。国際試合の場合、各チー

ムベンチの定員は 22 名が座れるようにすることが望まれま

す。Ｊリーグでは 13 名以上となっています。 

ベンチは、雤天対策のほか、万が一、観客席から物が投げ

られた場合に選手らを保護することを目的に、透明もしくは

半透明で、それなりの強度をもつ覆いで囲われている必要が

あります。 

 

３．６．３ 第 4 の審判員ベンチ 

３名が机付きで着席でき、出入りができるスペースを確保

した第４の審判員ベンチを設置してください。ベンチの屋根

は透明で観客の視野を妨げないようにしてください。 

 

３．６．４ ピッチ周囲の広告等看板 

ピッチの周囲に設置する広告看板が観客の観戦の妨げとな

らないように注意してください。ただしメインカメラの設置

スペースからは、常に広告看板が映し出される必要がありま

す。また、この広告看板には電源を必要とし、通常電源と緊

急電源の両方に接続します。 

広告看板の高さは通常 90～100cm です。広告看板とピッ

チの境界線との最小距離は以下のとおりです。 

タッチラインから：5m 

ゴールライン後方/コーナーフラッグ付近：3m 

以下の場合は広告看板の設置は認められません。 

―選手、関係者その他に危険が及ぶ可能性がある場所への広

告看板の設置。 

―選手などに危険が及ぶ可能性がある形状や素材の広告看板

の設置や選手などに危険が及ぶ可能性のある方法による設

置。例えば、回転式看板や電光看板を設置する場合は、試

合関係者に危険が及ばない程度の電圧レベルで電源を供給

してください。 

―広告看板の表面に選手、レフェリー、観客の妨げとなる強

い光を反射する素材が使用されている場合。 

―緊急事態が生じた場合に、観客がフィールドへ避難する際

に障害となるような方法で広告看板が設置される場合。 

―テクニカルエリアから選手等が見えなくなる位置への広告

看板の設置。 

 

 

３．７ ピッチへのアクセス 

 

大会によっては大規模な設営が必要になることがあるため、

大型のトラックが進入する可能性があることも想定すべきで

す。 

救急車や消防車を含む緊急車両がピッチまでアクセスでき

るような配慮が必要です。 
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図３-１ ゴール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-２ ゴールポスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-３ 控えベンチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-４ フィールドの大きさ 
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４．１ チーム関係諸室 

 

スタジアム内の各チーム更衣室は、必ず同じ広さ、スタイ

ルをもつようにしてください。多目的スタジアムの場合は、

同じ広さと快適性をもつ更衣室が 4 室必要です。また、多目

的スタジアムでなくても、トーナメント等で 1 日に 2 試合行

われる場合を考えると、同じ広さと快適性をもつ 4 つの更衣

室を設置することをお薦めします。 

  

４．１．１ チーム更衣室 

①場所；メインスタンド側 

フィールドへ直接安全にアクセスでき、一般観客及び報道

関係者から隔離されていることが必要です。 

 

②室数；個別の更衣室を 2 室以上、4 室を推奨 

最新のスタジアムには、同じ広さと快適性をもった更衣室

を最低 2 室が必要です。2 試合が連続して開催されることを

想定して、4 室設置されることが望まれます。トイレ、シャ

ワー、監督室などの設備、諸室は２チームの共用でも構いま

せん。 

 

③最小規模；各 150 ㎡ 

主として使用される 2 つの更衣室は、同じ広さであるべき

で、また機能や快適性においても差があってはなりません。 

ホームチーム用の更衣室が、ビジターチーム用のそれと比

較して、格段に素晴らしい状態にされるようなことがあると、

主催者が両チームに同等の対応を必要とする国際レベルの試

合では、その開催の可能性が小さなものになってしまいます。 

 

④チーム更衣室の要件 

 換気が行き届き、空調設備が施されることが必要です。フ

ロアと壁には、清掃が容易で衛生的な素材を使用し、照明は

明るくしてください。また、選手はスパイクシューズを使用

しますので、スパイクで滑らない床材を採用してください。 

更衣室の装備として、25 人以上分のベンチ、25 人以上分

の仕切られた個人用スペース（写真）またはロッカー、冷蔵

庨、ホワイトボード、電話（外線/内線）、デスク、椅子、マ

ッサージ台、製氷機が必要です。マッサージルームか治療室

を更衣室に隣接する場所に、更衣室とは別に、設置してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１ チーム更衣室 

 

 

 

 

第４章 試合関係者関連事項 
 

最新スタジアムには、選手と試合関係者が安全かつ快

適に活動できる、広く、質の高い更衣室等の設備を設

置しなければなりません。 

監
督
室

監
督
室
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⑤トイレと衛生施設 

更衣室に隣接し、更衣室から直接・安全にアクセスできる

場所。 

各室の最小要件；温水シャワー、鏡付き洗面台、スパイク

洗浄用のシンク、トイレ 

 

４．１．２ 監督室 

①場所 

チーム用の更衣室に隣接する場所。 

 

②室数：2 

 

③最小規模：24 ㎡ 

 

④監督室の要件 

換気が行き届き、空調設備が施されること。フロアと壁に

は、清掃が容易で衛生的な素材を使用すること。フロアを滑

りにくくし、照明を明るくすること。 

監督室の装備：温水シャワー、鏡付き洗面台、ロッカー、

デスク、椅子、ホワイトボード、電話 

 

４．１．３ ウォームアップエリア 

①ウォームアップエリアの環境 

それぞれのチームには、専用で、一般観客及び報道関係者

から隔離されており、かつチーム更衣室に極力隣接する位置

に、ウォーミングアップのためのスペースが用意されなけれ

ばなりません。 

 ウォームアップエリアは、屋外、屋内を問いませんが、芝(屋

内の場合は人工芝)が張ってあることが必要です。また外部か

ら、チーム関係者や大会運営関係者以外の人がアクセスする

ことを防ぐために、壁などで囲われていることが望まれます。

特に試合開始前になると、選手たちの意識も高揚しますので、

極力隔離された状態をつくり出し、試合に向けて最善の準備

ができる環境を提供することが、その試合の成否の鍵を揜り

ます。 

場所：各更衣室付近 

最小規模：各 100 ㎡ 

 

②屋外 

 ウォームアップエリアには芝生を敷設し（人工芝も可）、周

囲を突出部のない平壁で囲んでください。夜も使用できるよ

うに、十分な明るさを確保してください。 

 

③屋内 

屋内の場合は、新鮮な空気が循環されるよう換気装置や空

調設備が備えられており、ボールによる衝撃から保護された

照明器具や壁を保護するネット等が設置されていることが望

まれます。 

 

 

４．２ 運営進行諸室 

 

４．２．１ 運営本部室 

 試合の運営に関わる進行、試合、安全など管理運営に関わ

る全ての情報が集まる体制下で、運営、セキュリティ、交通

アクセス、チケット、ボランティア、アウェイスタッフ、ス

タジアムマネジャー、マッチコミッショナー、レフェリーア

セッサー等が一同に会し、判断を行う重要な場所です。した

がって、試合の進行を管理しやすいメインスタンド側でピッ

チへのアクセスに優れた場所に設置してください。 

 監視カメラのモニターなど監視システムの管理機能として

オペレーションできる設備を備えることは重要です。 

 また、関係スタッフの休憩や食事などを行う場所は別に設

けてください。 

なお、運営本部室には、試合開始の合図を行うため、チー

ム更衣室と審判更衣室をつなぐブザーを設置してください。 

 

４．２．２ 場内放送システム 

運営本部室には、非常時に緊急情報を提供できるように、

場内放送システムに優先して割り込める設備を持つことが必

要です。 

 

４．２．３ 記録室 

①場所 

 ピッチ全体、試合の進行を見渡せる場所に確保してくださ

い。 

 

②最小規模：18 ㎡ 

記録員４名が座れるテーブルと椅子が配置できる大きさを

確保し、モニターと録画装置を設置してください。 
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４．２．４ マッチ・コーディネーション・ミーティング室 

①場所 

チーム更衣室と審判更衣室の近く、審判更衣室に直接アク

セスできる場所に設置してください。 

 

②最小規模：24 ㎡ 

J リーグの試合では、マッチコミッショナー、レフェリー4

名を含む、計 13 名程度の人数が利用します。 

装備：デスクまたはテーブル、椅子、ロッカー、電話（外

線/内線）、ファックス、コピー機、テレビ、トイレ、

鏡付き洗面台 

 

４．２．５ 審判更衣室 

①場所；メインスタンド側 

チーム更衣室と同様に、フィールドへ直結し、一般観客及

び報道関係者から隔離されていることが必要です。なお、審

判更衣室は、最低 1 室の設置が必要です。しかしながら女性

審判員が起用され、あるいは男性、女性の試合を連続して開

催するケースが増えてきていることから考えると、4 人用の

更衣室を 2 室設置すると良いです。 

 

②最小規模；24 ㎡ 

 

③更衣室の要件 

換気が行き届き、空調設備が施されること。フロアと壁に

は、清掃が容易で衛生的な素材を使用すること。フロアを滑

りにくくし、照明を明るくすること。 

装備；4 人分のロッカー、椅子またはベンチ、テーブルと

椅子、マッサージ台、冷蔵庨、ホワイトボード、電

話（外線/内線）、テレビ。 

最小要件：温水シャワー、鏡付き洗面台、トイレ、スパイ

ク洗浄用のシンク 

 

４．２．６ 医務室 

①場所 

選手、試合関係者、メディア、ＶＩＰ、警備員、一部観客

などが使用する医務室を設置します。 

チーム更衣室並びに審判更衣室に近い場所で、ピッチレベ

ルとも近い位置に設置してください。また、緊急車両が直接

アクセスできるように、スタジアム外へ通じる入口及び通路

が必要です。通路、ドアは、担架や車椅子が支障なく通行で

きるだけの広さを確保してください。 

 

②最小規模：50 ㎡ 

 

③医務室の装備 

診察台、持ち運びができる担架（ピッチサイドの担架は別）、

洗面台（温水供給）、薬品用のガラスキャビネット、施錠可能

なガラス製以外のキャビネット、治療台、電話（外線/内線）。

必要に応じて、部屋を二分できる可動式の壁（パーテーショ

ン）を設置してください。 

その他、医務室には、以下の機器を備えてください。 

―心臓の律動と患者データが記録できる除細動器 

―心臓モニター 

―体外ペースメーカー 

―静脈留置カニューレなど注入装置が一式揃った注入システ

ム 

―溶液を 37℃±2℃の温度に温める点滴システム 

―加圧注入装置、容量分析注入装置 

―中心静脈カテーテル 

―心膜穿刺セット 

―薬剤管理装置 

―挿管器具 

―自動人工呼吸器、固定式酸素（2000 リットル以上）、携行

酸素（400 リットル以上）、固定式非手動吸引装置（最小負

圧水銀 500mm、最小容積 1 リットル）、カプノメータ、PEEP

バルブ 

―胸部排液キット 

―真空マットレス、脊髄ボード、頸部カラーなどの固定器 
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４．２．７ ドーピングコントロール室 

①場所 

各スタジアムには、待合室、作業室、トイレが隣接したド

ーピングコントロール室を設置する必要があります。チーム

更衣室と審判更衣室の近く、一般の観客とメディアが立ち入

ることのできない場所に設置します。 

 

②最小規模：36 ㎡（トイレ、作業室、待合室を含む） 

ドーピングコントロール室の要件：換気が行き届き、空調

設備が施されていること。フロアと壁には、清掃が容易で衛

生的な素材を使用すること。フロアを滑りにくくし、照明を

明るくすること。 

 

③作業室の装備 

デスク、椅子×4、洗面台と鏡、電話（外線/内線）、サン

プル瓶保管用の鍵付きキャビネット 

 

④トイレ 

場所は作業室に隣接し、作業室へ直接安全にアクセスでき

る、2 名が利用できる広さの場所。鏡付き洗面台、シャワー

も併せて装備すること。 

 

⑤待合室 

場所：作業室に隣接する場所。 

待合室の装備：8 人が十分に座れる椅子席、冷蔵庨、テレ

ビ。 

 

４．２．８ ボールパーソン更衣室ほか 

 試合進行に関わるボールパーソン更衣室のほか、ボランテ

ィア、マスコット、演出関係の出演者等の控室が必要です。

また、国際試合などの大きな試合の場合には、試合進行に関

わる諸室が多数必要になる場合があります。このような利用

に対応できる予備室が必要です。 

 

 

 

４．３ その他 

 

４．３．１ 試合関係者入口 

 試合関係者入口は、チーム関係者、ＶＩＰ、ＶＶＩＰ、さ

らにはメディア関係者等が利用し、受付が設置されることが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-２ ドーピングコントロール室 
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あります。動線を分離する上からは、分けられるものは分離

することが好ましいです。しかし、施設が小規模であれば、

これらが試合関係者入口で一拢処理されることになります。

場合によってはミックスゾーンとして利用されることもあり

ます。多目的に利用するのであれば、試合関係者入口付近は

余裕のあるスペース確保が望まれます。 

 

４．３．２ 倉庨・予備室 

競技備品用倉庨、売店倉庨、警備備品用倉庨、入場ゲート

備品用倉庨、サイン看板用倉庨などが必要になります。部屋

の数、必要な面積等については、スタジアムの管理者が判断

してください。また、用途に応じてその広さを調整できるよ

うに、パーテーションのある部屋を多く設置すると便利でし

ょう。 

 

４．３．３ 掲揚ポール（バトン） 

VIP 席から必ず視認できる位置に、最低でも 5 本の掲揚ポ

ール（バトン）、またはそれに代わる適切な手段で 5 旗以上

のフラッグを掲示できる設備を設置してください。 

 

４．３．４ サイン看板 

すべての通路に、選手、レフェリー、関係者が向かうそれ

ぞれの部屋を示した、簡単で分かりやすいサイン看板を設置

してください。各サイン看板には、チーム更衣室、審判更衣

室、マッチ・コーディネーション・ミーティング室、ドーピ

ングコントロール室などと明記してください。 
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５．１ 記者席 

 

記者席はメインスタンド側の中央付近に位置し、観客席と

隔離されたピッチ全体が良好に見渡せる場所に設置してくだ

さい。また、すべての記者席は必ず屋根の下に配置してくだ

さい。 

記者席からは、記者室、ミックスゾーン、記者会見室など

他のメディア関連諸室と簡単に行き来ができるように動線を

配慮してください。常設の記者席には、ノートパソコンなど

が置ける十分な広さのデスクを装備してください。各デスク

には、電源コンセントとデスク照明が必要です。さらに、高

速インターネット回線（ＬＡＮ）の設置が望まれます。 

国際試合などの開催を予定している場合は、取材者数に応

じて、記者席の席数を大幅に増やすことができるような設計

が必要となります。席数が足りず、一般の観客席を記者席に

変更しなければならない場合もあります。追加席には必ずし

もデスクを設置する必要はありません。目安としては、半分

ほどの椅子席にデスクを設置すればよいでしょう。 

テレビモニターは設置が望まれるアシスタントツールです。

テレビモニター用も含めて、さまざまな目的に使用するのに

十分な数の電源コンセントを用意してください。 

なお、記者席は放送席としても使用できます。 

新スタジアムの建設設計に際しては、ワイヤレス通信に関

する最新情報を常にチェックしてください。 

今後、報道関係者の動線においてもバリアフリーの考え方

を導入することが求められます。また、報道関係者席は、荒

天時においてもパソコン等の機材が濡れることなく取材をで

きる機能を確保する必要があります。屋根が設置されていて

も、雤の降り込みが激しくては機能を満たしているとはいえ

ません。 

 

 

５．２ 中継用実況放送室 

 

 テレビとラジオ用にそれぞれ、5 か所以上の中継用実況放

送室を常時設置してください。実況放送室は、メインカメラ

と同サイドでピッチ中央に近い場所、かつピッチレベル全体

が完全に見渡せる場所に位置しなければなりません。実況放

送室には放送に必要となる機材、電話、書類等が置けるだけ

のスペースを有した机と、放送規模に応じた人数分の椅子が

必要です。机には実況放送チームがピッチ上の出来事を見适 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５-１ VIP と記者席 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 メディア関連事項 
 

視聴者に最高のサッカー放送を提供するために、最新設備を取り入れた設計が必要となります。大会の種

類によって、報道関係者用として要求される設備は大幅に異なります。例えば、同じチームの対戦であっ

たとしても、結果が優勝を左右するような試合では周囲の注目度が必然的に高まります。また、国際試合、

とりわけ代表チーム同士の試合の場合は、国内のみならず海外諸国から報道関係者が多数訪れるようなケ

ースも見られます。報道関係者の数は、当該試合の注目度に比例します。 

VIP と記者席 

■ VIP 

■ 記者席 
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してしまうことがないように、テレビモニターを斜め上方向

に向けて装備してください。 

隣接する実況放送室の音を拾わないように、壁などで遮断

してください。一方、スタジアムの臨場感を徔るために、実

況放送室のピッチ側は開閉可能な窓などを設置し、解放でき

るようにしてください。各ポジションには、最低でも 2 つの

電源コンセントを用意します。ラジオ放送が実施される場合

も、同様の対応が必要です。 

国際試合では、要件が大幅に厳しくなります。例えば、世

界的なビッグクラブ同士が戦う決勝であれば、50～90 の放

送席を設置する必要があります。設計次第とはいえ、1 つの

放送席を設置するのに、6 席分もの客席を削減しなければな

らない場合もあります。各放送席につく人数は、最低で 3 名

です。メディアの作業ルームや記者会見室と簡単に行き来が

できるように配慮してください。 

メディア施設の要件は、イベントの種類に応じて大きく異

なります。その点には注意が必要です。クラブの人気や中継

の程度にもよりますが、数十のデスクだけで十分な場合もあ

ります。一方、国際試合の場合は、大幅に広い作業スペース

が必要となります。メディア関係者のための作業エリアは、

常設、仮設に係わらず独立したスペースとして確保されなけ

ればいけません。 

 

 

５．３ 記者室・記者会見室・ミックスゾーン 

 

５．３．１ 記者室 

記者室の規模については、プレス用の席数を基に判断して

ください。例えば、メディアのために 600 人分の席数を用意

する試合では、記者室には約 200 人分のスペースが必要とな

ります。またメディア用に 200 人分の席数を用意するスタジ

アムでは、約 80 人分のスペースの記者室が必要です。また、

男女用のトイレ施設を必ず設置してください。 

ワーキングルームは、デスク、電源、電話、ＬＡＮ回線等

の設備を備えた作業エリアとします。また国際試合では、各

機関（旅行機関、交通機関、銀行など）のためにオフィスを

特別に設置することをお薦めします。 

記者室には、以下の設備を用意してください。 

―受付デスク 

―コピー機とファックス 

―テレビモニター 

―カフェテリア 

―報道資料分類整理棚 

―記者の作業エリア 

―フォトグラファーの作業エリア 

―ロッカー 

―無線ＬＡＮまたは有線ＬＡＮ 

 

５．３．２ 記者会見室 

記者会見室には、100 ㎡以上の広さが必要です。十分な記

者用の椅子を用意し、適切な音響システムを装備してくださ

い。記者会見室は、試合のない日も多目的に使用できます。 

部屋の片側、できればチーム更衣室に通じるドアに近いほ

うに、監督、選手、また必要に応じて広報担当者、通訳が並

ぶ舞台と専用入口を設置してください。その後ろには、さま

ざまなデザインに簡単に変更できる背景幕（バックボード）

を設置します。 

舞台に向かって反対側には、10 組以上のテレビ ENG

（Electronic News Gathering）クルー（カメラマン、照明、助

手などからなる）がカメラや三脚をセットできる壇を設けま

す。その他、監督や選手の前にたくさんのマイクを並べる必

要がないように音声分配器を装備し、ミキサーで集中管理で

きる、高性能な音響システムを設置してください。 

記者会見室は、チーム更衣室から簡単にアクセスできる場

所に設置します。 

 

５．３．３ ミックスゾーン  

日本代表戦、Ｊリーグにおいては、試合後、ミックスゾー

ンの設定が義務付けられています。これは試合終了後、許可

された報道関係者が監督や選手に直接インタビューするため

のエリアです。ミックスゾーンはチーム更衣室に比較的近い

場所 1 か所に設け、取材対応後、両チームの選手やチーム関

係者がスムーズに出口やチームバスにアクセスできるよう配

慮してください。 

メディア関係者のみが入れるスペースを用意し、一般の観

客が立ち入ることができないよう設置します。国際試合では、

ミックスゾーンをメディアエリアと選手、監督などとの間に

柵などで仕切りを設ける配慮も必要となります。 

ミックスゾーンに必要なスペースは試合によって異なりま

すが、尐なくとも 200 ㎡とします。記者が支障なく取材する

には、1 人あたり 2.5 ㎡のスペースが必要です。なお、ミッ

クスゾーンは特に常設設備として設置される種類のものでは
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なく、既存のエリアを上手く活用することで対応可能です。 

ミックスゾーンを円滑に、上手く運営することは、主催者

の中の広報責任者の双肩にかかっていると言えるでしょう。 

試合後の取材をスムーズに運営し、報道関係者との間に良

好な信頼関係を保つことは、大会を成功させるための基本的

構成要因の一つであることを理解しなければなりません。 

 

 

５．４ テレビカメラ対応 

 

多くの場合テレビ放送に望まれる施設は、試合日は仮設に

より対応が可能です。これらが容易に設営でき、かつ十分な

電力の供給を確保する必要があります。 

以下の要件は、国際試合レベルを想定したものです。ただ

し、正確なキャパシティと数については、それぞれのケース

に応じて、主催者、メディアサービス、放送関係者が判断し

ます。特にテレビに関しては、最大限効果的な中継を実現す

るために、最新技術を導入できる柔軟性が求められます。 

照明要件については、ハイビジョンテレビ（High Definition 

Television：HDTV）の導入など、技術の進歩に応じて変わっ

てきます。スタジアムの建設にあたっては、主要テレビ局や

キー局に相談することをお薦めします。 

 

５．４．１ 多元的な放送 

 カメラポジションは、すべて主催者と放送局との合意に従

って配置します。観客がカメラに入らない位置に、また、カ

メラが観客の視界を遮らないように配置するように注意して

ください。メインスタンド中央のメインカメラは、ハーフウ

ェーライン上、ハーフウェーラインと手前側のタッチライン

との交点を見下ろす位置に配置します。多元的な放送に関す

る正確なカメラポジションについては、ホスト局がスタジア

ムを検証した上で判断します。 

各カメラに太陽が入り込まないようにし、カメラポジショ

ンからフィールド全体が見渡せるようにしてください。放送

席も、同じメインスタンド側に配置します。各カメラポジシ

ョンには、約 2m×3m のスペースを確保してください。 

必要に応じて、各ゴール裏にゴールカメラを設置します。

その場合は、ゴール裏からピッチに向かって、クロスバーを

超えてペナルティーマークが見える高さに設置してください。

各カメラは水平に 12°～15°の角度に設置してください。 

その他、試合の規模などに応じて、3～6 台のテレビカメラ

をタッチライン沿いとゴール裏のエリアに配置する場合もあ

ります。ただし、カメラの使用については、主催者やサッカ

ー協会等の許可が必要となります。 

サッカーのテレビ中継の動向を考慮した場合、バックスタ

ンド側、ペナルティエリア付近、クレーンカメラ、レールカ

メラなど、その他のカメラポジションについても検討する必

要があるでしょう。 

全てのカメラ位置は、主催者と放送局の合意により決定さ

れなければなりません。いかなる場合も、一般観客を含む関

係者の安全を損なう可能性のある設置は認められません。同

時に一般観客の視線の妨げとならないよう、最大限の注意を

払う必要があります。 
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５．４．２ 一元的な放送 

 一元的な放送では、メインスタンドと各ゴール裏にカメラ

を配置し、国際音声を提供します。多元的な放送で使用する

カメラポジションを確保してください。また、各ゴール裏の

広告看板の後方に、カメラ 1 台につき約 2m×2m の専用ポジ

ションを明確に区切って配置します。どちらも、正確なポジ

ション数については、主催者と放送局との間で決定してくだ

さい。 

主催者と放送局との決定に応じて、放送席のそばや後方に

ポジションを追加することもあります。このエリアには、放

送スタッフ用にデスクのない椅子席も用意してください。 

できれば、選手がフィールドへ入場する入場口付近にも、

カメラポジションを設けてください。なお、このポジション

を特にインタビューとプレゼンテーションに使用する場合は、

関連規則に従う必要があります。 

 

 

５．５ スチールカメラ対応 

 

第一に、無理なく機材を降ろすことができる適切な場所に

駐車スペースを用意してください。フォトグラファーには、

報道関係者受付にて撮影許可証を提示してもらい、フィール

ドへの入場許可証としてビブスなどを手渡します。フォトグ

ラファーが機材を置くことができるカメラマン室を、記者室

と近く、フィールドへのアクセスが容易な場所に用意します。 

デジタルカメラの普及により、ピッチ上のフォトグラファ

ーポジションの後方に電源コンセントとＬＡＮ回線の設置が

求められます。したがって、フォトグラファーの後方に 1.5m

程度のスペースを余分に確保してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５-２ カメラポジション

● カメラポジション 
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６．１ 入退場スペース 

 

 スタジアムに入る前の空間は、観客が入場する前の待機ス

ペースとなります。多くのスタジアムが都市公園施設として

整備されているため、観客の待機スペースとして丌都合も多

く見られます。入場前の環境整備も重要です。 

 

６．１．１ 待機スペース 

スタジアムへの入場を待つまでの間、観客が待機するスペ

ースが必要です。この部分がスタジアム入場口の前に広がる

スペースです。 

人気のある試合では待機者も多くなります。収容人員の２、

３割程度の観客が待機列を組めるスペースが必要です。 

この待機列を誘導するために、柵などを設置しますが、そ

の都度設置するために、多くのスタッフの労力を必要としま

す。埋め込み式のバリカーなどを建設段階から備えることを

お薦めします。また、トイレも設置してください。 

 

６．１．２ 照明等設備 

 この待機スペースは、チケットの販売なども行われるスペ

ースです。チケット購入時の窓口周辺や手元を照らす十分な

照明が必要です。同様に雤に濡れないような屋根も必要です。 

 そのほかにも、このスペースには売店が出たり、イベント

を行うことも多くありますので、照明だけでなく、電源の確

保も必要です。 

 

６．１．３ 場内放送システム 

 入場前の観客に対し、独立して情報を伝達できる放送シス

テムが必要です。 

 

６．１．４ 入場ゲート 

入場ゲートには、手荷物検査を行うための机を設置し、ま

た、ビン・缶の移し替えスペースも必要となりますので、十

分なスペースを確保する必要があります。雤天時のための屋

根の設置はもちろんのこと、照明、電源、ＬＡＮなどが整備

されていることが望ましいです。入場ゲートの近くには、手

荷物預かり所や迷子の案内所などの設置も必要となります。 

 

 

 

 

６．２ コンコース 

 

 コンコースは、一般客用の重要なホスピタリティースペー

スとして考えて整備されることが望まれます。国内では尐な

いですが、将来的には、コンコースを空調設備が整った室内

空間とするコンコースの整備が望まれます。特に、冬の寒い

時期でも快適に観戦できるように、コンコースをハーフタイ

ム時に一時的な暖をとる空間とするなどの工夫が求められま

す。 

また、コンコースは、ハーフタイム時などには多くの人が

往来するので、広いスペースが必要です。一般的な飲食売店

やグッズ売店のほか、レストランなどを設けるなどしても良

いです。コンコースをはじめ、全ての一般用ホスピタリティ

施設は必ず、試合開催中はできるかぎり清潔と整理整頓を心

がけてください。また、夜間の試合開催時でも十分に安全が

確保できる照度の明かりを設置してください。売店設置やフ

ァンサービス実施のためにも十分な数の電源、電話線、ＬＡ

Ｎ回線の設置が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 観客関連事項 
 

最新のサッカースタジアムでは、すべての観客がピッチを見

渡せる場所から安全かつ快適に試合を観戦できることが重

要です。特に、冬の寒い時期でも快適に観戦できる環境を創

り出すことが、これからのスタジアムにとっての最も重要な

課題の一つとなります。 
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６．３ 観客席の快適基準  

 

Ｊリーグが設立されてから、観客にとってのスタジアムの

快適性は大きく改善されてきました。これは、すべてのカテ

ゴリーの観客にとって言えることです。この傾向は、今後も

続くものと考えられます。したがって、数年間のニーズを考

慮しただけのスタジアムを建設するのではなく、来るべき世

代のニーズに応えることができる、もしくは、尐なくともそ

うしたニーズに応えることに大きな障害のないスタジアムの

建設が望まれます。特に、一年間を通じて、オールシーズン

快適に観戦できる環境として、冬の寒い時期でも快適に観戦

できるような観客席のヒーティングシステムの導入なども検

討に入れておく必要があります。 

 

６．３．１ 椅子席の形状 

全ての観客席は一つ一つが独立し、快適な角度に設計され

た 30cm 以上の背もたれがあり、できれば肘掛けもあること

が望まれます。 

観客席は壊れにくく、耐火性があり、その土地の気候に耐

え、極端な务化や色あせが見られないものでなければなりま

せん。ＶＩＰ用椅子席には、ゆったりした快適なものを使用

し、一般の観客席とは離れた、フィールドの中央を臨む位置

に配置してください。どのような種類の椅子席を設置するか

については、十分な考慮が必要です。 

席の間隔は、観客の快適性を大きく左右します。観客席数

を最大限にすれば、収益性は上がるかもしれませんが、観客

の快適性を損なうばかりか、緊急事態発生時の避難動線を確

保することができません。長期的に見れば、観客数の減尐に

つながる可能性もあります。観客の膝が前列の席の後部やそ

の席に座っている人にあたったりしないよう、満員の状態で

も、楽に観客が出入りすることのできるスペースが確保され

ていることが必要です。また、かさばる服装をしている観客

を考慮して、席幅は最低でも 45cm、できれば 47cm を確保

することをお薦めします。 

 

６．３．２ 観客席の視界 

どの観客席からも、フィールドが全て見渡せることが条件

となります。観客席からの眺めを計算した場合、フィールド

周囲の広告看板はその高さを 90～100cm とします。また、

タッチラインからは 4～5m、ゴールラインの中央からは 5m、

コーナーフラッグ付近では 3m 以上離れた距離に設置される

ことを前提としてください。最低限の簡単な基準としては、

すべての観客が 2 列前に座っている観客の頭を超えて、フィ

ールドをまっすぐに見下ろせるようにする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６-１ 観客席 
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６．４ 観客席エリアの分割と諸機能 

 

６．４．１ エリア分割 

近代的なスタジアムは、尐なくともメインスタンド、バッ

クスタンド、両ゴール裏の 4 つの独立したセクションにより

構成されるべきです。 

各々のセクション独自の入口、各種売店、トイレ等を有し

ている必要があります。これは、各セクションへの入場者数

を正確かつ、迅速に把揜し、また試合の状況に応じて、応援

するチーム毎に、観客の入場するセクションを指定すること

を目的としています。 

 

６．４．２ 飲食売店 

 飲食売店については、清潔で、魅力的な場所とし、観客の

利用しやすい場所に設置してください。暖かい食べ物や飲み

物を提供するための安全な熱源確保も必要で、今後は電子マ

ネー決算に対応する設備も必要です。 

観客がエリアを越えて移動しにくい、あるいは、全く移動

できない場合もあります。その点を踏まえ、すべての観客が

飲食を購入できるように、スタジアムの各所に偏りなく設置

するようにしてください。 

需要の増加が見込まれる場合には、臨時で仮設の飲食売店

の設置箇所も用意すべきです。コンコースに移動販売などの

車両が簡単に乗り入れらえる工夫も効果的です。メニューは、

観客が並んでいる途中で注文が決定できるように、離れた場

所からでも見えやすく表示します。また、一度に多くのスタ

ッフが作業場で働けるように設計してください。 

飲食売店、グッズ売店、プログラム売店は、買い物客の待

ち列が他の観客の通行の妨げとなりにくい場所に設置してく

ださい。スタジアムでは、売店と壁との間に十分なスペース

が確保できず、通路が通れなくなってしまう場合がよくあり

ます。特に混雑するのが、観客がスタジアム内を移動し、買

い求める人で売店に列ができるハーフタイムです。 

飲食エリアに映像装置を設置すると、ハーフタイム時の混

雑のストレスを抑えることができるかもしれません。飲食エ

リアで試合を見とどけることができれば、ハーフタイムの混

雑を避けようと、前半終了前に観客席を離れる客もいるでし

ょう。 

観客が試合の前後に飲食を購入する傾向があることを考え、

コンコースに椅子を設置したり、椅子とスタンディングテー

ブルを設置したりすることが望まれます。このような設備は、

スタジアム周辺の街路を見渡す位置に設置することもできま

すし、観客席以外で試合が見られる場所として、ピッチとス

タンドを見渡す位置に設置することもできます。 

全ての一般用ホスピタリティ施設は必ず、清潔と整理整頓

を心がけてください。各所には、十分な数のゴミ箱を設置し

ます。できれば、リサイクルが容易になるように、分別タイ

プのゴミ箱を設置してください。施設の営業中は、十分な数

の清掃スタッフを巡回させてください。 

ハーフタイムに大量のゴミが捨てられることを考慮して、

容量の大きなゴミ箱を十分な数だけ用意します。ゴミ箱が小

さければ、清掃に余計なコストがかかってしまいます。リサ

イクル方法が確立していれば、その手順を示すわかりやすい

サイン看板を目立つ場所に設置してください。 

また、飲食売店への資材等の搬入出用エレベーターを設置

するなどの工夫が求められます。 

 

６．４．３ グッズ売店 

コンコースの混雑とならない場所に、グッズ売店を設置し

ます。観客にとって魅力的な施設となるようにしてください。

観戦に危険が伴う試合で、エリアを分割している場合であっ

ても、どのエリアからもアクセスしやすい場所に設置してく

ださい。飲食売店と同じく電子マネー決算に対応する設備も

必要です。電源や電話線も必要となります。また、飲食売店

やグッズ売店の行列の動線が女性トイレや喫煙スポットにか

からないよう設計してください。 

 

６．４．４ トイレ 

 スタジアムの安全な周辺域に、男性と女性用、身障者用（多

目的）の十分な数のトイレを設置してください。各トイレに

は、清浄な水が使える洗面台が必要です。トイレは明るく、

清潔で、衛生的なものとし、こうした状態を各イベントの開

始から終了まで維持するようにします。 

一般に衛生施設の利用時間は女性の方が長いことを考え、

トイレの数を増やすことをお薦めします。女性の利用時間を

短縮する方法として、子供用のトイレを設けたり、動線を一

方通行にしたり、洗面台に鏡を設置せず、別の場所に設置し

たりすることで効果をあげているケースがあります。また事

前に、和式・洋式のトイレの設置比率、身障者用（多目的）

を十分に検討する必要があります。また、乳児対応（おむつ

替えベッド）も設置してください。 

推奨する最小設置数は、女性 1,000 人につきトイレが 20
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室、洗面台が 7、男性 1,000 人につきトイレ 5 室、小便器 10

器、洗面台が 5 です。ＶＩＰと VＶＩＰエリアでは、この比

率を高くすべきです。 

観客同士がぶつかり混雑しないように、トイレへの出入り

は一方通行にします。それができない場合は、トイレに入る

人とトイレから出る人の通路を区分できるだけの十分な広さ

を確保してください。 

補助が必要な身障者用や小さな子ども用の多目的トイレの

設置も、5,000人の観客につき1室の割合で検討すべきです。 

スタジアムを建設するにあたっては、洗面所を含め、適切

なカスタマーサービスを提供する質の高い公共施設となるこ

とを目指してください。 

 

６．４．５ 喫煙スポット 

 観客席及びコンコースなどスタジアム内の観客動線は禁煙

にしてください。喫煙者には、他の観客の迷惑にならない場

所、コンコースの一部などを隔離して、喫煙スポットを設置

することがあります。 

 

６．４．６ 救護室 

 救護スタッフが待機している救護室を開催規模に合わせ、

適宜配置できるように計画してください。 

 

６．４．７ 公衆電話 

 携帯電話が普及したため、公衆電話の使用は減りつつあり

ますが、スタジアム内とその周辺には適当な数の公衆電話を

設置してください。 

これらは、観戦をより快適なものにするだけでなく、緊急

事態発生時の情報伝達の手段としても非常に重要な役割を担

います。緊急事態発生時(例えば携帯電話のシステムに異常が

生じ通話が丌能になった場合)を想定し設置しておく必要が

あります。 

 

 

６．５ 観客席への誘導システム 

 

６．５．１ 観客席の確認 

観客席の列が識別できるように、通路、あるいは列の端の

席のわかりやすい場所に列番号を表示してください。スタジ

アムに到着した観客の手には、例えば、B エリア、22 列、9

番などと示されたチケットが揜られているはずです。席まで

のルートをわかりやすく表示し、初めて訪れる観客でもすぐ

に確認できるようにしてください。 

迅速かつ簡単に、間違いなく席が見つかるように、すべて

の席に番号を付けます。席番号が小さく、しかも印字が薄く

て見づらい状態だと、立ち止まって確認せざるを徔ません。

そうすると、後ろに続く観客が待たされてしまい、いらいら

する羽目になります。全体の入場プロセスが快適で、スムー

ズに流れるような配慮が必要です。 

 

６．５．２ 観客席までのサイン看板 

スタジアム内外のすべてのサイン看板には、世界各国の

人々が理解できるようなサイン看板を使用してください。ス

タジアム利用者の中には日本語を理解できない人がいるもの

と考えてください。現代の国際的なスタジアムには、複数の

言語による案内、とりわけ日本語/英語の併記がなされるこ

とが望まれます。また記号化された分かりやすいサイン看板

は、現地の言語を理解しない人々の観戦を快適なものにする

ために、非常に有効的です。国際試合で対戦国からの観客が

詰めかけることが分かっている場合には、その言語によるサ

イン看板や電光板を利用して掲示するような対応が好ましい

といえます。 

スタジアム内の各セクションへ、一般観客を円滑に案内で

きるよう簡潔で分かりやすいサイン看板がスタジアム入口や

内外の各所に設けられている必要があります。各エリアへの

経路を示すために、スタジアムへの進入路とスタジアムの内

外には、広範な情報をわかりやすく表示したサイン看板を設

置します。目立つ場所にわかりやすく設置し、観客にトイレ、

飲食売店、退場口など各サービスエリアの場所を案内してく

ださい。 

チケットには、その観客席の位置が明確に示されていなけ

ればなりません。同時にチケットに記載された情報は、スタ

ジアム内外のサイン看板に記される情報と完全に合致してい

ることが必要です。チケットと該当する観客席のエリアを同

色に分類することも、効果的です。 

観客に対するサイン看板として、壁面に大型のサイン看板

を設置してください。スタジアムを初めて訪れる観客のため

に、各エリアの外側の動線部分に総合案内所を設置してくだ

さい。 

サイン看板はより簡潔で、観客の進行方向を明確に示すも

のでなければなりません。同時に緊急事態発生時の避難動線

を明示している必要があります。 
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６．６ 場内情報システム 

 

６．６．１ 場内放送システム 

スタジアム内の全てのエリア、観客席、運営諸室及びピッ

チレベルで明瞭に聞こえ、放送内容が完全に理解できる性能

を有した場内放送システムが備わっていなければなりません。 

イベント主催者とスタジアムの安全管理者は、高性能で信

頼できる場内放送システムを使用して、スタジアムの内外に

いる観客に明確に情報を伝達できることが重要です。 

システムの要件； 

―スタジアムの管理室内あるいは管理室に隣接する場所など、

オペレーターがスタジアム全体を見渡せる場所に場内放送

室を設置すること。 

―ゲート、スタジアム内部の各室、ホスピタリティ施設、観

客席など、スタジアムのエリアごとに個別に放送できるこ

と。チーム更衣室などに一般用の放送が入らないこと。 

―声援が大きい試合中も、観客がメッセージを確実に聞き取

れるように、十分な音量が確保できること。 

―緊急事態の発生時には、スタジアムの管理者がいつでも別

の音源に割り込める優先機能を備えること。 

十分な予算がある場合は、場内放送システムよりもコスト

はかかるものの、より性能の高いスタジアム音響システムの

設置も効果的です。音響システムは、音楽を提供でき、アナ

ウンスが明瞭で聞き取りやすいなど、場内放送システムを上

回る確かな利点があります。 

場内放送システムは緊急事態発生時を想定し、主催者がい

つでも割り込んで放送できるような装置を設置しておかなけ

ればなりません。全関係者の安全を確保するための放送は、

いかなる場合でも優先される必要があります。また、停電や

緊急事態発生時を想定して放送用予備電源を備えておくこと

も重要です。 

 

６．６．２ 大型映像装置 

大型映像装置には、スコアボードの機能に加え、出場メン

バーを表示します。また、大型映像装置で広告スポットを流

すことが、スタジアムにとって収益源の一つとなっているこ

とも尐なくありません。 

スタジアム内のどこに映像装置を設置するかは、設計プロ

セスの初期段階に検討すべき重要な問題です。より多くの観

客席から視界に入る位置に、大型映像装置を設置することが

望まれます。通常、2 台以上の大型映像装置を設置すれば、

全エリアの観客が比較的無理なく画面を直接見ることができ

るようになります。 

また大型映像装置を設置する場合は、観客席を削減しなけ

ればならない可能性もあります。一般的な設置場所は、対角

線上に向かい合ったコーナーに各 1 台、あるいはゴール裏に

各 1 台です。その他、サイドとエンドのスタンドに挟まれた

コーナー部分やスタンドの屋根の上に設置したり、その屋根

から吊るしたりすることもできます。 

大型映像装置が設置されているスタジアムでは、場内放送

システムと併用し、大型映像装置を活用し安全や警備に関す

る情報を的確に観客に伝達することができます。 

また、大型映像装置は場内放送システムと併せ、観客によ

り快適な観戦を提供します。キックオフ前やハーフタイムに

映像を流す、試合中に両チームのメンバーや徔点を掲示する

なども効果的な方法です。運営担当者のアイディア、工夫に

よって、スタジアムをより素晴らしい空間へと導いてくれる

はずです。設置場所に関する主な決定要因は、すべての観客

が最適な形で見ることができること、観客席を削減せずに済

む、あるいはその数を最小限に抑えられること、―観客にと

って危険がなく、また観客へ干渉しない場所に設置すること

などです。 

試合中の即時リプレーの程度については、スタジアムやサ

ッカー関係当局によって一部制限されていますが、より多く

のリプレーを求める声は高まりつつあります。こうした理由

から、近代的で豪華なスタジアムという評価を望むのであれ

ば、最新の高性能な大型映像装置の設置は必頇条件だといえ

ます。  

 

６．６．３ 時計（45 分計） 

0 から 45 分間を表示できる独立した時計（45 分計）を設

置します。時計は、前半は 0 から 45 分、後半は 45 分から

90 分の間動作しなくてはなりません。前後半それぞれの通常

の競技時間の最後、45 分と 90 分に、時計がとめられなくて

はなりません。
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６．７ 身障者への対応 

 

６．７．１ 車椅子席の確保 

全てのスタジアムは、身障者が一般の観客と同じ条件で安

全に、かつ快適に観戦できるように観客席を配慮されなくて

はなりません。そのためには、見晴らしが良い十分な車椅子

席、介助者の椅子、車椅子用のスロープ、手すりの付いたト

イレ等のサポート、サービスが必要になります。 

車椅子席は、その前段でジャンプする観客やスタンドに吊

るされたフラッグやバナーなどで、視界が妨げられる可能性

のある場所には設置しないでください。 

 

６．７．２ 車椅子用動線の確保 

車椅子用駐車場を用意し、そこから観戦エリアまで車椅子

のまま直接アクセスできるようにします。昇降にはエレベー

ターなどが利用できるように動線を計画してください。 

緊急事態発生時の避難動線は、ピッチまたは広いコンコー

スに尐なくとも 2系統以上確保されていなければなりません。

同時に他の観客の避難動線上、もしくは避難の妨げの可能性

のある場所に、車椅子席を設けてはなりません。 

ＶＩＰ、VＶＩＰ、メディア、放送、選手用施設も含め、

車椅子の観客がどの入口からもスタジアムに入場できるよう

考慮し、また、観戦エリアに到着するまでにはなはだしい丌

便があったり、他の観客に迷惑がかかったりしないように配

慮してください。 

こうしたエリアには、各車椅子席の側に介助者用の椅子席

や電動車椅子の充電用の電源も用意してください。車椅子用

のトイレは、観戦エリアに近く、すぐに利用できる場所に設

置してください。飲食売店も同様です。 

 

６．７．３ その他 

視覚障がい者に対する点字サインや誘導ブロック等の配置

も検討してください。特に、誘導ブロック上に通行を妨げる

物を設置しないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６-２ 車椅子席 
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７．１ ＶＩＰ・ＶＶＩＰへの対応 

 

７．１．１ ＶＩＰ・ＶＶＩＰ席の確保 

サッカースタジアムにおけるＶＩＰとＶＶＩＰへのもてな

しは、現在、世界各国で一般的な習慣となっています。関係

者は試合前に飲食を取り、試合開始後は専用の観戦エリアか

らプライベートに試合を楽しむことができますし、また好み

に合わせて、隣接する専用席からの観戦も可能です。こうし

たＶＩＰ・ＶＶＩＰの確保は、サッカースタジアムにおける

大会運営上の重要な収入源にもなります。 

通常のＶＩＰ席の他に、招待者へ軽食などのサービの提供

を目的とした、個室タイプのスペースを設定することが望ま

れます。これらの他に、簡単なパーティーが実施できる規模

の部屋を確保することが可能であれば、なお良いでしょう。 

 

７．１．２ ＶＩＰ・ＶＶＩＰ席のホスピタリティ 

メインスタンド側の中心で、ピッチレベルから適度な高さ

を有した場所に位置していることが理想的です。また、この

席は一般観客席と明確に分離されていなければなりません。 

多くのスタジアムでは、スタジアムまたはホームチームの

スポンサー企業のために、最高級のＶＩＰホスピタリティ施

設を最も観戦しやすい場所に用意しています。また、ＶＩＰ

施設などの専用施設をランク分けして運営しているスタジア

ムも多くあります。トップランクの施設には、一般に専用の

ＶＩＰ用駐車場とＶＩＰ入口、最高級専用ダイニングルーム

の他、専用のバー、冷蔵庨、テレビ、トイレなどを備えた、

スタンド中央に位置する観戦施設が含まれます。基本コンセ

プトは、ホストがゲストを適切にもてなし、ゲストに心から

楽しんでもらうことができる最高のホスピタリティ施設と観

戦体験を提供することです。 

その他のランクでも、その料金に応じたメリットが用意さ

れています。専用の観戦施設は利用できないかもしれません

が、ラウンジエリアに出入りでき、専用ダイニングルームで

の食事も予約可能です。こうした施設の数と豪華さはスタジ

アムの規模や性格により、大きく異なりますが、ほとんどの

場合は地域の経済状況に左右されます。したがって、こうし

た施設のニーズについては、投資前に綿密な調査が必要です。 

その他、結婚式、ディナーなどに使用できる集会場、小規

模な会議に使用できる会議室、一般用レストランなどの施設

をスタジアムに設置すれば、サッカーの試合開催日以外にも

日常ベースの収益を確保することができます。 

７．２ ＶＩＰエリアとＶＶＩＰエリア 

 

７．２．１ ＶＩＰエリア 

①場所 

メインスタンド側の中央部、フィールドよりも高い場所に

設置し、一般の観客席エリアとは区分します。ＶＩＰエリア

は必ず、更衣室、メディア施設、管理オフィスなどにアクセ

スできる位置に設置してください。 

 

②アクセス 

ＶＩＰエリアには、一般入場口とは離れた場所に専用のＶ

ＩＰ入口を設けます。入口からは、ＶＩＰ受付を通って直接、

観戦エリアに向かうことができます。フロア間にはエレベー

ターやエスカレーターを設置します。安全なエリアを通る代

替アクセス経路も用意してください。その他、使節団やオブ

ザーバーなどがチーム更衣室を訪れる必要のある場合に、Ｖ

ＩＰエリアからまっすぐ安全に更衣室へ向かえるように配慮

してください。 

 

③ＶＩＰ席 

個別に番号の付いた、質の高い椅子席を使用し、アームレ

ストとクッションも装備します。屋根で覆われた椅子席から

は、フィールド全体を支障なく完全に見渡せるようにしてく

ださい。また椅子席の前後には、他のＶＩＰの迷惑にならず

に出入りできるだけの十分なレッグスペースを確保してくだ

さい。 

 

④収容人数 

スタジアムの規模により異なりますが、大規模な国際試合

の開催を想定するスタジアムの場合は、500 席程度確保され

ることが必要です。試合の要求レベルに応じて、エリアを拡

大できるようにしておくことが望まれます。 

 

⑤ＶＩＰラウンジ 

ＶＩＰラウンジには、ＶＩＰ用の飲食スペースを用意し、

ＶＩＰ席のすぐ後方に設置します。要件は以下のとおりです。 

―ＶＩＰ席から直接アクセスできること 

―対象人数に応じた、十分なトイレ(男、女用ともに)を確保

すること 

―エリア内、もしくは隣接した状態でパントリーを配置する

こと 

 

 

第７章 ホスピタリティ関連事項 
 

スペシャルゲストに質の高いホスピタリティを提供す

ることが、諸外国ではイベントマネジメントの最重要

要素の 1 つとなっています。それはまた、サッカース

タジアムの資金面からもその重要性を高めています。 



 

33 

―スペースに応じて、ＶＩＰラウンジを設置すること 

―テレビ観戦できる場所を設けること 

―電話（外線/内線）を設置すること 

―空調設備を備えること 

―ケ－タリング専用エレベーターを設置すること 

―パントリーに行きやすい場所に設置すること 

 

７．２．２ ＶＶＩＰエリア 

①場所 

ＶＩＰエリアの隣 

 

②アクセス 

ＶＶＩＰのアクセス経路には、一般観客が進入することの

ない、セキュリティレベルの高い経路を指定してください。

また、エレベーターやエスカレーターの動線を確保してくだ

さい。ＶＶＩＰの乗った車には、必ず警備車両を付け、メイ

ンスタンド下の専用のＶＶＩＰ駐車場に直接、乗り入れてく

ださい。 

 

③ＶＶＩＰ席 

各席には固有の番号を付け、ゆったりとした背もたれ及び

肘掛けが設置されていなければなりません。ＶＶＩＰラウン

ジは可動間仕切り等でＶＩＰラウンジと区分してください。 

 

④ＶＶＩＰラウンジ等 

 ＶＶＩＰラウンジを設置することが望まれます。ＶＶＩＰ

ラウンジは 25 人分の食事が提供できるダイニングルームを

設置してください。ケータリング専用のエレベーターが必要

となります。 

 

⑥トイレ 

ＶＩＰエリア用とは別に、ＶＶＩＰエリア用のトイレが必

要です。 
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８．１ 安全管理責任 

 

 スタジアムにおける安全は、観客、選手・審判、試合関係

者など施設を利用する全ての人々を対象とします。その安全

を担保するための明確な体制を確立することが必要です。 

 

８．１．１ 安全管理のカテゴリー 

 安全管理の分野は、以下のような大きなカテゴリーに整理

できます。 

①防犯及び暴徒化対策 

②選手の安全対策 

③防災対策（火災・震災等） 

④緊急医療対策 

⑤テロ対策（爆弾脅迫、丌審物） 

 以上のような安全管理のカテゴリー別に、その責任と対処

方法を確立する必要があります。事が起きてからでは手遅れ

です。 

 

８．１．２ 危機管理計画の立案 

 様々な安全管理に対する責任と対処方法など下記の事項に

ついて、安全管理のルールを確立してください。 

①各安全管理のカテゴリーに対する責任の明確化 

②指示命令系統の確立 

③危機管理のトレーニング 

④安全監査（検査や監視する体制・システム・設備） 

以上のような安全管理、危機管理に対する対処方法を明確化

した危機管理計画、危機管理マニュアルの作成が必要です。 

 

８．１．３ ゾーン管理・動線分離 

 観客、チーム関係者、試合運営関係者、ＶＩＰ、メディア

関係者などの諸室、エリアを明確に分離し、ゾーン間の移動

を絞り、移動のチェックを強化するようなシステムが効果的

です。そのためには、それぞれの活動エリアが明確な固まり

として、管理できるような諸室配置や区画設備、チェック体

制を総合的に設計、計画することが重要です。 

 

 

８．２ 防犯及び暴徒化へのセキュリティ 

 

８．２．１ 自主警備 

警備全体を考えるとき、わが国の場合は所轄警察と自主警

備の 2 系統により体制が組織されます。試合の規模、種類、

試合をとりまく状況により警備体制は異なってきますので、

その都度所轄警察に相談の上、適切な警備体制を組織する必

要があります。 

 

８．２．２ 警備本部室  

スタジアム内全体を見渡すことのできる位置に、自主警備

本部が確保されなければなりません。警備本部室には、場内

放送システム及び警備を目的とした場内監視用のモニターが

必要になります。主催者のうち自主警備責任者には、いつで

も必要なときに優先的に放送することのできる権能を付不し

なければなりません。 

 

８．２．３ テレビ監視システム  

監視用カラーテレビカメラをスタジアムの内外に設置して

ください。スタジアムへのすべての進入路とスタジアム内外

のすべてのパブリックエリアを監視します。待機スペースな

どスタジアム入場前に観客が滞留するスタジアム周辺もスタ

ジアムの一部として監視できるようにしてください。 

テレビ監視システムには、それぞれ独立した電源と専用回

線を装備します。モニターのある監視室から、スタジアム内

外の写真撮影などの各種操作を行えるなど、管理・制御でき

るようにしてください。 

丌法行為の状況を記録ができる録画機能を持つことは当然、

即時、状況に対応できるようモニター再生やプリントアウト

できることが必要です。 

 

 

８．３ フィールドへの観客の乱入阻止 

 

安全確保のために、フェンス等によって観客席とピッチが

仕切られるのは、決して望ましいことではありません。また、

美観を損なうような障害がないほうが、より快適な環境をつ

くりだせることに疑問の余地はありません。 

しかしながら、何らかの策を講じて、観客がピッチに進入

できないような状態をつくりだし、試合の安全を確保する必

要があります。この目的は何にも増して優先されなければな

りません。 

 

８．３．１ 警備員の配置 

フィールドへの観客の乱入を防ぐためには、訓練された警

 

 

第８章 安全管理関連事項 
 

スタジアムの計画は、投資規模によってその内容は大きく異なりま

すが、規模の大きさにかかわらず最も優先される事項は、観客、選

手、役員、関係者などの施設利用者の安全を確保することです。ス

タジアムの建設及び管理運営に携わる人々全員が、安全の問題を計

画の初期段階から完全に理解しておく必要があります。 
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備員の配置や警察等との協力等、運営する側の対応と施設側

の要件である以下の手段を単独もしくは複数を組み合わせて

用いることにより達成されます。 

 

８．３．２ フェンスとスクリーン 

乗り越えることのできない透明もしくは半透明のスクリー

ンを、観客席最前列に設置する方法もあります。この方法の

利点は、取り外し式にすることにより、必要のない試合では、

スクリーンを取り外した状態にすることが可能なことです。 

また、水滴等の付着により、観客の視界を妨げる可能性が

ある点に留意し、事前に対応策を検討すべきです。 

 

８．３．３ 侵入防止柵 

ピッチレベル上に柵等を設置し、抑止効果を高めると共に、

万が一、観客席からピッチレベルに侵入した者が、容易にピ

ッチ内へ侵入できないようにすることもできます。勿論、試

合の妨げにならないよう配慮しなければなりません。 

 

 

８．４ 防災対策 

 

８．４．１ 構造上の安全性  

スタジアム内の全ての設備について、その安全は国、該当

する自治体の定める建築基準を満たしていることが絶対条

件です。 

特に地震多発地域に属するわが国においては、大規模な地

震を想定した上で建設計画を進めることが重要です。同時に、

地震発生時の避難動線を考慮した計画を立案する必要があ

ります。 

 

８．４．２ 火災予防  

スタジアム内の消化設備及び火災予防策は、所轄消防署の

規程に則ったものであり、火災予防基準(条例)に合致したも

のでなければなりません。 

消火設備等の危険設備は、観客を含む全ての関係者の動線

上もしくは付近に設置されないよう留意してください。また、

避難経路上には、避難の妨げとなるモノを置かないように、

識別できるようなマーキングなどの工夫も必要です。 

 

８．４．３ 避難経路 

スタジアム内の観客の動線で、緊急避難時も考慮した安全

な動線を確保することが必要です。特に傾斜の急な階段の昇

り降りには十分な安全配慮が求められます。 

また、緊急事態の発生により、パニック状態に陥ったこと

を想定し、最小限の時間で、全観客を安全にスタジアムから

退避させるための方法を熟慮しておくことが重要です。この

場合は所轄警察を含む、地域の関係機関と協議の上、合意し

ておくことが必要です。同時に折りに触れて、観客に緊急事

態発生時の対応について、伝達しておくことも必要になりま

す。 

入場口、退場口、階段、ドア、避難経路、屋根、全ての一

般エリアと専用エリア、各部屋などスタジアムの全エリアが、

警察、消防など関係当局が定める安全基準に準拠したもので

なければなりません。 

観客席とフィールドの間にフェンスやスクリーンを使用す

る場合は、緊急事態が発生した際に、観客席エリアからフィ

ールドへ観客が避難するのに十分な数の緊急避難口を設置し

てください。その数、寸法、構造等については、地元の消防

署と協議してください。 

観客席エリアの一般用通路や階段には、行き先が明確に分

かるサイン看板を表示してください。観客席エリアからフィ

ールドへ通じる全てのゲート、スタジアムから外へ通じる全

ての退場口とゲートも同様です。また、一般用通路、廊下、

階段、ドア、ゲートなどには、観客の通行を妨げる恐れのあ

る障害物を絶対に置かないでください。 

スタジアムの退場口とゲート、観客席エリアからフィール

ドへ通じるゲートは、全て観客から見て外側へ開くようにし、

スタジアムに観客がいる間は必ず開錠しておくようにしてく

ださい。丌法入場及び試合日以外の侵入を防ぐために、ドア

やゲートには、中から簡単にすぐ操作できる施錠装置を取り

付けることもできます。 

また、各ドアとゲートには、いたずらを防止し、緊急事態

発生時に速やかに観客を避難経路に誘導するために、必ず専

任の担当者を常駐させてください。 

 

 

８．５ 緊急医療対策 

 

スタジアムには、医師の助けの必要な観客に処置を講じる

医務室（一室、あるいは複数）を設置してください。室数、

規模、場所等については、地域の消防署と協議の上、決定し

てください。また、スタジアムの各所、アクセスがしやすい
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場所に自動体外式除細動器（AED）を設置してください。 

なお、大規模災害への対処法については、地域の関係当局

とスタジアム管理者の間で協議してください。 

医務室の要件は以下のとおりです。 

―観客や救急車両がスタジアムの内外からアクセスしやすい

場所に設置すること。 

―医務室に通じるドアと通路には、担架や車椅子が通れる十

分な広さを確保すること。 

―明るい照明、良好な換気、暖房、空調、電源コンセント、

温水・冷水及び飲料水の供給、男女用トイレ等の設備を備

えること。 

―薬品用のガラスキャビネットを備えること。 

―担架、毛布、枕、救急用具等の収納スペースを設けること。 

―内線通話と外線通話が可能な電話を設置すること。 

―スタジアムの内外に、医務室の場所を示すわかりやすいサ

イン看板を設置すること。 

 

 安全管理者は、観客エリアを監視するとともに、スタジア

ム内に緊急車両がアクセスできるようにしてください。その

動線は観客の動線とは別の経路を設けるか、観客の経路を遮

断しないように、緊急車両を駐車できるスペースを確保して

ください。 

 

 

８．６ その他 

 

 試合のレベルに対応したセキュリティの警戒レベルを設定

し、観客がスタジアムの建物に入る前に、それぞれの警戒レ

ベルに応じた手荷物等の検査を実施する仕組みを持つことが

必要です。 

 観客がスタジアム内に入場した後は、観客エリア間の移動

を制限することが必要です。そのためには、エリア間の移動

を阻む柵などの区画や移動をチェックする体制が重要です。 

同様に、試合関係者、メディア関係者、ＶＩＰなどのエリ

アも明確に区分し、人の移動を制限することが必要です。そ

のためには、関係する諸室をまとめて配置し、動線を単純化

し、エリア間の明確な区画や移動をチェックしやすいように

設計の段階から検討することが必要です。 
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９．１ 電源 

 

 停電が原因で、試合を中止または延期せざるを徔ない状況

は許されません。 

比較的電力供給が安定的である我が国では想定しにくいで

すが、海外や国際イベントなどの場合、一般系統電源に対す

る慎重な評価とともに、バックアップ電源の使用とライドス

ルー能力についても検討が求められる場合があります。バッ

クアップ電源には、試合中の施設を維持できる十分な能力が

必要です。その場合、系統電源をそれぞれ常時電源とバック

アップ電源として使用するか、マニュアルまたは自動のタイ

スイッチで配電を切り替え、両系統を常時電源として使用す

るやり方が考えられます。系統電源に異常が発生した場合、

バックアップとしてオンサイト電源がすぐに作動する必要が

ありますが、タイムラグは避けられません。したがって、バ

ックアップ電源には、その作動までの数分間、照明（一般に

ＨＩＤランプを使用）を維持し、放送の中断を回避するため

のライドスルー能力が求められます。ライドスルー能力とし

ては、専用発電機や無停電電源装置（ＵＰＳシステム）など

さまざまな方法が考えられます。なお、バックアップ電源に

は、停電時も最低 3 時間は作動できる能力が必要とされてい

ます。 

ライドスルー能力は緊急時の避難ではなく、主としてイベ

ントの継続に必要となるため、イベント用とライフセーフテ

ィシステムとの配電を分離する必要があります。また系統電

源とバックアップ電源の設置に必要な設備スペースについて

も、その配分計画が必要です。スタジアムの施設維持のため

にも、ライドスルー能力を備え、配電を切り替えることがで

きる電源設備の実現が薦められています。 

 

 

９．２ 設備要件 

 

９．２．１ 概要 

照明システムの主な目的は、時代に応じた高画質な放送が

可能なイベント照明を実現することにあります。ただし、選

手他関係者に丌快なグレアが生じず、観客と周辺地域に漏れ

光やグレアが生じない配慮が必要です。常設照明、仮設照明、

あるいは両システムの組み合わせなども検討してください。 

―環境 

フィールドとスタジアム内外の漏れ光とグレアを抑制でき

るように、十分な配慮を行ってください。 

―選手と関係者 

選手と関係者が十分に能力を発揮でき、試合レベルが高ま

るような照明環境を実現する必要があります。 

―観客 

観客が試合、スコアボード、大型映像装置、フィールド上

のプレーを快適に見ることができる、グレアと漏れ光のない

環境を実現する必要があります。 

―メディア  

強い影やグレアのない均一な照明下で、デジタル画質の試

合中継と録画が実現できるように配慮してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９章 照明と電力供給 
 

放送局、観客、選手他関係者のニーズに適った照明システムを設置

してください。周辺に光が漏れず、地域の迷惑とならないことも要

件となります。 
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９．２．２ 照明設備の設置高さ 

照明設備の設置高さは、優れたスポーツ照明システムの実

現に欠かせない条件です。タッチライン側のヘッドフレーム

と支柱の設置高さは、ピッチの中央からスタンド方向に向か

って、水平に対して 25°の角度となるように設置します。ヘ

ッドフレームと照明器具の角度は、この 25°の角度を基準に

45°までの範囲内とします。 

 

９．２．３ カメラの視界  

臨場感あふれる放送を実現するには、さまざまなカメラポ

ジションが考えられます。照明の仕様を検討する際は、実際

に使用するカメラポジションに注意してください。高品質な

映像を制作するには、各カメラに十分な明るさが提供されな

ければなりません。必要に応じて、しかるべきテレビ局、ま

たは地域を代表するテレビ放送協会に助言を求めてください。 

照明システムの主な目的は、ピッチ全体に均一な照明を実

現することにあります。それに加えて、固定カメラとフィー

ルドカメラにも、デジタル画質を可能とする、ムラのない均

一な明るさが提供されなければなりません。 

 

９．２．４ 選手とカメラが見る角度 

最も重要な設計要件は、選手、関係者、メディアにグレア

のない環境を実現することです。以下の 2 つのエリアについ

ては、5 つの試合カテゴリーのすべてで「照明が目に入らな

いエリア」となるように配慮してください。 

―各コーナーとゴールラインエリア： 

ゴールキーパーとコーナー側から攻める選手にとって良好

な視覚環境を維持するために、ゴールラインを中心にした両

サイド 15°のエリア内には照明設備を設置しないでくださ

い。 

―ゴールラインの後方： 

ゴールキーパーとゴール正面から攻める選手、またピッチ

の反対側エンドのメディアにとって良好な視覚環境を維持す

るために、ゴールラインから上方向に向かって 45°、ゴール

ライン後方のタッチラインから外へ 20°の範囲内には照明

設備を設置しないでください。 

 

９．２．５ シャドウコントロール（マルチゾーン照明） 

ピッチにできる強い影は、高精細なデジタル画質を追求す

るメディアにとって最大の問題点の 1 つとなっています。マ

ルチゾーン照明とは、ピッチの同一の場所を複数のヘッドフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９-１ 照明設備の設置高さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９-２ 標準的なカメラポジション 
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レームから照らす方法をいいます。各方向から照らすことで、

ピッチにできる選手の強い影をやわらげることができます。 

図では、ピッチを 3 つのゾーンに分割しています。ゾーン

1 はそれぞれピッチの両端部にあたり、ゾーン 2 はピッチの

中央部にあたります。国際試合では、各サイド 4 基以上のヘ

ッドフレームから、テレビ放送される国内試合では、各サイ

ド 3 基以上のヘッドフレームから各ゾーンを照明します。 

モデリングを完成させるには、選手を各方向から照明し、均

一な照明環境を実現させてください。ピッチ上に強い影が見

られなければ、影のない環境も実現されているといえます。 

 

９．２．６ 配置計画（未放送試合） 

国際試合やテレビ放送される国内試合を開催する場合は、

高画質なデジタル放送に適した照明設備を設置する必要があ

りますが、テレビで放送しない試合を開催する場合は、マル

チゾーン照明を実施する必要はありません。放送予定のない

国内試合やリーグ戦、強化試合などでは、標準の照明設計ガ

イドラインを適用してください。 

ピッチにできる強い影は、高画質なデジタル放送を実現す

る上で最大の問題点の 1 つとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９-３ マルチゾーン照明と標準的な照明 

■ マルチゾーン照明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 標準的な照明 
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９．３ 照明の設計仕様と技術 

 

サッカースタジアムには、時代に応じた高精細なデジタル

画質放送に適した照明システムが求められます。したがって、

専門家による適切な指導を受けて設計して下さい。 

 

９．３．１ 照度 

J リーグの基準では、1,500 ルクス以上の照度をもつ照明

装置を設置しなくてはなりません。 

一般的に、照度には水平方向の均一性をみる水平面照度が

あります。水平面照度とは、フィールドから 1m の高さの水

平面に届く光の量（照度）のことをいいます。フィールドを

10m×10m のグリッドに分割し、各所の照度を計測します。

そして、フィールド上の最大／最小／平均水平面照度を算出

します。また、サッカーはスピードを要求されるスポーツで

す。ピッチ全体に均一な照明を実現することで、選手のパフ

ォーマンスは向上し、優れた映像による臨場感あふれる放送

が可能となります。 

その他、フィールドカメラに対する鉛直面照度にも配慮す

る必要があります。鉛直面照度とは、選手を囲む鉛直面に届

く光の量（照度）のことをいいます。鉛直方向に対する照明

のおかげで、選手の顔や試合中のプレーなどの細かな動きを

確認することができます。これらの画像は、手持ちタイプと

可動タイプを含めたフィールドカメラが捉えます。鉛直面照

度にムラが生じると、デジタル画像の悪化につながります。

したがって、照明システムには、フィールドカメラに対して

均一な照度を実現できる設計が求められます。 

また、固定カメラに対する鉛直面照度についても同様です。

メインスタンドとバックスタンド、ゴール裏スタンドの各カ

メラが捉える、ピッチ上の鉛直方向の照明の明るさを、固定

カメラに対する鉛直面照度と呼びます。ピッチをパンするこ

れらのカメラは、試合中にピッチ全体を映し出す必要があり

ます。鉛直面照度にムラが生じると、デジタル画像の悪化に

つながります。したがって、照明システムには、固定カメラ

に対して均一な照度を実現できる設計が求められます。 

 

９．３．２ 色温度と演色性 

色温度は、一定タイプの照明がどの程度、暖かく（赤っぽ

く）見えるか、冷たく（青っぽく）見えるかを表します。単

位には「ケルビン（Tk）」を使用します。最新のデジタルカ

メラ技術であれば、必要に応じて、画像の色やコントラスト

を好ましい状態に調整することができます。野外スタジアム

の場合、適切な色温度はすべての試合カテゴリーで Tk≧

5,000 とされています。 

また、演色性（Ra）とは、人工光源が自然の色を忠実に再

現できるかどうかを表す指標です。これは、Ra20～Ra100 の

実用的なスケールで表され、演色性が高ければ高いほど、色

の再現性が優れていることになります。人工照明システムの

演色性は、テレビ放送試合、未放送試合を問わず、Ra≧65

が求められています。 

 

 

９．４ 環境への影響 

 

光害と障害光は主に、漏れ光とグレアに分類されます。漏

れ光とは、スタジアムから漏れ、その周辺地域に照射される

光のことをいいます。グレアとは、スタジアム外の歩行者や

運転者の障害となる眩しすぎる明るさのことをいいます。こ

うした障害は、スタジアム周辺地域の夜空を明るく照らし、

住民の健康と生活に大きな影響を不えることになります。ス

タジアム内外の漏れ光とグレアを防ぐために、最大限の努力

を尽くしてください。最新スタジアムの設計にあたっては、

テレビ放送試合も考慮し、漏れ光とグレアを抑えるために、

シャープカットオフ反射板や高性能反射板の使用を検討して

ください。 
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１）交通関連 諸施設チェック表 

 

  
諸機能 備 考 

クラス別対応 

本編 ｸﾗｽ S ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 
ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 

国際 新設 既設 新規 既設 

交
通
関
連 

動線 

スタジアムへ

のアクセス 

鉄道・地下鉄など複数の公共交通利用 ◎ ○ ▲ ○ ▲ ▲   

2.2.1 幹線道路からのアクセスの利便性 ◎ ○ ▲ ○ ▲ ▲   

歩行者動線の安全性、快適性の確保 ◎ ○ ▲ ○ ▲ ▲   

一般入退場待

機スペース 

入場前の待機スペース ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

2.2.1 照明設備、電源、場内放送システム、トイレ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

入場券売場の設置 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ▲ 

チームの動線

確保 

一般観客、報道関係者動線との分離 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

2.2.2 

更衣室・ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟｴﾘｱ・ﾌｨｰﾙﾄﾞ間の動線 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

担架等の通行に支障のないスペース ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

スパイクでも滑りにくい床材 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

フィールドに入る部分の安全確保 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

報道関係者の

動線確保 

チーム・一般観客・VIP 動線との分離 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

2.2.4 メディア作業エリア間の動線確保 ◎ ○ ▲ ○ ▲ ▲   

機材用の関係諸室アクセス ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

VVIP 対応の動

線確保 

セキュリティレベルの高い経路 ○ ○ ▲ ○ ▲     

2.2.3 
ＶＶＩＰ車寄せ・専用動線 ○ ○ ▲ ○ ▲     

VIP 対応の動線

確保 

専用のＶＩＰ入口の設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

専用動線 ○ ○ ▲ ○ ▲     

フィールドへ

のアクセス 

ピッチ周辺まで車両通行路の確保（フィール

ド管理車両も利用） 
◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   2.2.8 

駐車場 

一般及び身障

者用 

照明やスタジアムへのサイン看板などの設

置 
○ ○ ▲ ○ ▲ ▲   

2.3.1 
身障者用との兼用可 ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲   

入場口近辺に身障者用スペースを確保 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ▲ 

メディア用 

専用駐車場の確保 ○ ○ ▲ ○ ▲     

2.3.2 

機材の搬出入を考慮し、メディア作業エリア

に近い場所に配置 
○ ○ ▲ ○ ▲     

テレビ中継車

両用 
専用駐車場の確保、地盤補強 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲   

ＶＩＰ・ 

ＶＶＩＰ用 

専用駐車場の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎     
2.3.3 

VIP 席数に対応した十分なスペースの確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎     

チーム用 
更衣室に直結した専用の駐車場の確保 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○   

2.3.3 
大型２台、乗用車３～４台 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○   

緊急車両用 救急車等  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ▲ 

ｻｰﾋﾞｽｽﾀｯﾌ用   ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ▲ 

 

 

 

 

 

 

 

◎は原則的に必ず設置する事項／○は設置すべき事項／▲は設置を推奨する事項／無印は必要に応じて設置する事項

 

 

資料１ 諸施設一覧表 
 

これまでに、各章で整理してきたスタジアムの試合開催レベルに対

応した具体的な諸室、設備、システムについて、クラス別の必要性

を、一覧表として整理しました。 
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２）フィールド関連 諸施設チェック表 

 

  
諸機能 備 考 

クラス別対応 

本編 ｸﾗｽ S ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 
ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 

国際 新設 既設 新規 既設 

フ
ィ
ー
ル
ド
関
連 

ピッチ ピッチサイズ 長さ；105ｍ、幅；68ｍ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 3.1.1 

芝面 

サッカースタ

ジアム 

長さ；115ｍ以上、幅；78ｍ以上 

※ピッチの外側に向かって 5ｍ以上必要 
◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲ ▲ 3.1.1 

多目的 長さ；108ｍ以上、幅；71ｍ以上 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲ ▲ 3.1.1 

フィールドの向き 太陽の位置や日常の風向きを考慮して決定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 3.2 

フィールドの状態 

平坦で水はけが十分であること ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 3.3 

3.4 

3.5 

天然芝がピッチ全面を覆っていること ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
 

年間を通じて常緑であること ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 

設備等 

ゴール 

白色・丸型(直径 12cm)、固定方法 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

3.6.1 

埋め込み式 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

予備のゴール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
 

ゴールネット 
(ゴールネット)ボールを反発する補強材を

使用しないで取り付けるもの 
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

ベンチ 
透明な屋根付き 13 名以上。固定式。第４の

審判員ベンチ設置（本文参照）。 

◎ 

22 人 

◎ 

13 人. 

◎ 

13 人. 

◎ 

13 人. 

◎ 

13 人. 
○ ▲ 3.6.2 

フィールド内

広告看板 
高さ；90～100cm ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○   3.6.4 

 

 
３）試合関係者関連 諸施設チェック表 

 

  
諸機能 備 考 

クラス別対応 

本編 ｸﾗｽ S ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 
ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 

国際 新設 既設 新規 既設 

試
合
関
係
者
関
連 

チーム 

チーム更衣室 ４室又は２室  ・120 ㎡以上  ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   4.1.1 

監督室 
 

◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   4.1.2 

ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟｴﾘｱ 芝生を敷設（人工芝も可）2 か所設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   4.1.3 

運営進

行 

運営本部室 
机、椅子、空調設備、電源、電話回線を設置 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲   

4.2.1 
２00 ㎡以上 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

場内放送ｼｽﾃﾑ 

スタジアム内外の放送システムを設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

4.2.2 緊急事態発生時に非常用放送ができること ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

運営本部から割り込みできること ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲   

記録室 
机、椅子、モニター、電話 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲ ▲ 

4.2.3 
ピッチ全体を見渡せる場所 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 

ｺﾐｯｼｮﾅｰﾙｰﾑ デスク、椅子、ロッカー、電話（外線/内線） ◎ ○ ▲ ○ ▲     4.2.4 

審判更衣室 4 人収容可能な部屋２室。 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲    4.2.5 

医務室 本文を参照。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 4.2.6 

ﾄﾞー ﾋﾟﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ室 本文を参照。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 4.2.7 

予備室 
 

○ ○ ▲ ○ ▲     4.2.8 

試合関係者入口 
 

◎ ◎ ○ ◎ ○     4.3.1 

倉庫・予備室 
 

○ ○ ▲ ○ ▲ ▲   4.3.2 

掲揚ﾎﾟｰﾙ(ﾊﾞﾄﾝ) フラッグを掲示できる設備の設置 5 旗 5 旗 ３旗. 5 旗. ３旗. ３旗.   4.3.3 

 

◎は原則的に必ず設置する事項／○は設置すべき事項／▲は設置を推奨する事項／無印は必要に応じて設置する事項
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４）メディア関連 諸施設チェック表 

 

  
諸機能 備 考 

クラス別対応 

本編 ｸﾗｽ S ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 
ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 

国際 新設 既設 新規 既設 

メ
デ
ィ
ア
関
連 

記者席

等 

記者席 本文を参照。 400 席 120 席 120 席. 50 席. 50 席. 
 

  5.1 

中継用実況放

送室 
本文を参照。 ◎ ◎ ○ ◎ ○ 

 
  5.2 

会見等 

記者室（兼カメ

ラマン室） 

フォトグラファー兼用の記者室の確保 400 ㎡ 200 ㎡ 200 ㎡. 100 ㎡. 100 ㎡. 50 ㎡.   

5.3.1 男女用トイレの設置 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲   

デスク、電源、電話、事務機器等 ◎ ◎ ○ ◎ ○     

記者会見室 
設置（記者室との併用可能） ◎ ◎ ○ ◎ ○ 

 
  

5.3.2 
舞台、音響システム ○ ○ ▲ ○ ▲     

ミックスゾー

ン  
◎ ◎ ○ ◎ ○     5.3.3 

テレビ

カメラ 

多元放送 本文を参照。 ◎ ◎ ○ ◎ ○     5.4.1 

一元放送 本文を参照。 ◎ ◎ ○ ◎ ○     5.4.2 

 

■テレビ中継関連カメラ設置スペース：メインスタンド中央部 4 台分(4 ㎡×4 台) 両ゴール裏スタンド中央

部2台分(4㎡×2台) メインスタンド側ペナルティエリアを囲むラインのうちゴールラインと平行なライン

付近各 1 台分(4 ㎡×1 台×2 箇所) 常設・専用のスペース 

■テレビニュース関連：ENG カメラ設置スペース。(ENG)メインスタンド中央部 10 社分(4㎡×10 社) 

■カメラスペース：メインスタンド中央部に 10 社分(4 ㎡×10 社)のスペース  

■ケーブル設置スペース：中継車とカメラおよび放送ブース間) 

■伝送用機材等(アンテナ／アンテナ搭載車両／光ファイバー用端末)設置スペース。スタジアムからテレビ

局および中継基地へ試合中継映像を伝送するために必要な以下の機材等を設置するためのスペース。テレビ

局および中継基地へ伝送するためのアンテナ。衛生へ伝送するためのアンテナ搭載車両。光ファイバー用端

末。すべて備わっていることが絶対条件ではないが、いずれか 1 つは必須) 

   

スチールカメラ 

駐車スペース ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

5.5 

控え室 ◎ ◎ ○ ○ ▲     

個人ロッカー ○ ○ ▲ ○ ▲     

ピッチ上電源とモジュラージャック ○ ○ ▲ ○ ▲     

フォトグラファーポジション後方の 1.5m ス

ペース 
◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
◎は原則的に必ず設置する事項／○は設置すべき事項／▲は設置を推奨する事項／無印は必要に応じて設置する事項 
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５）観客関連 諸施設チェック表 

 

  
諸機能 備 考 

クラス別対応 

本編 ｸﾗｽ S ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 
ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 

国際 新設 既設 新規 既設 

観
客
関
連 

入退場

待機 

スペー

ス 

待機スペース 

収容人数の２～３割が待機できるスペース ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

6.1.1 イベント空間として、電源等の確保 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

埋込式バリカー等の導入 ○ ○ ▲ ○ ▲     

照明設備等 
入場券売場の手元照明 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

6.1.2 
雤に濡れない屋根 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

場内放送ｼｽﾃﾑ 入場前待機者用の独立場内放送システム ○ ○ ▲ ○ ▲     6.1.3 

観客席 
席数 個席 40,000 25,000 15,000 15,000 10,000 5,000 5,000 1.2.4 

屋根 観客席のすべてを覆う ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   1.1.1 

エリア

分割と

諸機能 

エリア分割 
4 つの独立したセクションにより構成 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

6.4.1 
各セクションの入口、トイレ等 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

飲食売店 
スタジアムの各所に偏りなく設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

6.4.2 
臨時売店の設置スペース ○ ○ ▲ ○ ▲     

トイレ 身障者用を含め、明るく衛生的なもの ○ ○ ▲ ○ ▲ ▲   6.4.4 

ｸﾞｯｽﾞ売店 各セクションに設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   6.4.3 

喫煙スポット 本文を参照。 ○ ○ ▲ ○ ▲ ▲   6.4.5 

救護室 救護室を開催規模に合わせ、適宜配置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   6.4.6 

公衆電話 ― ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   6.4.7 

場内情

報提供

システ

ム 

観客席への誘

導システム 

サイン看板 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲ ▲ 

6.5 
大型の壁面サイン看板の設置 ○ ○ ▲ ○ ▲     

総合案内所の設置 ○ ○ ▲ ○ ▲     

緊急事態発生時の避難動線の明示 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

場内放送ｼｽﾃﾑ 場内放送システムの設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   6.6.1 

大型映像装置 
得点、時間を表示できるもの(Ａ) ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

6.6.2 
出場メンバーを表示できるもの ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

身障者

対応 

車椅子席の確

保 
スペース、椅子席 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

6.7 

動線の確保 スロープ、トイレ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎は原則的に必ず設置する事項／○は設置すべき事項／▲は設置を推奨する事項／無印は必要に応じて設置する事項
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６）ホスピタリティ関連 諸施設チェック表 

 

  
諸機能 備 考 

クラス別対応 

本編 ｸﾗｽ S ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 
ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 

国際 新設 既設 新規 既設 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関
連 

ＶＶＩ

Ｐ 

ＶＶＩＰ席 

背もたれ及び肘掛けのある椅子の設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○     

7.1 

7.2 

可動間仕切り ○ ○ ▲ ○ ▲     

専用トイレの設置 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎     

ＶＶＩＰラウ

ンジ 

ＶＶＩＰラウンジの設置 ◎ ○ ▲ ○ ▲     

ダイニングルームの設置 ○ ○ ▲ ○ ▲     

ＶＩＰ 

ＶＩＰ席 質の高い椅子席 500 席 50 席 50 席 50 席 50 席     

ＶＩＰラウン

ジ 
スタンディングの飲食スペース ○ ○ ▲ ○ ▲     

 

 

 

７）安全管理関連 諸施設チェック表 
 

  
諸機能 備 考 

クラス別対応 

本編 ｸﾗｽ S ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 
ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 

国際 新設 既設 新規 既設 

安
全
管
理
関
連 

（
管
理
運
営
機
能
を
含
む
） 

警備 

警備本部室 
スタジアム内全体を見渡せる位置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

8.2.2 
場内監視用のモニターの設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

警備控え室・警

察・消防控え室 

設置(Ａ) ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   
  

観客席全体が見渡せること(Ｂ) ○ ○ ▲ ○ ▲     

テレビ監視シ

ステム 

スタジアムの内外に設置 ○ ○ ▲ ○ ▲     
8.2.3 

録画、モニター再生、プリントアウト機能 ○ ○ ▲ ○ ▲     

観客 
警備員の配置 

訓練された警備員の配置 ◎ ◎ ○ ◎ ○     
8.3.1 

下記対策と合わせて実施 ○ ○ ▲ ○ ▲     

柵等 
 

◎ ◎ ○ ◎ ○     8.3.2 

防災 避難経路 

消防など関係当局が定める安全基準に準拠 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲ ▲ 

8.4.3 十分な数の緊急避難口の設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲ ▲ 

サイン看板の表示 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲ ▲ 

緊急医

療 

医務室（一般・

選手） 

室数、規模、場所等は適宜 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   
8.5 

自動体外式除細動器（AED）設置 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

テロ 
セキュリティ

チェック 

手荷物検査体制 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

8.6 観客のエリア間の移動制限 ◎ ◎ ○ ◎ ○     

試合関係者エリアへの移動制限 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ▲   

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
◎は原則的に必ず設置する事項／○は設置すべき事項／▲は設置を推奨する事項／無印は必要に応じて設置する事項 
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８）照明・電力 諸施設チェック表 

 

  
諸機能 備 考 

クラス別対応 

本編 ｸﾗｽ S ｸﾗｽ 1 ｸﾗｽ 2 
ｸﾗｽ 3 ｸﾗｽ 4 

国際 新設 既設 新規 既設 

照明・電力 
照明設備 ピッチ内照明＝1,500 ルクス以上 ◎ ◎ ○ ◎ ○ 

 
  9.2 

非常用電源 
 

○ ○ ○ ○ ○ ▲   9.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎は原則的に必ず設置する事項／○は設置すべき事項／▲は設置を推奨する事項／無印は必要に応じて設置する事項 



47 

 [2010 年度用] Ｊリーグ・スタジアム検査要項（１）   

検査基準：○＝必ず具備しなければならない条件 A＝具備することが望まれる条件※A は将来的に○とされる可能性が高い 

 内容 必要度 

Ⅰ．スタジアム規模 

1.入場可能数※ J1 は 15,000 人以上、J2 は 10,000 人以上(芝生席はカウントしない) ○ 

2.座席 

観客席 

椅子席で、10,000 席以上の座席があること ○ 

全席個席であること A 

どの座席からも、ピッチ全体が見渡せること ○ 

すべての座席に番号を分かりやすく付けること ○ 

車椅子席 

介助者の椅子を備えること ○ 

観戦の際の安全が確保されていること ○ 

車椅子用のスロープを確保すること A 

ＶＩＰ席 
メインスタンド中央部でスタジアム全体が見渡せる位置に屋根付きで 50 席以上設置すること ○ 

80 席以上設置すること A 

マッチコミッショナ

ー席（含・アセッサー） 

メインスタンド中央部でスタジアム全体が見渡せる位置に屋根付きで設置すること ○ 

机付きで 4 名着席でき、ピッチの笛が聞こえること（マッチコミッショナー、補助員、審判アセッサー、副審アセ

ッサー） 
○ 

テレビモニター（共聴回線）、LAN 回線を設置すること A 

記者席 
メインスタンド中央部でスタジアム全体が見渡せる位置に屋根付きで 80 席以上設置すること ○ 

ノートパソコン、ノートが置ける十分な広さの机と電源を設置すること ○ 

3.屋根 

できるだけ多くの観客席を覆うこと ○ 

すべての観客席を覆うこと A 

屋根または照明に避雷針を備えていること ○ 

4.照明 ピッチ内のいずれの個所においても照度 1,500 ルクス以上の明るさを保持し、均一であること ○ 

Ⅱ．競技用設備 

1.ピッチ 

寸法 105m×68m ○ 

天然芝 

平坦であること ○ 

常緑であること ○ 

水はけが良いこと ○ 

予備エリア 
原則としてピッチの外側にそれぞれ 5m 以上、ただし陸上競技兼用の場合はそれぞれ 1.5m 以上 

（したがって、陸上競技兼用の場合は縦長 108m 以上、横幅 71m 以上の芝生部分を確保すること） 
○ 

2.ゴール 
白色丸形（外径の直径が 12 ㎝）で、原則として埋め込み式 ○ 

ボールを反発する補強材を使用しないこと ○ 

3.ゴールネット 
白色以外は J リーグに申請すること ○ 

ゴールネットはゴールの後方にポールを立て安全な方法で取り付けること ○ 

4.ベンチ 

チームベンチ 

13 名以上（ACL は 18 名）着席できること ○ 

ベンチの屋根は観客の視野を妨げるものであってはならない ○ 

ベンチの屋根は透明であること A 

第４の審判員ベンチ 

机付きで 3 名が着席でき、出入りができるスペースを確保すること ○ 

ベンチの屋根は観客の視野を妨げるものであってはならない ○ 

ベンチの屋根は透明であること A 

5.場内放送システム 
全てのエリア(観客席、諸室、コンコース、ピッチレベル、外周)で明瞭に聞こえる場内放送システムを備えること ○ 

チーム更衣室などに一般用の放送が入らないよう切り替えができること ○ 

6.スコアボード（大型映像装置） J1 は大型映像装置を設置すること。J2 はメンバー掲示可能な電光掲示板を設置すること A 

7.時計（45 分計） 

0～45 分間表示できる独立した時計を設置すること ○ 

時計は、前半は 0～45 分、後半は 45 分～90 分の間動作しなくてはならない。 

前後半それぞれの通常の競技時間の最後、45 分と 90 分に、時計が止められなくてはならない。 
○ 

8.メンバー掲示 出場メンバーを表示できるもの（スコアボードでの兼用可） A 

9.掲揚ポール（バトン） 5 本以上設置し、VIP 席から視認できること ○ 

 

 

資料２ Ｊリーグ・スタジアム検査要項 
 

J リーグのホームスタジアムは、J リーグが定める「ス

タジアム検査要項」に基づく、スタジアム検査があり

ます。ここでは、J リーグ・スタジアム検査要項 2010

年度版を収録しました。 
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[2010 年度用] Ｊリーグ・スタジアム検査要項（２） 

検査基準：○＝必ず具備しなければならない条件 A＝具備することが望まれる条件※A は将来的に○とされる可能性が高い 

 内容 必要度 

Ⅲ．諸室・スペース 

Ⅲ．各諸室・スペースにおける共通事項：テーブル、椅子、電源、エアコン、携帯電話用電波の確保、電話【内線、外線】、テレビモニター、高速インタ

ーネット環境、共聴回線、時計 ※以下の各諸室およびスペースには必ず設置すること 
A 

１ 

競 

技 

関 

連 

(1)チーム更衣室 

2 室。120 ㎡以上。25 人以上の更衣設備を備えること。(ACL は 29 人) ○ 

温水シャワー8 基以上、マッサージ台、洋式トイレ、鏡付き洗面台、ホワイトボードを設置 ○ 

ピッチまでの距離が等距離であること A 

(2)審判更衣室 

4 人の更衣設備を備え、7 人以上収容可能な部屋 ○ 

チーム更衣室から離して設置すること ○ 

温水シャワー、洋式トイレ、鏡付き洗面台、ホワイトボード、冷蔵庨を設置すること ○ 

(3)室内ｳｫｰ

ﾑｱｯﾌﾟｴﾘｱ 

ﾁｰﾑ用 
両チームが同時にかつ別個に使用できること ○ 

人工芝であること A 

審判用 審判が専用にウォームアップできるスペースを確保すること A 

(4)ﾏｯﾁ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮ

ﾝ・ﾐｰｼﾝｸﾞ室 

13 人以上収容可能な部屋 ○ 

応接セット、テレビモニター、録画再生装置 ○ 

チーム更衣室、審判更衣室の近くにあること ○ 

(5)ドーピングコント

ロール室 

チーム、審判用の更衣室に近く、観客、メディアが近づくことのできない場所に設置すること ○ 

待合室：8 人以上収容可能、応接セット、テレビ、録画再生装置、冷蔵庨 ○ 

検査エリア：検査机、鍵付きキャビネット ○ 

検査室に直接アクセスできる場所に、温水シャワー、トイレ、鏡付き洗面台 ○ 

２ 

 

運 

営 

関 

係 

(1)運営本部室 

100 ㎡以上 ○ 

テレビ、監視カメラモニター、高速コピー機、FAX ○ 

チーム更衣室、審判更衣室への連絡用ブザーを設置すること A 

場内放送室、大型映像操作室、記録室、第 4 の審判員ベンチとの専用インカムを設置すること A 

(2)記録室 

ピッチ全体が見渡せる個室であること ○ 

4 人が横に並んで座れる広さであること ○ 

LAN 回線、テレビモニター、録画再生装置 ○ 

(3)場内放送室 

ピッチ、観客席全体および大型映像装置が見える場所に個室で設置すること ○ 

3 人が横に並んで座り、マイクや書類を置く机および機材を設置できる広さであること ○ 

大型映像装置と連携できること ○ 

窓は開閉できるようにすること ○ 

(4)大型映像操作室 

ピッチ、観客席全体および大型映像装置が見える場所に個室で設置すること ○ 

場内放送システムと連携できること ○ 

窓は密閉してあること ○ 

(5)警察・消防司令室兼

控室 
観客席全体が見渡せる場所に設置すること ○ 

(6)医務室 

50 ㎡以上 ○ 

ベッド、洗面台、冷蔵庨、AED、製氷機、担架（2 台） ○ 

緊急車両用駐車場に直接アクセスできること ○ 

(7)その他 

セキュリティスタッフ控室、ボランティアスタッフ控室、ボールパーソン更衣室、エスコートキッズ控室、前座試

合用チーム更衣室、マスコット・演出関係控室、現金管理室等 
A 

ごみ集積所を設置すること ○ 

３ 

ＶＩＰ 

関連 

(1)ＶＩＰ受付 
VIP 用の屋根付き専用入口と受付を設置すること  ○ 

VIP 用駐車場から直接アクセスでき、メディアのアクセスを規制できること A 

(2)ＶＩＰラウンジ VIP 席から直接アクセスできること ○ 
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[2010 年度用] Ｊリーグ・スタジアム検査要項（３） 

検査基準：○＝必ず具備しなければならない条件 A＝具備することが望まれる条件※A は将来的に○とされる可能性が高い 

 内容 必要度 

Ⅲ．諸室・スペース 

４ 

メ 

デ 

ィ 

ア 

関 

連 

(1)メディア受付 
メディア用の屋根付き専用入口と受付を設置すること ○ 

メディア用駐車場から直接アクセスできること A 

(2)記者室 

80 人以上収容可能な部屋   ○ 

ノートパソコン、ノートが置ける十分な広さの机を設置すること ○ 

テレビ、録画再生装置、資料棚、冷蔵庨、倉庨を設置すること ○ 

(3)カメラマン室 
40 人以上収容可能。カメラ用ロッカー、資料棚、冷蔵庨、倉庨を設置すること ○ 

ピッチに直接アクセスできること ○ 

(4)記者会見室 

200 ㎡程度のスペースを確保すること ○ 

選手・監督用とメディア用の出入口を分けて設置すること ○ 

前部には選手・監督用、後部にはテレビカメラ用のプラットホームをそれぞれ設置すること ○ 

バックパネルを設置できること ○ 

音響設備、マイク（司会用、選手・監督用、通訳用、質疑応答用） ○ 

(5)ミックスゾーン 

チーム更衣室とチーム用駐車場との間で、記者室、カメラマン室、記者会見室よりアクセスしやすい場所に設置す

ること 
○ 

バックパネル、柵を設置できること ○ 

(6)フラッシュインタ

ビュー・ポジション 

ピッチとチーム更衣室との間に、3mx3m のスペースを設けること ○ 

バックパネルが設置できること ○ 

５ 

中 

継 

関 

連 

(1)実況放送室（テレ

ビ、ラジオ） 

5 箇所設置すること ○ 

4 人が横に並んで座り、ピッチ全体が見渡せること。また、テレビモニターや書類を置く机および機材を設置でき

る広さであること 
○ 

C 型コンセント（30A）を 2 系統および端子盤を備えること A 

窓がフルオープンになること ○ 

シャッターを備えること A 

ドアの下にケーブル用の通線口があること ○ 

(2)中継用スタッフ控

室 
中継を行うスタッフの控室を設置すること ○ 

(3)テレビ中継カメラ

設置スペース 

メインスタンド中央部に 4 台分（4 ㎡×4 台） ○ 

メインスタンド両外側のペナルティエリアのライン延長線に各 2 台分（4 ㎡×4 台） ○ 

両ゴール裏中央部に 2 台分（4 ㎡×2 台） ○ 

特に前列の観客により視野を妨げられないように設置すること ○ 

(4)テレビニュース関

連ＥＮＧカメラ設置

スペース 

メインスタンド中央部に 10 社分（4 ㎡×10 社） ○ 

特に前列の観客により視野を妨げられないように設置すること ○ 

(5)伝送用機材等設置

スペース 

スタジアムからテレビ局および中継基地へ試合中継映像を伝送するためのアンテナを設置するスペース ○ 

衛星へ伝送するためのアンテナ搭載車両設置スペース ○ 

(6)ケーブル設置スペ

ース 

中継車とテレビカメラおよび実況放送室間に設置すること ○ 

観客や車両にケーブルが踏まれないこと ○ 

端子盤を備えること A 

６ 

広 

告 

看 

板 

関 

連 

(1)ピッチ周り 

看板設置により、観客席の視界を妨げないこと ○ 

看板設置面が平坦であり、看板類が設置できないほど傾斜を急にしないこと ○ 

看板の後方にボールボーイやカメラマンが行き来できるスペースを確保すること ○ 

ピッチ周辺に看板を乗せた台車が通れる動線を確保すること ○ 

(2)電源確保 

回転式もしくは電光看板操作を行う場所として、雤風がしのげ、ピッチが見渡せる位置に長机 1 つ分のスペースと

電源を確保すること 
○ 

電光看板用の専用電源（特殊）があること A 
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[2010 年度用] Ｊリーグ・スタジアム検査要項（４） 

検査基準：○＝必ず具備しなければならない条件 A＝具備することが望まれる条件※A は将来的に○とされる可能性が高い 

 内容 必要度 

Ⅳ．アクセス関係 

１ 

駐 

車 

場 

(1)一般用 公共交通機関が充実していない場所では、収容人数に見合う台数の駐車場を確保すること ○ 

(2)車椅子用 
車椅子用のゲートにアクセスしやすい場所に設置すること ○ 

車椅子用駐車場は、車椅子席と同数設置すること ○ 

(3)団体バス用 ツアーバスが駐車できるスペースを確保すること ○ 

(4)チーム用 
1 チームあたり、大型バス 1 台、ワゴン車 2 台分のスペースをチーム入口付近に確保すること ○ 

(ACL は大型バス 1 台、4ｔトラック 1 台、乗用車 1 台) ○ 

(5)緊急車両用 
警察、消防、救急車等の緊急車両用の駐車場を確保すること ○ 

救急車がピッチ脇まで入れる動線を確保すること ○ 

(6)ＶＩＰ用 
VIP 受付にアクセスしやすい場所に設置すること ○ 

VIP 席の数に見合う駐車場を確保すること ○ 

(7)メディア用 撮影機材などの荷物が多いメディア用の駐車場を確保すること ○ 

(8)テレビ中継用 

以下の車が駐車できるスペースを確保すること（中継車、衛星車、電源車、機材車、支援車） ○ 

放送ブースに近接し、ケーブルの敷設に問題ない場所を確保すること ○ 

電源、端子盤、館内共聴を設置すること A 

(9)大型トラック用 広告看板などの大型搬入物を設営・撤去する大型トラック用の駐車場を確保すること ○ 

(10)売店用 

スタッフのために十分な駐車スペースを確保すること ○ 

売店用、ケータリング搬入車両は、スタジアム内部の搬入口に近い場所に設置すること ○ 

夏季は、飲食物用の保冷車の駐車場も考慮すること ○ 

(11)シャトルバス用 シャトルバスを運行する場合は、シャトルバスのバスプールを設置すること ○ 

(12)その他関係者用 その他関係者に必要な駐車場を確保すること ○ 

2.駐輪場 観客のための駐輪場を、アクセス環境を鑑みて設置すること ○ 

3.シャトルバス用 シャトルバスを運行する場合は、バスの行き先別に待機列スペースがある乗降所を設置すること ○ 

4.タクシー乗降所 メディア、VIP、関係者が利用できるタクシー乗降所を設置すること ○ 

Ⅴ．観客用設備 

1.入場券売場 

※「各諸室・スペースにおける共

通事項」適用箇所 

入場ゲート付近に複数の窓口を設置すること ○ 

施錠でき、セキュリティが確保されていること A 

入場券購入者のための庇（ひさし）があり、雤に濡れないこと ○ 

販売するチケットの席種、料金を掲示できること ○ 

2.入場待機スペース 

ホーム用、アウェイ用に分けて待機列が設けられる十分な広さを確保すること  ○ 

外周全体は夜間でも安全が確保できる照明を設置すること  ○ 

待機列が、関係者入口、搬入口と交差しないで設けられるようにすること ○ 

3.入場ゲート 

観戦エリアに応じた入場ゲートを設置すること（アウェイサポーターの分離)  ○ 

屋根、電源、照明を設置すること ○ 

手荷物検査、ビン、缶を移し替える設備があること   ○ 

ワンタッチパスが設置できるスペースがあること  ○ 

車椅子用の入場ゲートがあり、スロープ等で車椅子席にアクセスできること ○ 

スタジアム基本原則を定め、それらを観客が読めるように掲示すること。最低でも以下の情報を含まなければなら

ない。 

①入場する権利、②試合の中止または延期、③禁止事項（自粛事項）、④座席のルール、⑤スタジアムから追放され

る事由、⑥緊急避難経路 

○ 

4.総合案内所 

※「各諸室・スペースにおける共

通事項」適用箇所 

観客用ゲートなど、分かりやすい場所に設置すること  ○ 

運営本部室と連携が取れ、迷子、落し物対応ができること ○ 
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[2010 年度用] Ｊリーグ・スタジアム検査要項（５） 

検査基準：○＝必ず具備しなければならない条件 A＝具備することが望まれる条件※A は将来的に○とされる可能性が高い 

 内容 必要度 

Ⅴ．観客用設備 

5.救護室 

※「各諸室・スペースにおける共

通事項」適用箇所 

どの席からもアクセス可能な場所に複数設置すること（仮設でも可） ○ 

AED、応急セット ○ 

6.授乳室 

※「各諸室・スペースにおける共

通事項」適用箇所 

どの席からも誘導でき、アクセス可能な場所に設置すること ○ 

7.喫煙スポット 
観客動線から隔離でき、どの席からもアクセス可能な場所に設置 ○ 

分煙となっており、排煙設備を備えていること ○ 

8.トイレ 

トイレ 

どの席からもアクセス可能な場所に設置すること ○ 

洗面台が設置されていること ○ 

ハンドドライヤー、おむつ換えベッドを設置すること A 

多目的トイレ 車椅子席からアクセス可能な場所に複数設置すること ○ 

場外のトイレ 開門前に使用できるトイレが観客用ゲート付近にあること       ○ 

9.コンコース 

十分な広さがあり、適度な明るさが保たれていること ○ 

屋根で覆われていること ○ 

トイレ、飲食売店、グッズ売店、救護室、授乳室、喫煙スポットが設置されていること ○ 

緊急避難用の動線を確保すること ○ 

10.公衆電話 必要に応じて公衆電話を設置すること A 

11.飲食設備 飲食売店 

どの席からもアクセス可能な場所に屋根付きで適正な数が設置されること ○ 

温かい飲食物が提供できること ○ 

売店外装に企業名・ロゴ、メニュー、料金表示できること ○ 

電源、照明が確保されること (スタジアム外周、コンコースを含む) ○ 

観客席以外でも飲食が可能なテーブルやカウンターを設けること ○ 

待機動線がトイレと近くならないよう設置場所に配慮すること ○ 

12.グッズ売店 
どの席からもアクセス可能な場所に屋根付きで適正な数が設置されること ○ 

電源、照明を設置すること ○ 
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  ※【入場可能数】 

ホームゲーム開催時に使用可能な数を指し、下記（１）、（２）、（３）の合計数とする。 

（１）入場券が発券できる座席の数 

イ．見切り席、常設の記者席、実況放送室等の座席は含まない。 

ロ．常設の飛び降り防止エリアの席数は含まない。ただし、当該エリアが調整可能な場合は数に含む。 

ハ．ホームクラブとビジタークラブの観客間の緩衝地帯の座席数は含むが、常設の緩衝地帯の場合は含まない。 

ニ．立ち見エリアは、施設管理者と協議の上、入場可能な数とする。 

（２）前号以外の座席の数 

イ．常設の VIP 席 

ロ．個室ラウンジ付きの観戦エリアは、テラスにある席数の数とする。個室ラウンジ内の座席数は含まない。 

（３）車椅子席の数 

イ．車椅子観戦エリアは座席がないが、車椅子１台分につき１席と数える。 

ロ．車椅子のヘルパー席は、常設の椅子が設置され、かつ実際に使用されている場合のみ数に含める。 
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 1 Playing area                   

 1.01 ピッチ 1 25 105×68 125 ×

85 

1 試合関係者  サービス通用口、選手通用口、

FIFA オフィス 

ゴール裏のウォームアップエリ

アを十分に確保できる大きさ。芝

生エリアはタッチラインから２

ｍ、ゴールラインから４ｍを確

保。 

●   ●  ● ● ● 

 

 1.02 選手通用口＇トンネ

ル（ 

1     試合関係者 メインスタンド 選手更衣室 伸縮可能は保護トンネルを、6 人

が横に並び通れる程の十分な幅

を確保。 

●  ●   ● ● ● 

 

 1.03 観客席との間隔＇メイ

ンスタンド側（ 

    1 試合関係者 メインスタンド  ピッチと観客席は距離・高さを考

慮し、フェンス等を含め、最低

8.5ｍの間隔を確保。 

        

 

 1.04 ﾁｰﾑベンチ 2 22 22 席×1ｍ 22 1 試合関係者 メインスタンド メインスタンド、選手通用口 ベンチと一体型の耐熱プレキシ

ガラス・カバーを設置。 
●   ●     

 

 1.05 第４の審判員ベンチ 1 4 4 席×1ｍ 4 1 試合関係者 メインスタンド 両控えベンチの間 チームベンチと同じデザイン＇レ

フェリー1 人、3 人のイベントコ

ーディネーター用（ 

●  ●   ● ● ● 

 

 1.06 インフォテイ メン

ツ・デスク 

1 4 8×1 8 1 LOC メインスタンド 控えベンチの左、もしくは右サ

イド 

騒音を低減できるデザインを採

用。 
 ●  ●  ● ● ● 

 

 1.07 フォトグラファー・ス

ペース 

4 150-25

0 

   メディア  ゴール裏、コーナーフラッグか

らメインスタンドと反対側の

ハーフウェイライン近辺まで 

ゴール裏のメディア用のイスを

含む  ●  ●  ● ● ● 

 

 1.08 選手ウォームアップ

エリア＇屋外（ 

2 6 3×30 90 1 試合関係者 ゴールサイド 両ゴール裏、フォトグラファ

ー・スペースの後ろ 

ウォームアップエリアはピッチ

と同じ芝。 
 ●  ●     

 

 1.09 観客席との間隔＇ゴー

ルサイド（ 

2  10  1 試合関係者 ゴールサイド  ピッチと観客席は距離・高さを考

慮し、フェンス等を含め、最低

8.5ｍの間隔を確保。 

        

 

 1.10 観客席との間隔＇バッ

クスタンド側（-バッ

クスタンド側通用口

＇トンネル（ 

1  6  1 試合関係者 バックスタンド  ピッチと観客席は距離・高さを考

慮し、フェンス等を含め、最低

8.5ｍの間隔を確保。 
        

 

 1.11 ピッチ周囲の広告看

板 

未定    1 マーケティング ピッチ  電光看板用の電源の確保。スポン

サー広告看板 6.5ｍ×0.9ｍ、サプ

ライヤー広告看板 5ｍ×0.9ｍ。 

 ●  ●    ● 

 

 1.12 業務用通用口＇トンネ

ル（ 

2    1 LOC メインスタンド フィールド上へ直接アクセス 4つの通用口はフィールド内の換

気を促進する。通用口の高さは業

務用車両の通行に必要な高さを

確保＇最低 5ｍ（。 

●  ●   ● ● ● 

 

 1.13 スコアボード／スク

リーン 

1     LOC    

 

 

● ●    ● ● ● 

 

 1.14 掲揚ポール＇バトン（ 未定     試合関係者   バックスタンド側に最低 7 旗、両

ゴール裏及びメインスタンド側

に各 5 旗を掲揚できる十分なス

ペースの設備を確保。 

 

● ●       

 

ここでは、FIFA が発行する FIFA ワールドカップを開催する際に必要な諸施設・機能を整理した「FIFA World Cup
TM

規定」を掲載します。この中には、

大会時に仮設で設置すれば良いものも含まれます。なお、FIFA ワールドカップに必要な諸施設・機能は、大会毎に規定されており、必要な諸施設・

機能も変わる場合があります。従って、今後の大会において、本一覧に掲げた諸施設・機能で全て適応するとは言えませんのでご注意ください。 
資料 3 FIFA World Cup 

TM 規定 
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 1 Playing area                   

 1.15 照明 未定     試合関係者   最新の照明に関するガイドライ

ンを参照。 
● ●      ● 

 

 2 Dressing rooms                   

 2.01 チーム A 選手更衣室 1 23 150 150 2 試合関係者 メインスタンド コーチ出入口、ドーピングルー

ム、インタビューエリア 

23 の独立ロッカー、2～3 のテー

ブル、ホワイトボード等を配置。 
●   ● ● ● ● ● 

 

 2.02 シャワー 1 11 8×1.5ｍ 12 2 試合関係者 メインスタンド   ● ●        

 2.03 帯同スタッフルーム

＇チーム A（ 

1 3 25 25 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室、ウォームアップエ

リア＇屋内（ 

 
●  ●  ● ● ●  

 

 2.04 チームドクタールー

ム＇チーム A（ 

1 2 20 20 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室  
●  ●  ● ● ●  

 

 2.05 チーム B 更衣室 1 23 150 150 2 試合関係者 メインスタンド コーチ出入口、ドーピングルー

ム、インタビューエリア 

23 の独立ロッカー、2～3 のテー

ブル、ホワイトボード等を配置。 
●   ● ● ● ● ● 

 

 2.06 シャワー 1 11 8×1.5ｍ 12 2 試合関係者 メインスタンド   ● ●        

 2.07 帯同スタッフルーム

＇チーム B（ 

1 3 25 25 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室、ウォームアップエ

リア＇屋内（ 

 
●  ●  ● ● ●  

 

 2.08 チームドクタールー

ム＇チーム B（ 

1 2 20 20 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室  
●  ●  ● ● ●  

 

 2.09 審判更衣室１ 1 5 24 24 2 試合関係者 メインスタンド  5 つの独立ロッカー ●   ● ● ● ●   

 2.10 審判更衣室２ 1 2 16 16 2 試合関係者 メインスタンド  2 つの独立ロッカー ●   ● ● ● ●   

 2.11 シャワー＇審判更衣室

１（ 

1 3 3×1.5ｍ 5 2 試合関係者 メインスタンド  3 つのシャワーと 1 つのトイレ 
● ●  ●     

 

 2.12 シャワー＇審判更衣室

２（ 

1 2 2×1.5ｍ 3 2 試合関係者 メインスタンド  1 つのシャワーと 1 つのトイレ 
● ●  ●     

 

 2.13 コーチルーム＇チーム

A（ 

1 5 24 24 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室に隣接、若しくは、

同じエリアに設置 

3 つの独立ロッカー、イス、1 つ

のシャワー、トイレ 
● ●  ● ● ●   

 

 2.14 コーチルーム＇チーム

B（ 

1 5 24 24 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室に隣接、若しくは、

同じエリアに設置 

3 つの独立ロッカー、イス、1 つ

のシャワー、トイレ 
● ●  ● ● ●   

 

 2.15 イベント・セレモニー

演出者用更衣室 

5 未定 30 150 2 試合関係者 メインスタンド 選手動線・業務用通用口＇トン

ネル（にアクセス 

開幕戦／決勝戦のイベント時に

必要。 
● ● ●  ● ● ● ● 

 

 2.16 選手ウォームアップ

エリア＇屋内（ 

2 23 100 200 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室に隣接  
● ●  ● ●    

 

 3 Medical Facilities                   

 3.01 担架係／メディカル

チーム・エリア 

2 6 8 16 1 LOC メインスタンド 選手通用口＇トンネル（、緊急

サービス、控えベンチ近く 

 
 ●  ●     

 

 3.02 応急処置室 1 4 50 50 2 試合関係者 メインスタンド  選手、マッチ・オフィシャル、メ

ディア、セキュリティ・オフィサ

ー等が使用 

●   ● ● ● ●  

 

 3.03 医務室 1 2 3.02 に含む  2 LOC メインスタンド   ●   ● ● ● ●   

 4 Doping control                   

 4.01 待機ルーム 1 8 20 20 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室近くに設置 ドーピングルームは待機ルーム

とメディカル・オフィスに隣接 
●   ● ●    

 

 4.02 メディカル・オフィス 1 4 12 12 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室近くに設置 

 

 
●   ● ● ● ● ● 

 

 4.03 トイレ 1 2 4 4 2 試合関係者 メインスタンド 選手更衣室近くに設置 

 

 
●   ●     
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 5 FIFA official and meeting room                  

 5.01 ジェネラル・コーディ

ネーター・オフィス 

1 2-3 40 40 2 試合関係者 メインスタンド チーム更衣室、選手通用口＇ト

ンネル（ 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 5.02 選手エスコート・ルー

ム＇ユースプログラ

ム（ 

1 100 300 300 4 マーケティング メインスタンド スタジアムから歩ける距離で

ピッチまで 300～400ｍの場

所 

少年・少女の着替え・更衣室とし

て利用 ● ● ●  ● ● ●  

 

 5.03 FIFA メディア・オフィ

ス 

1 4 5.07 に含む  6/7 メディア メインスタンド メディアセンター、もしくは、

ジェネラル・コーディネータ

ー・オフィスの近くに設置 

 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 5.04 FIFA IT ルーム 1 16 75 75 4 マッチ IT メインスタンド   ● ●  ● ● ● ● ●  

 5.05 FIFA ホスピタリテ

ィ・オフィス 

1 2-4 25 25 9 ホスピタリティ メインスタンド ホスピタリティ・エリアに隣接  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 5.06 マッチデイ・オペレー

ション・チケット・オ

フィス 

1 3 24 24 4 マッチ 

チケッティング 

メインスタンド チケットセンター／チケット

問題の解決ブースの近く 

 

● ● ●  ● ● ● ● 

 

 5.07 マッチコミッショナ

ー・オフィス 

1 1 60 60 2 試合関係者 メインスタンド ジェネラル・コーディネータ

ー・オフィスにできる限り近く 

5.08～5.13 を含むことを可能。 
● ● ●  ● ● ● ● 

 

 5.08 デレゲーション＇代表

団長（オフィス 

1 1 5.07 に含む  2 試合関係者 メインスタンド   
● ● ●  ● ● ● ● 

 

 5.09 テクニカル・スタディ

グループ・オフィス 

1 2-3 5.07 に含む  2 試合関係者 メインスタンド   
● ● ●  ● ● ● ● 

 

 5.10 審判委員会メンバー

オフィス 

1 1 5.07 に含む  2 試合関係者 メインスタンド   
● ● ●  ● ● ● ● 

 

 5.11 審判アセッサー  1 5.07 に含む  2 試合関係者 メインスタンド   ● ● ●  ● ● ● ●  

 5.12 審判特別ビデオ視聴

オフィス＇未定（ 

 1 5.07 に含む  2 試合関係者 メインスタンド スタジアム内で理想的には

FIFA M＆TV オフィスの隣 

5～7 人が当日に必要。 
● ● ●  ● ● ● ● 

 

 5.13 ミーティングルーム

＇危機管理室（ 

1 10 5.07 に含む  2 試合関係者 メインスタンド ジェネラル・コーディネータ

ー・オフィス、もしくは、マッ

チコミッショナー・ルーム近く 

 

● ● ●  ● ● ● ● 

 

 5.14 マーケティング／TV

放映権保護プログラ

ムオフィス 

1 5-7 40 40 4 マーケティング メインスタンド スタジアム内で理想的には

FIFA M＆TV オフィスの隣 

5～7 人が利用。売店設置の関係

で冷蔵庫を設置。 ● ●   ● ● ● ● 

 

 5.15 FIFA M&TV イベント

マネジメント・オフィ

ス 

1 4 40 40 2/4 マーケティング メインスタンド ジェネラル・コーディネータ

ー・オフィスの近く 

 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 5.16 コカコーラ・ロジステ

ィック・オフィス 

1 2 25 25 3/4/9 マーケティング メインスタンド スタジアム内の確実な場所に

設置 

保冷庫を確保。選手通用口＇トン

ネル（及びピッチ、駐車場にアク

セスしやすい場所。 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 5.17 プロトコール・オフィス 1 4 25 25 9 プロトコル メインスタンド VIP 受付の近く  ● ● ●  ● ● ● ●  

 5.18 マスコット更衣室 2-3 4 10 30 4 マーケティング メインスタンド 選手通用口＇トンネル（近く  ● ●  ● ● ● ● ●  

 5.19 マッチコーディネー

ション・ミーティン

グ・ルーム 

1 40 100 100 2/4 試合関係者 メインスタンド スタジアム内 試合前日から使用。代表チーム団

長との打合せにふさわしいホス

ピタリティある空間＇雰囲気（が

望まれる。 

● ● ●  ● ● ● ● 

 

 5.20 ジェネラル・コーディ

ネーター・用具保管室 

1  20 20 2 試合関係者 メインスタンド ジェネラル・コーディネータ

ー・オフィス内に設置 

 
● ●  ●     
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 5 FIFA official and meeting room                  

 5.21 広告看板用具室 1  100 100 4 マーケティング 未定 業務用通用口＇トンネル（近く  ● ● ●       

 5.22 FIFA セキュリティ・オ

フィス 

1 2 20 20 2 試合関係者 メインスタンド ジェネラル・コーディネータ

ー・オフィス近く 

 
● ● ● ● ● ● ● ● 

 

 5.23 FIFA IT 用具室 1  100 100 未定 マッチ IT 未定 スタジアム内  ● ●  ● ● ● ● ●  

 5.24 FIFA IT サーバー室 1  30 30 未定 マッチ IT 未定 スタジアム内  ● ●  ● ● ● ● ●  

 5.25 中央管理システム 1  40 40 2/4 インフォメーシ

ョン・サービス 

メインスタンド ジェネラル・コーディネータ

ー・オフィス、FIFA メディア

オフィス 

 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 6 LOC offices and meeting rooms                  

 6.01 LOC べニュー・マネジ

ャー 

1 2 30 30 1/2/4 LOC メインスタンド FIFA オフィス、オペレーショ

ンエリア近く＇特にジェネラ

ル・コーディネーター・オフィ

ス近く（ 

 

●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.02 LOC べニュー・マネジ

ャー・アシスタント 

 1 6.01 に含む  1/2/4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.03 LOC スタジアム・マネ

ジャー 

1 未定 75 75 1/2/4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.04 LOC スタジアム建築

関係マネジャー 

1 未定 30 30 1/2/4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.05 LOC テクニカル・ディ

レクター 

1 未定 40 40 1/2/4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.06 LOC IT コーディネー

ター 

1 未定 20 20 4 マッチ IT メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.07 LOC 電光掲示板管理

オフィス 

1 未定 40 40 4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.08 LOC 情報・映像管理マ

ネジャー 

1 未定 6.05 に含む  4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.09 LOC ロジスティッ

ク・マネジャー 

1 未定 6.05 に含む  4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.10 LOC 輸送管理マネジ

ャー 

1 未定 6.05 に含む  4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.11 LOC マーケティン

グ・マネジャー 

1 未定 6.05 に含む  4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.12 LOC 予備オフィス 1 未定 6.05 に含む  4 LOC メインスタンド   ●  ● ● ● ● ● ●  

 6.13 LOC 認定マネジャー 1 未定 6.05 に含む  4 LOC 未定 認定センター  ●  ● ● ● ● ● ●  

 6.14 LOC メディカルスタ

ッフ 

1 未定 6.05 に含む  4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.15 運転手室 1 40 40 40 4 LOC メインスタンド   ●  ● ● ● ● ● ●  

 6.16 LOC セキュリティー

スタッフ 

1 未定 30 30 1/2/4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.17 LOC ホスピタリティ 1 未定 40 40 4/9 LOC メインスタンド   ●  ● ● ● ● ● ●  

 6.18 LOC プロトコル 1 未定 5.17 に含む  5 LOC メインスタンド   ●  ● ● ● ● ● ●  

 6.19 LOC ケータリング・マ

ネジャー 

 

1 未定 20 02 4/9/5 LOC メインスタンド   

●  ● ● ● ● ● ● 

 



 

57 

 

                     

 

 

 

 

 

 

カ
テ
ゴ
リ
ー 

ナ
ン
バ
ー 

名
称 数 

使
用
想
定
人
数 

大
き
さ 

大
き
さ
合
計 

F
IF

A

認
定 

使
用
カ
テ
ゴ
リ
ー 

場
所 

関
係
施
設 

備
考 

常
設 

仮
設 

共
有 

専
用 

空
調 

電
話
線 

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰﾈ

ｯ
ﾄ

回
線 

電
源  

 6 LOC offices and meeting rooms                  

 6.20 LOC コーディネーシ

ョン・オフィス 

1 未定 25 25 4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.21 LOC ボランティア・マ

ネジャー 

1 未定 25 25 4 LOC メインスタンド   
●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.22 LOC オフィス 9 未定 16 144 4 LOC メインスタンド   ●  ● ● ● ● ● ●  

 6.23 LOC メディア・スタッ

フ 

1 2 20 20 4 LOC メインスタンド  FIFA メディア・オフィサー近く。

できれスタジアム・メディア・セ

ンター＇SMC（内。 

●  ● ● ● ● ● ● 

 

 6.24 セレモニー管理 1 未定 120 120 4 LOC メインスタンド 選手通用口＇トンネル（の隣  ●  ● ● ● ● ● ●  

 7 Access control points                   

 7.01 回転ドア＇バー（     3 LOC  セキュリティ・エリアとの分割  ● ●  ●      

 7.02 手荷物＇磁気（検査エ

リア 

    3 LOC    
 ●  ●     

 

 7.03 車寄せ     3 LOC     ●  ●      

 7.04 チケットオフィス 2 2 4  3 マッチ メイン・エントラ

ンス 

  
 ●  ●  ● ● ● 

 

 8 Retail shop                   

 8.01 

 

売店 未定    3 マーケティング パブリックエル

ア全て 

コンコース他全てのパブリッ

クエリア 

 
● ●  ●  ● ●  

 

 8.02 スポンサーブース 未定    3 マーケティング   1か所あたり250人程度の観客を

想定。1～1.5ｍの間隔を確保。 
● ●  ●  ● ●  

 

 9 Hospitality areas-stadium                 

 9.01 特別観覧席＇スカイボ

ックス（ホスピタリテ

ィ・スイート 

12-

20 

15-25 未定 未定 9 ホスピタリティ   席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 ●   ● ●    

 

 9.02  VIP ラウンジ＇開幕

戦・決勝戦（ 

1 1130 1130×1 1130 5 ホスピタリティ メインスタンド VIP席の後方でピッチが見渡せ

る場所 

席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.03 VIP ラウンジ＇準決勝（ 1 1130 1130×1 1130 5 ホスピタリティ メインスタンド VIP席の後方でピッチが見渡せ

る場所 

席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.04 VIP ラウンジ＇準々決

勝（ 

1 630 630×1 630 5 ホスピタリティ メインスタンド VIP席の後方でピッチが見渡せ

る場所 

席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.05 VIP ラウンジ＇グルー

プマッチ（ 

1 550 550×1 550 5 ホスピタリティ メインスタンド VIP席の後方でピッチが見渡せ

る場所 

席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.06 VVIP ラウンジ＇開幕

戦・決勝戦（ 

1 70 70×1.8 126 5 ホスピタリティ メインスタンド VIP/マーチャンダイズ近く 席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.07 VVIP ラウンジ＇準決

勝（ 

1 70 70×1.8 126 5 ホスピタリティ メインスタンド  席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.08 VVIP ラウンジ＇準々決

勝（ 

1 70 70×1.8 126 5 ホスピタリティ メインスタンド  席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.09 VVIP ラウンジ＇グルー

プマッチ（ 

1 50 50×1.8 90 5 ホスピタリティ メインスタンド  席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.10 FIFA 会長ラウンジ 1 6 6×2.5 15 5 ホスピタリティ メインスタンド VVIP ラウンジ隣でピッチが見

渡せる場所 

ソファーとアームチェアーを設

置。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.11 LOC 会長ラウンジ 1 6 6×2.5 15 5 ホスピタリティ メインスタンド FIFA ラウンジ隣 ソファーとアームチェアーを設

置。 
● ●  ● ● ● ●  
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 9 Hospitality areas-stadium                 

 9.12 SP/ドライバーエリア

＇開幕・決勝（ 

1 50 50×1 50 5 ホスピタリティ  VIP エリアに可能な限り近く  
 ●  ● ● ● ●  

 

 9.13 VIP フラッシュインタ

ビューエリア 

 

2 4 12 24 9 プロトコル/PR メインスタンド VIP 席/VIP ラウンジ隣  

 ●  ● ● ● ●  

 

 9.14 VIP メディカルルーム 1  施設の大き

さによる 

 5 ホスピタリティ    
 ●  ● ● ● ●  

 

 9.15 VIP キッチン 1  施設の大き

さによる 

 5 ホスピタリティ    
 ● ●  ● ● ●  

 

 9.16 スポンサー・ホスピタ

リティ・キッチン 

1 未定 施設の大き

さによる 

 9 ホスピタリティ VIP ラウンジ近く   
● ● ●  ● ● ●  

 

 9.17 VIP レセプション・デ

スク＇開幕・決勝（ 

1 10 40 40 5 ホスピタリティ   FIFA/LOC プロトコルとして使用 
● ● ●  ● ● ●  

 

 9.18 VIP レセプション・デ

スク＇準決勝（ 

1 10 30 30 5 ホスピタリティ    
● ●  ● ● ● ●  

 

 9.19 VIP レセプション・デ

スク＇ラウンド 16-グ

ループマッチ（ 

 

1 10 20 20 5 ホスピタリティ    

● ●  ● ● ● ●  

 

 10 Hospitality areas-within stadium perimeter                 

 10.01 スポンサー支部＇決

勝（ 

1 5,000～ 

7,000 

5～6 ㎡/人 35,000 9 ホスピタリティ スタジアム中心

から 300ｍ以内 

観覧席から 150ｍ以内、スタジ

アム中心から 300ｍ以内 

 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 10.02 スポンサー支部＇準決

勝（ 

1 3,500～ 

4,000 

5～6 ㎡/人 20,000 9 ホスピタリティ スタジアム中心

から 300ｍ以内 

観覧席から 150ｍ以内、スタジ

アム中心から 300ｍ以内 

 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 10.03 スポンサー支部＇準々

決勝（ 

1 1,800～ 

2,000 

5～6 ㎡/人 10,000 9 ホスピタリティ スタジアム中心

から 300ｍ以内 

観覧席から 150ｍ以内、スタジ

アム中心から 300ｍ以内 

 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 10.04 スポンサー支部＇グル

ープマッチ以下（ 

1 1,400～ 

1,600 

5～6 ㎡/人 8,000 9 ホスピタリティ スタジアム中心

から 300ｍ以内 

観覧席から 150ｍ以内、スタジ

アム中心から 300ｍ以内 

 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 10.05 スポンサー・ホスピタ

リティ＇決勝（ 

1 10,000 4.6 ㎡/人 50,000 9 ホスピタリティ スタジアム中心

から 300ｍ以内 

観覧席から 150ｍ以内、スタジ

アム中心から 300ｍ以内 

 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 10.06 スポンサー・ホスピタ

リティ＇準決勝（ 

1 4,300 4.6 ㎡/人 20,000 9 ホスピタリティ スタジアム中心

から 300ｍ以内 

観覧席から 150ｍ以内、スタジ

アム中心から 300ｍ以内 

 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 10.07 スポンサー・ホスピタ

リティ＇準々決勝（（ 

1 2,200 4.6 ㎡/人 10,000 9 ホスピタリティ スタジアム中心

から 300ｍ以内 

観覧席から 150ｍ以内、スタジ

アム中心から 300ｍ以内 

 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 10.08 スポンサー・ホスピタ

リティ＇ラウンド 16（ 

1 1,900 4.6 ㎡/人 9,000 9 ホスピタリティ スタジアム中心

から 300ｍ以内 

観覧席から 150ｍ以内、スタジ

アム中心から 300ｍ以内 

 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 10.09 スポンサー・ホスピタ

リティ＇グループマッ

チ（ 

1 1,100 4.6 ㎡/人 9,000 9 ホスピタリティ スタジアム中心

から 300ｍ以内 

観覧席から 150ｍ以内、スタジ

アム中心から 300ｍ以内 

 

 ●  ● ● ● ● ● 

 

 11 Media interview areas                   

 11.01 マルチ・フラッシュ・

インタビュー1-2 

2 4 6 12 1/2 マーケティング

/TV 

選手通用口＇トン

ネル（ 

選手通用口＇トンネル（内、も

しくは、その近く 

 
 ●  ●  ● ● ● 

 

 11.02 独占フラッシュ・イン

タビュー 

 

6 4 6 36 1/2 マーケティング

/TV 

選手通用口＇トン

ネル（ 

選手通用口＇トンネル（内、も

しくは、その近く 

 

 ●  ●  ● ● ● 
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 11 Media interview areas                   

 11.03 プレゼン・スタジオ

＇開幕・決勝（ 

8 10 40 320 8 マーケティング

/TV 

ホ ス ピ タ リ テ

ィ・スイート経由

でアクセスでき

る位置 

ピッチを背景に 4ｍ以下の高さ 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 11.04 プレゼン・スタジオ

＇準決勝・準々決勝・

ラウンド 16（ 

6 10 40 240 8 マーケティング

/TV 

ホ ス ピ タ リ テ

ィ・スイート経由

でアクセスでき

る位置 

ピッチを背景に 4ｍ以下の高さ 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 11.05 プレゼン・スタジオ

＇グループマッチ（ 

4 10 40 160 8 マーケティング

/TV 

ホ ス ピ タ リ テ

ィ・スイート経由

でアクセスでき

る位置 

ピッチを背景に 4ｍ以下の高さ 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 11.06 TV スタジオ＇FIFA イ

ンタビュースタジオ（ 

4 8 40 160 8 メディア ホ ス ピ タ リ テ

ィ・スイート経由

でアクセスでき

る位置 

選手更衣室近く  

●   ● ● ● ● ● 

 

 11.07 ミックスゾーン＇準決

勝・決勝（ 

1 300 600 600 6 メディア 選手出口 チーム更衣室への出口近辺  
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 11.08 ミックスゾーン＇その

他（ 

1 250 600 600 6 メディア 選手出口 チーム更衣室への出口近辺  
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 12 Press conference room                  

 12.01 ヘッド・テーブル 1 6 20 20 7 メディア メインスタンド 選手更衣室/ミックス・ゾーン

近く 

 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 12.02 記者席 1 200 70 70 7 メディア メインスタンド 

 

  
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 12.03 同時通訳ブース＇決

勝（ 

4 2 4 16 7 メディア メインスタンド  FIFA 公用語は英語、フランス語、

ドイツ語、スペイン語 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 12.04 同時通訳ブース＇その

他（ 

3 2 4 12 7 メディア メインスタンド  2 チームの母国語分の同時通訳。 
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 12.05 カメラ基台＇開幕・準

決勝・決勝（ 

20 1 2×20ｍ 40 7 メディア メインスタンド   
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 12.06 カメラ基台＇グループ

マッチ（ 

10-

15 

1 2×10-15ｍ 20-30 7 メディア メインスタンド   
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 13 Media area-tribune                   

 13.01 デスク・ポジション 未定   未定 6 メディア メインスタンド VIP エリアの上部、ミックス・

ゾーン/プレス・カンファレン

ス・ルーム近く 

席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 ● ●  ●  ● ● ● 

 

 13.02 記者席 未定   未定 6 メインスタンド   席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ●     

 

 13.03 フォトグラファー 未定   未定 7 メディア メインスタンド  席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ●     

 

 13.04 休憩エリア 未定   未定 6 メディア メインスタンド  席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ●     

 

 13.05 放送席＇エリア（ 未定   未定 6 マーケティング

/TV 

メインスタンド  席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 
● ●  ●  ● ● ● 
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 13 Media area-tribune                   

 13.06 空中ケーブル 未定   未定 6 マーケティング

/TV 

メインスタンド  席の配置、構成、設備等はイベン

ト/スタジアムによる変わる。 

 

● ●  ●     

 

 14 Stadium media centre(SMC)                  

 14.01 スタジアム・メディ

ア・センター＇決勝（ 

1 2,000 10,000 10,000 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.02 スタジアム・メディ

ア・センター＇グルー

プリーグ（ 

1 800 4,000 4,000 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.03 レート・カード・サー

ビス・オフィス＇決勝（ 

1 8 14.01 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.04 レート・カード・サー

ビス・オフィス＇グル

ープマッチ（ 

1 4 14.02 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.05 カメラ修理オフィス

＇決勝（ 

1 8 14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.06 プレス・カンファレン

ス・ルーム＇メディ

ア・ブリーフィング使

用（ 

1 8 14.01 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.07 インフォメー ショ

ン・デスク 

1  14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.08 カフェテリア・ラウン

ジ 

1  14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.09 整理棚 1  14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.10 ウェルカム・デスク 1  14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.11 チケットデスク 1 2 14.01/14.02

に含む 

 7 マッチ SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.12 開催地＇ホスト・シテ

ィ（インフォメーショ

ン・デスク 

1  14.01 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.13 医務室 1  14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.14 SMC メディアワーク

デスク＇決勝（ 

1 1,000 14.01 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.15 SMC メディアワーク

デスク＇その他 

1 500 14.02 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.16 SMC フォトグラファ

ー・ワークデスク＇決

勝（ 

1 150 14.01 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.17 SMC フォトグラファ

ー・ワークデスク＇そ

の他（ 

1 100 14.02 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 

● ●  ● ● ● ● ● 
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 14 Stadium media centre(SMC)                  

 14.18 SMC ロッカー＇決勝（ 1 300 14.01 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

フォトグラファーの移動用トレ

ーに対応できる大きさ 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.19 SMC ロッカー＇その

他（ 

1 200 14.02 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

フォトグラファーの移動用トレ

ーに対応できる大きさ 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.20 プレス・エージェン

ト・オフィス 

未定  14.01 に含む  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

スタジアム・メディア・センター

10,000 ㎡のうち 3,000 ㎡を確保 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.21 ベンディング・マシー

ン 

未定  14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.22 運送デスク 1  14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.23 FIFA メディア・チャン

ネル 

1 5 50  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.24 メディア用具室 未定  14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メインスタンドに設置  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.25 テレコム・パートナ

ー・オフィス 

1  14.01/14.02

に含む 

 7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 14.26 編集オフィス 1 5 400  7 メディア SMC メディア・エリア、フィールド

へのアクセス 

400 ㎡を確保 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15 FIFA media areas                   

 15.01 オフィス＇SMC１（ 1 12 48 48 7 メディア メインスタンド FIFA オフィスエリア＇SMC の

一部（ 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.02 オフィス＇SMC 他（ 1 8 32 32 7 メディア メインスタンド FIFA オフィスエリア＇SMC の

一部（ 

 
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.03 コピーエリア   15.02 に含む  7 メディア メインスタンド 

 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.04 SMC ミーティングル

ーム＇決勝（ 

1 20 80 80 7 メディア メインスタンド   
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.05 SMC ミーティングル

ーム＇決勝/その他（ 

2 30 120 240 7 メディア メインスタンド  決勝会場には 10 人用/20 人用の

2 つのミーティングルーム。その

他会場は 20 人用を。 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.06 FIFA.com オフィス＇決

勝（ 

1 120 600 600 7 NEW Media メインスタンド   
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.07 FIFA.com オフィス＇そ

の他（ 

1 5 25 25 7 NEW Media メインスタンド   
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.08 NEW info 1 5 20 20 7 メディア メインスタンド 

 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.09 インフォメー ショ

ン・サービス 

1 5 20 20 7 メディア メインスタンド   
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.10 IT オフィス 1 3 15 15 7 マッチ IT メインスタンド 

 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 15.11 IT 用具室 1  15 15 7 マッチ IT メインスタンド 

 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 16 Broadcast compound                   

 16.01 放送コンパウンド 1 未定 5,000 5,000 8 マーケティング

/TV 

メインスタンド

裏 

メインスタンド裏のスタジア

ム外周 

 
 ●  ●  ● ● ● 
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 17 Broadcast areas                   

 17.01 実況解説コントロー

ル・ルーム 

1 20 80 80 8 マーケティング

/TV 

メインスタンド メディア・エリアの放送席の隣  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 17.02 アナウンサー台 4 4 8 32 8 マーケティング

/TV 

 

メインスタンド   

 ●  ● ● ● ● ● 

 

 17.03 レート・カード・テク

ニカルエリア 

1 2 10 10 8 マッチ メインスタンド 

 

  
 ●  ● ● ● ● ● 

 

 18 Camera positions                   

 18.01 カメラ１ 1 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

センターライン/

メインスタンド 

メディア・エリア/放送コンパ

ウンド 

 
●   ●     

 

 18.02 カメラ２ 1 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

カメラ１の隣   
●   ●     

 

 18.03 カメラ３＆４ 2 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

16ｍライン   
 ●  ●     

 

 18.04 カメラ５＆６ 2 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

ゴールライン/メ

インスタンド 

  
●   ●     

 

 18.05 カメラ７＆８ 2 1 2×3ｍ 6 1 マーケティング

/TV 

ゴール裏   
 ●  ●     

 

 18.06 カメラ９ 1 1 2×3ｍ 6 1 マーケティング

/TV 

センターライン/

ピッチ 

  
●   ●     

 

 18.07 カメラ 10 1 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

南スタンド上   
 ●  ●     

 

 18.08 カメラ 11 1 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

北スタンド上  開幕、3 位決定戦、決勝のみで使

用。 
 ●  ●     

 

 18.09 カメラ 12＆13 2 1 2×3ｍ 6 1 マーケティング

/TV 

ゴール横/ピッチ   
 ●  ●     

 

 18.10 カメラ 14 1 1 2×3ｍ 6 1 マーケティング

/TV 

ゴール裏クレー

ン 

  
 ●  ●     

 

 18.11 カメラ 15 1 1 2×3ｍ 6 1 マーケティング

/TV 

ゴール裏クレー

ン 

  
 ●  ●     

 

 18.12 カメラ 16＆17 2 1 2×3ｍ 6 1 マーケティング

/TV 

ピッチ   
●   ●     

 

 18.13 カメラ 18 1 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

上部ピッチ逆ア

ングル 

  
●   ●     

 

 18.14 カメラ 19＆20 2 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

控えベンチアン

グル 

  
●   ●     

 

 18.15 カメラ 21 1 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

カメラ９の反対

側 

  
●   ●     

 

 18.16 カメラ 22 1 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

メインスタンド

プラットフォー

ム 

  

●   ●     

 

 18.17 カメラ 23＆24 2 1 2×3ｍ 6 3 マーケティング

/TV 

選手付きカメラ   
 ●  ●     

 

 18.18 カメラ 25 1 1 2×3ｍ 6 8 マーケティング

/TV 

東西斜め方向ア

ングル 

  
 ●  ●     
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 18 Camera positions                   

 18.19 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇センター・レフ

ト（ 

1 1 2.5×10 25 3 マーケティング

/TV 

   

 ●  ●     

 

 18.20 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇センター・ライ

ト（ 

1 1 2.5×10 25 3 マーケティング

/TV 

   

 ●  ●     

 

 18.21 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇ゴール・レフト

1（ 

1 1 2.5×5 12.5 3 マーケティング

/TV 

   

 ●  ●     

 

 18.22 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇ゴール・ライト（ 

1 1 2.5×5 12.5 3 マーケティング

/TV 

   
 ●  ●     

 

 18.23 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇フィールド・レ

フト 1（ 

1 1 2.5×12 30 1 マーケティング

/TV 

   

 ●  ●     

 

 18.24 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇フィールド・レ

フト 2（ 

1 1 2.5×9 22.5 1 マーケティング

/TV 

   

 ●  ●     

 

 18.25 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇フィールド・ラ

イト１（ 

1 1 2.5×12 30 1 マーケティング

/TV 

   

 ●  ●     

 

 18.26 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇フィールド・ラ

イト 2（ 

1 1 2.5×9 22.5 1 マーケティング

/TV 

   

 ●  ●     

 

 18.27 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇リザーブ・レフ

ト（ 

1 1 2.5×5 12.5 3 マーケティング

/TV 

   

 ●  ●     

 

 18.28 一方向カメラ・ポジシ

ョン＇リザーズ・ライ

ト（ 

1 1 2.5×5 12.5 3 マーケティング

/TV 

   

 ●  ●     

 

 19 Spectator area                   

 19.01 コマーシャル・ディス

プレイ＇パートナー（ 

6 未定 200 1,200 3 マーケティング スタジアム周辺   
 ●  ●     

 

 19.02 コマーシャル・ディス

プレイ＇サポータ―（ 

8 未定 100 800 3 マーケティング スタジアム周辺   
 ●  ●     

 

 19.03 コマーシャル・ディス

プレイ＇サプライヤ

ー（ 

6 未定 50 300 3 マーケティング スタジアム周辺   

 ●  ●     

 

 19.04 コマーシャル・ディス

プレイ＇開催地（ 

1 未定 100 100 3 マーケティング スタジアム周辺   
 ●  ●     

 

 19.05 コマーシャル・ディス

プレイ＇LOC（ 

1 未定 100 100 3 マーケティング スタジアム周辺   
 ●  ●     

 

 19.06 ATM 最低

1 

   3 マーケティング スタジアム内 メディアセンター＇決勝・準決

勝（ 

 
● ●  ●  ● ●  

 

 19.07 オフィシャル・ライセ

ンス・プロダクト＇A（ 

6 

-10 

未定 6×3 18 3 マーケティング スタジアム内  サイズ/量はイベントによる。 
● ●  ●  ● ●  
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 19 Spectator area                   

 19.08 オフィシャル・ライセ

ンス・プロダクト＇B（ 

6 

-10 

未定 10×5 50 3 マーケティング スタジアム内  サイズ/量はイベントによる。 
● ●  ●  ● ●  

 

 19.09 オフィシャル・ライセ

ンス・プロダクト＇C（ 

6 

-10 

未定 10×15 150 3 マーケティング スタジアム内  サイズ/量はイベントによる。 
● ●  ●  ● ●  

 

 20 Ceremonies                   

 20.01 出演者更衣室     4 試合関係者 メインスタンド 

ピッチ通用口＇ト

ンネル（ 

ピッチへの一般通用口からは

離して設置。選手通用口トンネ

ル近く。 

セレモニーに必要な設備等はセ

レモニーの概要が決まるまで未

定。開幕・決勝には 5 つ以上の追

加のカメラポジションが必要に

なる。 

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 20.02 セレモニー参加者待

機エリア 

    4 試合関係者 メインスタンド 

ピッチ通用口＇ト

ンネル（ 

ピッチへの一般通用口からは

離して設置。選手通用口トンネ

ル近く。 

 

● ●  ●     

 

 20.03 セレモニー参加者更

衣室 

    4 試合関係者 メインスタンド 

ピッチ通用口＇ト

ンネル（ 

ピッチへの一般通用口からは

離して設置。選手通用口トンネ

ル近く。 

 

● ●  ● ●    

 

 20.04 倉庫     4 試合関係者 メインスタンド 

ピッチ通用口＇ト

ンネル（ 

ピッチへの一般通用口からは

離して設置。選手通用口トンネ

ル近く。 

 

● ●  ●     

 

 21 Accreditation centre                   

 21.01 AD センター    150      ● ●  ●      

 21.02 -セキュリティデスク 1  21.01 に含む  該当 

なし 

LOC スタジアム入口

外 

セキュリティー外部  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 21.03 -待機エリア 1  21.01 に含む  該当 

なし 

LOC スタジアム入口

外 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 21.04 -受付デスク 1  21.01 に含む  該当 

なし 

LOC スタジアム入口

外 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 21.05 -フォトグラファー・

デスク 

4  21.01 に含む  該当 

なし 

LOC スタジアム入口

外 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 21.06 -プリント・ステイシ

ョン 

1  21.01 に含む  該当 

なし 

LOC スタジアム入口

外 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 21.07 -オフィス 3  21.01 に含む  該当 

なし 

LOC スタジアム入口

外 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 21.08 -ラウンジ/飲料   21.01 に含む  該当 

なし 

LOC スタジアム入口

外 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 21.09 -IT オフィス   15 15 該当 

なし 

マッチ IT スタジアム入口

外 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 22 Public address systems                  

 22.01 音響コントロール室 1 3 20 20 4 LOC VOC セキュリティエリア  ●   ● ● ● ● ●  

 22.02 セキュリティ・ルーム 1 30 50 50 4 LOC VOC 緊急車両エリア  ●   ● ● ● ● ●  

 23 Service compounds                   

 23.01 マーチャンダイズ用

倉庫 

1 20 500 500 4 LOC 建物裏 一般通用口から離して設置 高さを最低 4.8ｍ確保 
 ●  ●     

 

 23.02 ボランティア休憩エ

リア 

1 200 400 400 4 LOC 建物裏   
 ●  ● ● ● ●  
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 23 Service compounds                   

 23.03 セキュリティー集合

エリア 

1 未定 未定 未定 4 LOC 建物裏   
 ●  ●     

 

 23.04 廃棄物除去 1 未定 未定 未定 未定 LOC 建物裏   ● ●  ●      

 23.05 オフィシャル売店 未定 未定 未定 未定 9 マーケティング 建物裏   ● ●  ●  ● ●   

 23.06 飲食物保冷倉庫＇スポ

ンサー商品（ 

 未定 未定 未定 未定 マーケティング 建物裏  理想的には現場近くの保冷庫と

当保冷倉庫が 50％ずつになるよ

うに確保。 

● ●  ●     

 

 23.07 バックアップ電源  未定 未定 未定 未定 未定 建物裏   ● ●  ●      

 24 Signage LOC                   

 24.01 オフィス 未定 未定 未定 未定 4 LOC メインスタンド   ● ●  ● ● ● ● ●  

 24.02 倉庫 未定 未定 未定 未定 4 LOC メインスタンド   ● ●  ●      

 24.03 作業エリア 未定 未定 未定 未定 4 LOC メインスタンド   ● ●  ● ● ● ● ●  

 25 Parking facilities                   

 25.01 チーム/コーチ車寄せ 2    2 試合関係者 メインスタンド メインスタンド下、もしくは近

くでミックス・ゾーン近く 

最低 4.8ｍの高さを確保。 
●   ●     

 

 25.02 チームバス駐車エリ

ア 

2    2 試合関係者 メインスタンド メインスタンド下、もしくは近

くでミックス・ゾーン近く 

8 台分の駐車場 
●   ●     

 

 25.03 VIP 車寄せ 2    2 試合関係者 メインスタンド メインスタンド下、もしくは近

くでミックス・ゾーン近く 

 
●   ●     

 

 25.04 VVIP 車寄せ 1    5 プロトコル メインスタンド メイン・エントランス 所定の経路で直接 VIPラウンジに

通じていること。 
●   ●     

 

 25.05 VIP 駐車エリア＇グル

ープマッチ（ 

150    5 プロトコル メインスタンド   
●   ●     

 

 25.06 VIP 駐車エリア＇開

幕・決勝（ 

200    5 プロトコル メインスタンド   
●   ●     

 

 25.07 VIP バス駐車エリア

＇グループマッチ（ 

200    5 プロトコル メインスタンド   
 ●  ●     

 

 25.08 VIP バス駐車エリア

＇開幕・決勝（ 

300    5 プロトコル メインスタンド   
 ●  ●     

 

 25.09 スポンサー関係者駐

車エリア＇準々決勝（ 

車

100 

バス 

80 

   9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.10 スポンサー関係者駐

車エリア＇ホスト国（ 

車

100 

バス 

80 

   9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.11 スポンサー関係者駐

車エリア＇準決勝（ 

車

100 

バス 

80 

   9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.12 スポンサー関係者駐

車エリア＇開幕・決勝（ 

車

200 

バス 

200 

   9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     
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 25 Parking facilities                   

 25.13 スポンサー・ホスピタ

リティ駐車エ リア

＇準々決勝（ 

車

400 

バス

5 

   9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.14 スポンサー・ホスピタ

リティ駐車エ リア

＇準々決勝（ 

車

800 

バス

15 

   9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.15 スポンサー・ホスピタ

リティ駐車エリア＇準

決勝（ 

車

800 

バス

15 

   9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.16 スポンサー・ホスピタ

リティ駐車エ リア

＇準々決勝（ 

車

100

0 

バス

20 

   9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.17 スポンサー・ディスプ

レイ 

未定    9 マーケティング メインスタンド

入り口近く 

  
 ●  ●     

 

 25.18 オフィシャル・パート

ナー駐車エリア＇グル

ープマッチ（ 

25    9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.19 オフィシャル・パート

ナー駐車エリア＇準々

決勝（ 

30    9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.20 オフィシャル・パート

ナー駐車エリア＇ホス

ト国・グループマッ

チ（ 

40    9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.21 オフィシャル・パート

ナー駐車エリア＇準決

勝（ 

40    9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.22 オフィシャル・パート

ナー駐車エリア＇開

幕・決勝（ 

50    9 ホスピタリティ メインスタンド

入り口近く 

  

 ●  ●     

 

 25.23 FIFA 駐車エリア 50    4 LOC スタジアム内 スタジアム内のメイン・エント

ランス近く 

 
●   ●     

 

 25.24 LOC 駐車エリア 50    4 LOC スタジアム内 スタジアム内のメイン・エント

ランス近く 

 
●   ●     

 

 25.25 TV 中継車駐車エリア

＇開幕・準決勝・決勝（ 

250    未定 マーケティング

/TV 

  中継エリア外 
 ●  ●     

 

 25.26 TV 中継車駐車エリア

＇開幕・準決勝・決勝（ 

170    未定 マーケティング

/TV 

  中継エリア外 
 ●  ●     

 

 25.27 メディア駐車エリア

＇決勝（ 

200    未定 メディア   スタジアム・メディア・センター

前にフォトグラファー車寄せ。 

 

 
●  ●     
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 25 Parking facilities                   

 25.28 メディア駐車エリア

＇その他（ 

150    未定 メディア   スタジアム・メディア・センター

前にフォトグラファー車寄せ。 

 

 
●  ●     

 

 25.29 メディア車寄せ 1  シャトルバ

ス 

 未定 メディア  メディア関係者入口近く若し

くはスタジアム・メディア・セ

ンター近く 

 

 ●  ●     

 

 26 Transport areas                   

 26.01 エアポート      LOC             

 26.02 鉄道駅      LOC             

 26.03 コーチ車寄せ      LOC             

 26.04 パーク＆ライド      LOC             

 26.05 観戦者駐車エリア      LOC             

 27 Remote media centre                   

 27.01 メイン・メディア・セ

ンター 

1 未定  10,000 7 メディア 会場外 エキシビジョンセンターのよ

うな大きな純径間構造 

当センターにて日々のメディ

ア・ブリーフィングが行われ、主

要記者を収容する。 

● ● ● ● ● ● ● ● 

 

 27.02 国際ブロードキャス

ト・センター 

1 未定  30,000 7 マーケティング

/TV 

  できれば開幕戦が行われる開催

地に設置。 
● ● ● ● ● ● ● ● 

 

 28 Official hotels                   

 28.01 FIFA ホテル    40  LOC/マッチ 会場外 空港・スタジアムへの容易なア

クセス 

 
●   ●     

 

 28.02 チケットオフィス 未定  40 100  マッチ   詳細は文書で案内される。 ● ●  ● ● ● ● ●  

 28.03 チケットバックオフ

ィス 

1  100   マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 29 Training venues                   

 29.01 ピッチ 1  105×68  1/2/6 試合関係者 会場外 チーム滞在ホテルから 20 分以

内が理想 

 
●  ●      

 

 29.02 更衣室 1 23 150 150 2 試合関係者 会場外  十分な広さを確保できない場合、

2 つの更衣室を使用。 
● ●  ● ● ●   

 

 29.03 シャワー 1 11   2 試合関係者    ● ●  ●      

 29.04 観客席  未定 未定   試合関係者    ● ●  ●      

 29.05 記者室 1 未定 未定   試合関係者    ● ●  ●      

 29.06 照明 1     試合関係者    ● ●  ●      

 29.07 フェンス      試合関係者    ● ●  ●      

 29.08 駐車場 未定     試合関係者    ● ●  ●      

 30 Team base camps                   

 30.01 チーム・ベース・キャ

ンプ 

未定    1/2/6 試合関係者 会場外  上記トレーニング場に準ずる 
        

 

 31 Referees’ hotel                   

 31.01 審判ホテル 1 未定   適 用

外 

試合関係者 会場外 セキュリティを考慮した場所

に設置 

 
        

 

 32 LOC fan park                   

 32.01 LOC ファン・サービ

ス・エリア 

未定 未定   5/9 マーケティング 人が集まる公共

スペース 

  
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 33 LOC public viewing area                  

 33.01 VIP エリア 未定    5/9 マーケティング 既存スタジアム            
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 34 Scoreboards and video screens                  

 34.01 スコアーボード／ビ

デオスクリーン 

 

未定    適 用

外 

LOC メイン/バックス

タンド 

どの席からも見れる位置に設

置 

 

● ●  ●  ● ● ● 

 

 35 Flagpoles                   

 35.01 スタジアム外装掲揚

台 

 

未定    3 試合関係者   FIFA/大陸/国/国連/IOC の旗も

掲揚の場合あり。 ● ●  ●     

 

 36 Ticketing cetre                   

 36.01 受付デスク 1 未定 未定   マッチ   スタジアム/FIFA ホテル外に設置

のもの。 
● ●  ● ● ● ●  

 

 36.02 フロント・オフィス

＇グループマッチ/ラ

ウンド 16（ 

1 20 50 50  マッチ    

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 36.03 フロント・オフィス

＇準々決勝・準決勝（ 

1 30 70 70  マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 36.04 フロント・オフィス

＇開幕・決勝（ 

1 40 100 100  マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 36.05 待機列＇グループマッ

チ/ラウンド 16（ 

1 75 120 120  マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 36.06 待機列＇準々決勝・準

決勝（ 

1 100 150 150  マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 36.07 待機列＇開幕・決勝（ 1 150 200 200  マッチ    ● ●  ● ● ● ● ●  

 36.08 トラブル対応エリア 1 10 12 12  マッチ    ● ●  ● ● ● ● ●  

 36.09 バック・オフィス＇グ

ループマッチ/ラウン

ド 16（ 

1 5 25 25  マッチ    

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 36.10 バック・オフ ィス

＇準々決勝・準決勝（ 

1 10 40 40  マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 36.11 バック・オフィス＇開

幕・決勝（ 

1 10 40 40  マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 36.12 開催スタジアム・マネ

ージャー・オフィス 

1 2 30 30  マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 36.13 ミーティングルーム 2 10 30 60  マッチ    ● ●  ● ● ● ● ●  

 36.14 保管庫   37.04 に含む   マッチ    ● ●  ●      

 36.15 休憩エリア 1 10 30 30  マッチ    ● ●  ● ●     

 36.16 自動販売機 37.0

4 に

含む 

    マッチ    

● ●  ●     

 

 37 Volunteers’ centre                   

 37.01 レセプション・デスク 

 

1 25 40 40  LOC スタジアム外   
● ●  ● ● ● ●  

 

 37.02 オフィス 

 

4 2 12 48  LOC    
● ●  ● ● ● ●  

 

 37.03 ボランティア・エリア 

 

1 250 250 250  LOC    
● ●  ● ● ● ●  
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 38 IT technical areas                   

 38.01 プライマリー・テクニ

カル・エリア 1 

1  30 30  マッチ IT    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 38.02 プライマリー・テクニ

カル・エリア 2 

1  30 30  マッチ IT    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 38.03 セカンダリー・テクニ

カル・エリア 

未定  10 10  マッチ IT    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 39 Others                   

 39.01 中央ロジスティック

倉庫 

未定  100 100  マッチ IT    
● ●  ● ● ● ●  

 

 40 Venue ticket process centre                  

 40.01 開催スタジアム・チケ

ット処理センター 

1 20 200-300 300  マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 40.02 バック・オフィス 1 5 42.01 に含む   マッチ    ● ●  ● ● ● ● ●  

 40.03 バック・オフィス保管

庫 

未定  42.01 に含む   マッチ    
●   ●     

 

 41 Main ticket process sentre                  

 41.01 多言語対応コールセ

ンター 

1 8 40 40  マッチ    
● ●  ● ● ● ● ● 

 

 41.02 チケット・オペレーシ

ョン・センター＇一般

用（ 

1 未定 100 100  マッチ    

● ●  ● ● ● ● ● 

 

 42 Ticketing kiosk in airports                  

 42.01 空港チケット売店 1  20 20  マッチ   所定の空港に設置          

                 

       

 

 

 

 

FIFA ワールドカップに必要な諸施設・機能は、大会毎に規定されており、必要な諸施

設・機能も変わる場合があります。従って、ここに記載した「FIFA World Cup
TM
規定」

は、今後の大会において全て適応するとは言えませんのでご注意ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタジアム標準 
 

サッカースタジアムの建設・改修にあたってのガイドライン 
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